
    
      
        
      
    

  
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）テストプレイヤーの皆様へ

第一章　俺たち史上、最も過酷で、悲しいほど過保護な冒険が幕を開けた。

第二章　俺たちが住居を構えた以上、もはや無人ではなく有人島だが、気にするな。

第三章　事件は、俺がいない場所で起きる。俺に探偵の素質はないと悟った。

第四章　頰をつねってみた。痛くない。夢じゃない！　息子無双の冒険譚が始まる！

第五章　誰でも持ってる、馬鹿な俺でも持ってる、その力を見つけた。



エピローグ

あとがき


















口絵・本文イラスト　飯田ぽち。

















プロローグ　ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）テストプレイヤーの皆みな様さまへ









　平素よりβ版テストプレイにご協力いただき、誠まことにありがとうございます。

　早さつ速そくではありますが、皆様に重大なお知らせがございます。

【新規エリアが実装されました！】

　本ゲームは、内閣府のメインサーバーと、四十七都道府県が管理運営する地方サーバーを連結し、広大かつ多種多様なゲーム世界を提供することを目指して、これまで計画が進められて参りました。

　そして、この度たび、東京サーバーに続き、愛あい知ちサーバーが試験運用可能な段階に到とう達たつしましたので、テストプレイ用のエリアとして開放いたします。

　新たに出現した世界の名は【ゴボドーランド】。

　愛知県といえば、東山動植物園。飼育されている動物種の数が日本一ともいわれる同園を有する愛知県が、一体どのような世界を生み出したのか……

　それは、テストプレイヤーの皆さんの目で確かめてください！




【ゴボドーランド】では、新規実装を祝して、冒ぼう険けんに役立つアイテムが入手できる特別イベントが開かい催さいされております。

　運が良ければ、他ほかでは絶対に得ることができない、超ちよう豪ごう華かな賞品も……!?

　多くの方の来訪を、心よりお待ちしております！




※移動方法


①カーサーン王都付近にある転送ポイントより、転送宮きゆう殿でんのエリアへ移動

②転送宮殿エリア内、【ゴボドーランド】の表示がある小島へ移動

③魔ま法ほう円の上に立つと転送されます（安全確かく認にんのため、時間を要する場合があります）






※注意事じ項こう

　ゴボドーランドでは、一部の地域で、運営による特とく殊しゆな調査が行われているため、テストプレイが可能な地域のみマップデータに反映されています。

　それ以外の場所には、絶対に立ち入らないよう、お願いいたします。




「……何年も経たったわけじゃないのに、なんだか懐なつかしく感じるな」

　ゴボドーランド行きの魔法円に立った真まさ人とは、逸はやる気持ちを抑おさえながら、周囲をゆっくりと見み渡わたした。

　どこまでも広がる空の中に、多くの島が浮ういていて、架かけ橋で繫つながれているのが見える。

　現実離ばなれしているが、初めて見る光景ではない。ここは転送宮殿エリア。ゲーム内転送された真人が最初に降り立った空間だ。

　一ひと際きわ大きな島に、豪ごう奢しやな転送宮殿が鎮ちん座ざしていて……そのベランダに、懐かしい王様の姿がある。

　今にも泣き出しそうな、ものっすごく寂さびしそうな表情で、真人を見ている。

「うっ……えっと……一応、挨あい拶さつしに行った方がよかった、かな」

　とても申し訳ない気分になって、真人はそっと顔を逸そらしたのだが。

　賢けん者じやワイズと癒ゆ術じゆつ師しメディは、平然と、王様を眺ながめ続けている。

「別によくない？　あの王様って、最初のチュートリアルするだけの人じゃん」

「初回特典の豪華な装備品をいただいた後は、完全に用済みですね」

「まあゲームだし、その通りだけどさ。でも言い方ってあるよな？……ああもう、ほら」

　ドライな少女二人の声が聞こえたのだろう。王様は両手で顔を覆おおって、しおしおと萎しおれて、しゃがみ込んでしまった。本当に申し訳ない。

　でも大だい丈じよう夫ぶ。純真と癒いやしの塊かたまりである、旅商人ポータがいる。

「自分、ゴボドーランドに行って、王様へのお土産みやげを買ってきます！　また来た時に、ちゃんとご挨拶します！　待っててくださーい！」

　ポータが手を振ふると、王様はシャキッと立ち上がり、本気で嬉うれしそうに手を振り返してきた。立ち直りが早い人でよかった。

　と、そうこうしている内に、足あし下もとの魔法円が光を放ち始めた。

「そろそろ出発だな。……みんな、忘れ物はないか？」

「強しいて言えば、モーネだけど……しょうがないわよね。お母さん屋を休むわけにはいかないから」

「あのお店は、迷える人々のための相談窓口ですからね。何より、モーネさん自身が、お店を優先したいと言っていましたから。お任せしましょう」

「モーネさんにも、お土産を買ってきます！　お土産話もたくさん用意しておきます！」

「だな。じゃあそういうことで……」

「ちょい待ち。まだ真人の忘れ物チェックが終わってないでしょ」

　ワイズがニヤニヤしながら言ってきた。おまけに、メディとポータも何やら楽しそうだ。

　あまりいい予感がしないけど。

「転送の前に確認よ。真人、武器は持った？」

「はいよ。持ってるぞ」

「では次に、防具は万全ですか？」

「ＯＫだ。ちゃんと装備してる」

「真人さん！　回復アイテムは……あ、自分が持ってます！」

「その辺はポータにお任せだな。というわけで……」

「じゃあ後は、お母さんね」

　真人の隣となりに、真ま々ま子こがさりげなく寄り添そって、腕うでを組んできたというか、柔やわらかいのでむにゅっと包み込んできた。

　仲間。武器。防具。回復アイテム。そして、お母さん。

　冒険のために必要な全すべてが揃そろった！

「……はぁ～～～……」

「あ、あら？　どうしたのマー君。ため息なんか吐ついて……も、もしかして、お母さんと一いつ緒しよが嫌いやなのかしら……」

「いや、そういうことじゃなくてさ」

　場所のせいか、思い出してしまう。

　ゲーム世界に転送されて、少年の大冒険が始まったかと思ったら、母親が後から追いかけてきて、派手に抗こう議ぎしたことがあった。

　そこから、圧あつ倒とう的すぎる母親より強くなることを求めて、色々やって。

　現在。

「母さんがくっついて来ても、文句の一つも言わないとか……予定と違ちがう成長をしてる自分に、思わず呆あきれただけだよ」

　それとなく転送宮殿に目を向けると、王様が満足そうに頷うなずいている。

　普ふ通つうの勇者として、求められた成果を上げている、ということだろうか。

　真人としては、少々、納なつ得とくできない部分があるが……まあいい。とにかく。

「目的は、新設エリアの見物と、イベントで貰もらえるアイテムだ。張り切って行くぞ」

「次の場所でも、お母さんと一緒に、たくさん冒険しましょうね」

「はいはい一緒に冒険してやるよ。ただし、腕を離はなしてくれたらな」

　ちゃんと言ったのだけど効果なし。微笑ほほえむだけで離れようとしない母親と、温かく見守る仲間たちと共に、真人は転送の光に包まれる。

　向かった先で、何が待ち受けているのか。それは……








第一章　俺たち史上、最も過か酷こくで、悲しいほど過保護な冒険が幕を開けた。









　新たに開放された世界、ゴボドーランド。そこは自然の楽園。

　あるいは〝野菜の楽園〟と言った方が正しいのかもしれない。

　大地を覆っているのは、雑草ではなく、ネギの大草原。あまりにも大きなジャガイモたちが、岩場のようなエリアを形成している。その先の、森に見える場所は、巨きよ大だいブロッコリーの可食部分が群生している地帯だ。

「うわー、野菜だわー」

「野菜ですね……」

「野菜だらけです！」

「確かに、野菜だ。そうとしか言い様がないな」

「うふふ。なんだか、お母さんたちが小さくなって、畑に迷い込んだみたいね。好きなだけお料理できちゃいそうだわ」

「なんかもう、母さんのための世界みたいだな。まあ美味うまい飯を食わせてもらえるなら、それでいいんだけど。……とりあえず移動開始だ」

　高台にある転送ポイントから、サヤエンドウの螺ら旋せん階段を降りて、真まさ人とたちは近くにある集落へ向かう。

　門も塀へいもない、開けた入り口に到とう着ちやくすると、あらためて感かん嘆たんの声が零こぼれた。

「ここがゴボドーランドの最初の地点〝ゴボドー大集落〟か……すげぇな……自然主義か……」

　規模としては、カーサーン王都に引けを取らない大都市サイズだが、やはり集落という呼び方が似合う。

　土つち壁かべやレンガ造りの建物は見当たらない。そこにあるのは、巨大作物の中をくりぬいて作られた家や、地形を生かした洞ほら穴あなの家。巨大ブロッコリーの茎くきに、ちょこんと乗っかっている、鳥の巣型の家などもある。

　河か川せんと、通行するための通りが簡単に整備されているだけで、後は自然にあるものをそのまま利用。大地の恵めぐみと共に生きる、野生の世界である。

「ファンタジーっていうか、メルヘン寄りの世界観みたいね」

「まるで童話の世界ですね。……そして……」

「そんな世界で暮らしている方々が、あちらの皆みな様さまだな」

　真人たちが集落に入ると、その瞬しゆん間かん。

　通りを歩いていた人々が、獣けものの耳をピコピコッと動かして、尻尾しつぽをピンッと跳はね上げて、翼つばさをバサッと羽ばたかせて、一いつ斉せいに真人たちへ目を向けてきた。

　猫ねこ耳、犬尻尾、爬は虫ちゆう類るいっぽい尻尾に、鳥の翼や蝙こう蝠もりの羽など。形も模様も千差万別の、非常に特とく徴ちよう的なパーツが見て取れる。

　人間の体に、動物的な特徴を備えている人々といえば？

「わあ！　獣じゆう人じんさんたちです！　色んな獣人さんがいます！」

「ここは獣人の世界ってわけだ。……お、人魚もいるぞ」

　水路から、ひょっこり顔を出したのは、エメラルド色の鱗うろこが美しい人魚の少女だ。「ど、どうも……」「はぁ～い」真人が軽く会え釈しやくすると、小さく手を振ってくれた。ささやかな交流だが、ものすごく嬉しい。

　美しい自然と、ケモミミが溢あふれる世界。

　それがゴボドーランドだ。

「（なんだここ。最高かよ）」

　真人はしみじみと思う。ここはなんて素す晴ばらしい世界だ……

　と。

「ねえマー君。人魚さんの女の子を口説くのに忙いそがしそうだけど、ちょっといいかしら」

「母親って奴やつは、なんでいちいちそういう方向性で考えるかなぁ！　別に口説いてるわけじゃないんだけど!?……で、なんだよ母さん！　ご用件は！」

「なんだか、獣人さんたちが、たくさん集まってきちゃったみたいなの。大丈夫かしら」

「え？　集まってきたって……」

　あらためて周囲に目を向けると、確かに集まってきている。

　通りに、家の屋根の上に、上空にも。総勢百名を超こえるだろう獣人たちが、鋭するどい目で、真人たちをじーっと見み据すえている。

「お。アスキー顔の人もいるぞ。やっぱこっちもキャラメイクが間に合ってないのか……とか言ってる場合じゃなくて……あの、何かご用ですか？」

　真人が恐おそる恐る呼びかけると。

　獣人たちは一斉に、にやりと笑って。




「「「「獲え物ものを、確保だああああっ！」」」」

「……へ？」




　人間よりも圧倒的に高い身体能力を持つ獣人たちが、いきなり襲おそい掛かかってきた。

　ぼけっとしていた真人たちは、軽々と担かつぎ上げられて、威い勢せいよく運ばれて行く。

「「「「わっしょい！　わっしょい！」」」」

「ちょっ、ちょっと!?　なんだ!?　獲物って、どういうことだよ!?」

「これって、もしかして、食べられちゃうパターンじゃないの!?」

「おお！　なんとなくイメージできるぞ！　直じか火び焼きで、ぐるぐる回されるやつか！」

「もしくは、大きな鍋なべでぐつぐつ煮に込こまれる可能性もあるかと思います！」

「直火焼きより、煮込んだ方が、火の通りがいいと思うわ。うっかり焦こがしちゃう心配も少ないから」

「さすが母さん！　料理はお任せ！　じゃなくて、調理方法について話してる場合じゃないだろ！　これヤバいぞ！」

「自分、食べられちゃうのは嫌ですううううっ！　真人さんっ、真人さーんっ！」

「助けを求める声が聞こえる！　むしろ俺も助けが必要な状じよう況きようだけど！　よし、今こそ、この勇者真人が……！」

　大活かつ躍やくして、この窮きゆう地ちを切り抜ぬける、つもりだったのだけど。

　不意に移動が止まり、真人たちは丁てい寧ねいに地面へ下ろされた。

　そこは集落の広場のような場所。屋外球技ができそうなほどの広さがあって。

　直火焼きセットでも大鍋でもなく、【ゴボドーランドへようこそ！】と書かれた、手作り感満まん載さいの看板が掲かかげられている。

「えっと……え？　これって？」

「イエーイ！　サプラーイズ！」

　その瞬間、周囲にいた獣人たちが一斉に、パパパーンッ！　とクラッカーを鳴らした。

　舞まい散る紙かみ吹雪ふぶきの向こうから、祭法はつ被ぴを着た猫獣人の青年が駆かけ寄ってくる。

「はいようこそ、ゴボドーランドへ！　私たちは皆さんを歓かん迎げいしますよ！　はい！」

「歓迎するって……なんか、本気で食われそうだったんですけど」

「サプライズですよ、サプライズ。たまにね、獣人が人間を食べると誤解している方がいらっしゃるんで、誤解を解く意味も込めて、ちょっと演出してみた次し第だいです。はい」

「……俺たち、割りと本気でビビったんですけど」

「ウェルカムの気持ちですから、怒おこるのはナシですよ、お兄さん。はいスマイル、スマーイル！」

　猫獣人の青年が、人ひと懐なつっこい笑顔で、猫なで声で、すり寄って来たので。

　真人も笑顔で、猫ひげをつまんで引っ張ってやった。「スマーイル」「すいませんすいませんっ!?」普通の猫にこんなことをしてはいけない。でも傍はた迷めい惑わくな猫獣人ならＯＫだ。







　気を取り直して。

「で、では、ちょっぴりやりすぎた部分は水に流して、あらためて、ようこそゴボドーランドへ！　私たちは皆さんを心から歓迎します！」

「どーもです」

「はいでは早さつ速そくですが、ウェルカムの気持ちを込めて、豪ごう華かな景品が入手できるイベントを始めましょう！　イエーイ！」

「はいじゃあ、とっとと済ませるわよー」

「いただく物だけ、いただいて、次は観光ですね」

「おっと、お嬢じようさんたち。このイベントを軽く考えてもらっちゃ困りますよ？……ゴボドーランドは、弱肉強食の世界……強くなければ何も得られないのです……はい、ということで！」

　猫獣人の青年が、軽く指を鳴らした。

　広場の地面に大量の魔ま法ほう円が出現して、光を放ち、得体の知れない何かがせり上がってくる……

「あれは……？」

「イベントのために用意されたモンスターですよ。通常エンカウントでは出会わない、非常に狂きよう暴ぼうで危険な怪かい物ぶつたちが！　今！　まさに今！　その姿を……！」

「あらあら。危険なモンスターが出て来ちゃったら、困るわよね。それじゃ……えいっ」

　話の途と中ちゆうだが、真ま々ま子こ真々子の攻こう撃げき。

　大地の聖せい剣けんテラディマドレの力により、地面から大量の石せき刃じんが出現！

　大海の聖剣アルトゥーラによって描えがかれた剣けん閃せんから、大量の水すい弾だんが発射！

　今まさに出現しようとしていたモンスターたちは、魔法円もろとも、切られて刺さされて貫つらぬかれて消しよう滅めつした！　戦せん闘とう終しゆう了りよう！

「というわけなんだが」

「え、えっと、あの……まだ、説明の途中だったんですけど……演出とかも考えていたんですけど……」

　猫獣人の青年が、猫目をまん丸に開いて停止している。

　周囲の獣人たちも、パフパフ鳴る楽器や、民族的な太たい鼓こなど、盛り上げ用の鳴り物を準備していたようだが、こちらも呆ぼう然ぜんだ。残念ながら間に合わなかった。

「ごめんな、猫の人。これがうちの母さんなんだよ。ホントごめんな」

「うふふ。やったわ。……あら？　これは何かしら」

　勝利の笑えみを浮うかべる真々子の前に、金色に光り輝かがやくチケットが一枚、空からゆっくりと降りてきた。

「猫の人、説明よろ」

「あ、はい。あのチケットが、イベントクリアの報ほう酬しゆうです。特別なガチャを回して、景品をゲットできます」

「おい現物支給じゃないのかよ。オンラインゲームってやつは、ったく……んで？　それって、一パーティにつき一枚限りなのか？」

「いいえ。お一人様一枚の予定で……はい、そうですよ……イベントは、まだ終わっていませんよ！　はい！」

　立ち直った猫獣人の青年が、再び指を鳴らした。

　今度は、魔法円が一つ、真人たちのすぐ前に浮かび上がった。何かが出てくるような気配はなく、まるで時計のように、模様が規則正しく回転して、時を刻んでいる。

「くっくっく。この魔法円は、特とく殊しゆな魔法円です。間もなく爆ばく発はつします」

「ば、爆発だって!?」

「止めるためには、一定量の魔力を注ぎ込み、その効果を抑おさえ込むしかありません。ですが並みの魔法使いでは不可能！　さあどうしますか！　今ここに、危機的状況が……！」

「ふーん。じゃあ、超ちよう絶ぜつ賢けん者じやのあたしがやってやるわ」

　と、ワイズがすたすた歩いて来て、魔法円に手を添そえて、「ふんっ」と力を込めた。体からＭＰが放出されて、注ぎ込まれていく。

　ＭＰを10消費……50消費……１００……１５０……２００……３００……

　魔法円の回転が止まった！　制せい御ぎよ完かん了りよう！

「ど、どうよ。クリアしてやったわよ。案外、簡単だったわね」げっそり

「そんな、余よ裕ゆうで!?」

「余裕ぶっこいてる割りに、死にそうなほど、やつれてるけどな。……にしてもワイズ、いつの間にかそこまで最大ＭＰ量が上がってたんだな。地味に驚おどろいたぞ」

「あたしだって、ちゃんとレベルアップしてるのよ。……これであたしは、チケットをゲットよ」

　自身の前に下りてきたチケットをつまみ取って、ワイズはにんまり。ご機き嫌げんだ。

　観客の獣人たちが、パフパフドンドンと賑にぎやかに、ワイズの偉い業ぎようを讃たたえている。今度は間に合った。どなた様も満足の表情だ。

　だが、猫ねこ獣じゆう人じんの青年だけは、激しく歯は嚙がみしている。

「一度ならず、二度までも！　こうも易やす々やすと持っていかれてしまうとは！　ぐぬぬ！」

「ウェルカムの気持ちが消えてるぞ」

「いいでしょう！　そちらがその気なら……次はこれです！」

　猫獣人の青年が指を鳴らす。

　今度は、円や模様がバラバラに分解している、壊こわれた魔法円が出現した。

「これは、とある魔王によって破は壊かいされてしまった〝生命の魔法円〟です！　ある特定の魔法で治ち療りようしなければ、世界崩ほう壊かいの危機が……！」

「治療？　てことはヒーラーの出番だな。おーいメディ」

「はい。癒ゆ術じゆつ師しの私に任せてください。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……回復クーラ！　大回復アルト・クーラ！　全回復ピエーノ・クーラ！」

「いやあのまだ私が説明を！」

　猫獣人の青年には、目もくれず、メディが回復魔法を連続で使用した。壊れた魔法円が、癒いやしの光に包まれる。

　魔法円に設定されてるＨＰが、１００回復した。３００回復した。９９９回復した。

　バラバラの模様が、繫つながるべき断面と繫がり、修復された！　魔法円復活！

「はい、以上ですね。私もチケット獲かく得とくです」

「いつの間にか、回復魔法の種類が増えてる……メディも何気にレベルアップしてるんだな」

「私の実力を、日常的にお見せできなくて残念です」

「回復魔法を使う必要がない、てことは、安全に冒ぼう険けんできてるわけで。喜ぶべきだけど、パーティの回復係としては、難しいところかもな。さて……で、次は？」

「次はこれですよっ！　はいどうぞ！　一つだけ正解ですから、当ててください！」

　切れ気味に用意されたのは、十個の魔法円だ。

「これは……まあ鑑かん定ていすれば一発だろ」

「そうですね！　ああそうですよ！　でも簡単なことじゃありませんよ！　この魔法円は、ゴボドー大集落で古くから骨こつ董とう品ひん屋を営んでいるスゴイ・メキーキさん（74歳）でさえ鑑定できなかったほどの……！」

「おーいポータ」

「はい！　自分にお任せください！」

　ポータの鑑定スキルが発動。「むむむ……」全く同じに見える、一列に並んだ十個の魔法円を、右からじっくりと眺ながめて……

「わかりました！　これです！」

　全すべて鑑定するまでもなく、右から四つ目をチョイス。

　ポータが手を触ふれると、ぽんっと魔法円が弾はじけて、チケットに変化した！　大正解！

「自分、嬉うれしいです！　自分もチケットを貰もらえました！」わーい！

「ポータもスキルレベルが上がりまくってるな。スゴイ・メキーキさん（74歳）には悪いけど、ポータの目め利ききが世界一！　うんうん！　俺も嬉しい！」わーい！

　思わずポータを高い高いして、ぐるぐる回る。ポータもにっこり。真人もにっこり。真々子たちも、観客の獣人たちも手を叩たたいて祝福している。

　これでイベントは完全攻こう略りやく！　おつかれさま……と言いたくなってしまうが。

「……さてと」

　遊びはここまでだ。真人はポータを下ろして、気持ちを切り替かえて、じっと見み据すえる。

　見つめる先には、追い詰つめられたラスボスのような、壮そう絶ぜつな表情をしている猫獣人の青年がいる。

「もう歓迎ムードはどこにもないな」

「そうですね。そんな気持ちはもう、どこにもありませんよ……このイベントの進行を滞とどこおりなく行う……そこに私の全てを懸かけていたのに……」

「全てだなんて、そんな……」

「全てですよ。……このイベントが終わったら、私は、この集落で暮らすモブＮＰＣの一人に戻もどります。特別な役割を与あたえられて、特別な誰だれかでいられるのは、このイベントの期間中だけなんです！」

「割りと重大なものが懸かってた……」

「それなのに、こんな滅め茶ちや苦く茶ちやなことになってしまうなんて……こうなったら、もう、全て終わらせてやります……歓かん迎げい設定なんか無視して……獣人族最強の戦士を召しよう喚かんして、お兄さんをぶっ飛ばしてもらいます！」

「ちょ、獣人族最強と戦闘!?　マジで!?」

　さあラストバトルだ！　猫獣人の青年が、天に向かって吠ほえる！「にゃーんっ！」「緊きん迫ぱく感かんが台無しだぞ!?」猫獣人だから、まあ仕方がない。それよりも。

　これまでとは明らかに違ちがう、猛もう烈れつな威い圧あつ感かんを放つ魔法円が地面に描かれた。大地を震ふるわせる咆ほう哮こうが轟とどろき、召喚されし者が、ゆっくりとせり上がってくる。

「獣人族最強と戦うなんて……いや、どんな相手でも、きっと大だい丈じよう夫ぶだ。俺だって、みんなみたいに、ちゃんとレベルアップしてるからな！　そのはずだからな！」

　身構える真人の前に、現れた。

　頭から生えている三角の耳に、ふさふさの尻尾しつぽ。いずれも獣人の証あかし。

　五人の子供を、おんぶ紐ひもで体に巻き付けて。

　好戦的な目つきで真人を見据えてくる相手は……出現した途と端たん、ふと表情を緩ゆるめた。

「あれ、真人君かい？　あらあら、真々子さんに、ワイズちゃんにメディちゃんにポータちゃんも！　あんたたち、久しぶりだねぇ！」

「え？……ガーコさん、ですか？」

　間違いない。その人は、天下一母道会に出場して真々子と対戦した獣人族の母親、獣人母ガーコだ。

「なんでガーコさんが……あ、ああ、そういえば、ここって獣人の世界でしたっけ」

「そうだよ。ここはあたしらの世界で、あたしが暮らしてる場所……なんて、おしゃべりしてる場合じゃないね」

　獣人母ガーコは、おんぶ紐を緩めて、子供たちを地面におろした。

「ほら、あんたたち。おかーちゃんね、今からちょっとお仕事だから、お姉ちゃんたちに遊んでもらっといで」

「わかったー！」「ねーたん！」「あしょんで！」「あしょぼ！」「ねーたん！」

「ちょ、ガーコさん！　またそんな……あーもう、いいけど！」

「それじゃ、お姉さんたちと一いつ緒しよに、大人しくしていましょうね。大人しく、ですよ」

「自分もお手伝いします！　自分とも遊びましょう！」

　獣人の子供たちが、尻尾を激しく振ふり振りして、ワイズたちに飛びついた。

　これまでの経験で、だいぶ慣れてきたのか、子守り係は上手に「ぱんちゅ！」「お姉ちゃんのスカートめくっちゃダメ！」「あっち行くー」「ここにいてください！」「おちっこしたい」「えええっ!?」早くも振り回されつつ、頑がん張ばっているようだ。

「……さてと」

　身軽になった獣人母ガーコは、軽くストレッチをして、真人と向き合った。

「それじゃ、始めようかね」

「始めるって……まさかバトルですか？」

「そうだよ。あたしもさ、召喚されたら相手と戦うってことで、仕事を引き受けてるからね。お給金も貰ってるんだよ。だからね」

「……マジですか？」

　軽く腰こしを落として、両手の爪つめをむき出しにして、獣人母ガーコは身構えた。表情も、その体から放たれている闘とう気きも、マジだ。

　真人は反射的に剣けんを抜ぬくが……獣人母ガーコに剣先を向けられない。

　相手は真々子レベルの猛者もさ。どうにも勝てる気がしない。そんな理由もある。

　だが、それ以上に。

「（俺はガーコさんと……母親と、戦うのか？）」

　差別をするつもりはないが、その点が、どうしても気になってしまう。

　はっきりとした根こん拠きよは、すぐに浮うかんでこないのに、これは絶対にやってはいけないことだと、そう思えてならないのだ。

　獣人母ガーコの子供たちが、きょとんとして、不思議そうに真人を見つめてくるし。

「（やっぱ戦うのは無理すぎる！……ど、どうする……あ、そうだ！）」

　目には目を。母親には母親を、だ。それしかない。

　追い詰められた真人は、ここはもう、真々子に交代をお願いしてしまおうと……




「なんてね。はいこれ、チケット」




　不意に、獣人母ガーコがチケットを差し出してきた。

「……へ？」

「あっはっは。しっかりおし。……これはね、天下一母道会の本戦にまで出場したあたしが現れて、いきなり戦闘になるっていう、ドッキリ作戦だったんだよ。ただ驚かせるだけの企き画かくで、実際に戦う必要はないんだよ」

「え……じゃあ俺は……」

「はい！　見事に引っかかっていただき感謝です！　イエーイ！　サプラーイズ！」

　やってくれやがった猫獣人の青年が、笑え顔がおを咲さかせて迫せまって来たので、真人は猫ひげを思いっきり引っ張ってやった。「はいスマーイル」「あだだだだっ!?」今度はもう容よう赦しやしない。猫ひげを本気で引っこ抜いてやる。

　そんな真人の両サイドに、ワイズとメディがさりげなく立った。からかい気味に、肘ひじで小こ突づいてくる。

「あんた今、真々子さんに代わってもらおうとしたでしょ」

「なっ……な、なんのことかな～。あはは～」

「正しい判断だと思いますよ。真々子さんにお任せすれば、どんなことでも無事に解決しますから。真人君の気持ちはよくわかります」

「いや、まあ……なんというか……」

　まさにその通りのことを考えていたわけだが。

　はっきり言われてしまうと、なんか悔くやしい。

「（俺……いつの間にか、母さんを頼たよるのが当たり前になってるのかな……）」

　でもその方が効率的だと、尤もつともらしい理由が思い浮かんでしまうのも、また悔しい。

　と。

「これでみんなチケットを貰えたわね。それじゃ早さつ速そく、使ってみるのはどうかしら。ね、マー君？」

「え？　あー……そうだな。そうするか」

　悔しい思いをさせてくれる張本人から、暢のん気きに声をかけられたが、無む闇やみに反発するほどガキじゃない。その辺は立派に成長した真人だ。

　深く息を吐はいて、気を取り直して、チケットを使用する。

　チケットの表面に描えがかれている【抽ちゆう選せん開始】の文字をタップすると、ルーレットのようなエフェクトが現れて、観客の獣じゆう人じんたちがドコドコと太たい鼓こを叩き出した。たぶんドラムロールのつもりだろう。雰ふん囲い気きが全然違うけど。

　そうして、チケットが眩まぶしく輝かがやき、変化する。抽選終しゆう了りよう！　真人の手に、アイテムがぽてっと落ちてきた。

　リングが通されているチェーンネックレスだ。

「これは……おーいポータ。ちょっと鑑定を頼たのむ」

「はい！……むむむ……これは……〝グエリエロの首くび飾かざり〟です！　装備すると、攻こう撃げき力がかなり上がります！　戦士系のアクセサリなので、真人さんが装備可能です！」

「おお……もしかしてこれ、結構な当たりだったりするのか？……どうなんだ、猫ねこ野や郎ろう」

「呼ばれ方は、かなり不服ですが、お察しの通りですよ。レアリティとしては、ご用意した景品の中でもトップクラスの一品です」

「あらまあ。よかったわね、マー君」

「おいマジか!?　ぅぉおおお！　俺の時代がキターッ！」

　真人は思わず雄お叫たけびを……と。

「ちょっと待った！　なんで真人が当ててるのよ！　おかしいでしょ！」

「真人君はハズレ係だと信じていたのに……こんな裏切り、あり得ませんよね……」

「おいそこの仲間たち。そっちのリアクションこそ、おかしいだろ」

「真人が当たるなら、あたしだって当たるわ！　チケット使うわよ！」

「ワイズさんはともかく、私は当たります。抽選開始です」

　とても失礼なワイズとメディが、獣人の子供たちにくっつかれたまま、チケットを使用する。抽選が行われて。

　ワイズは、魔ま術じゆつの紋もん章しようが刻まれたピアスを手に入れた。

　メディは、薄うす紫むらさきの宝石が埋うめ込まれたブレスレットを手に入れた。

「お。ピアスじゃん。デザインも悪くない感じ。あたし好みかも」

「私のブレスレットは、何か特とく殊しゆな効果がありそうな予感がします。……ポータちゃん、鑑かん定ていをお願いできますか？」

「はい！……むむむ……メディさんが当たったブレスレットは〝夜の祝福〟です！　ヒーラーの装備で、闇やみ属性の攻撃を一部、吸収できるようになります！」

「な、なんだって!?」

「闇属性を吸収とか、ヤバくない!?」

　ただでさえダークパワーを内包しているメディが、さらなる力を得るようだ。「危険すぎるな」「こっそり売った方がいいわね」「させませんよ」メディは既すでに装備している。

「どうやら私は、大当たりを引き当てたようですね。……ワイズさん、すみません」

「なんで謝るのよ！　あたしのだって当たりのはずよ！……ポータポータポータ！　あたしのも鑑定して！　どうなの！　これどうなの!?」

「むむむ……このピアスは……わわっ！　ワイズさん、おめでとうございます！　これは〝プレヴニル〟です！　魔法職の装備で、魔法封ふうじに対する耐たい性せいがあるアクセサリです！」

「…………………え？」
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　ワイズが、ぽかーんとしたまま停止した。完全に止まっている。「ねーたん？」「どしたのー？」獣人の子供たちが、スカートの中にもぞもぞ潜もぐり込んで遊んでいるが、微び動どうだにしない。本気で硬こう直ちよくしている。

「ワイズにとって必ひつ須す級のアクセサリだからな……あまりの幸運に、頭が追い付いていないようだ。まあいい、そっとしておこう」

「そうですね。その方が静かです。永久に、あのままにしておきましょう」

「ということで、今のところ、俺とメディとワイズで三連チャンしたわけだが……」

「残るは、お母さんとポータちゃんね。何かいい物が当たるかしら」

「当たってほしいです！　次は、自分がやってみます！」

　両手を合わせて、お願いして、ポータがチケットを使用する。

　獣人たちが奏かなでるプリミティブな太鼓の音に続いて、ぽんっと出現したのは。

「わっ、リボンが出ました！……むむむ、これは……〝幸運のリボン〟です！　自分が装備できるアクセサリで、ジェムの入手量が１・５倍に増えます！」

「おおっ！　すごいじゃんか！　俺たち、金持ちになっちゃうぞ！……ポータも大当たりで、四連チャン！　そして母さんで五連チャン！　俺たちの圧勝でイベント終了……だと思うんだが……」

　あまりにラッキーすぎるのでは？

　ここはちょっと相談だ。「えー、緊きん急きゆう会議を開きます。母さん以外、全員集合」真人の呼びかけに、メディとポータが応じて、ついでに獣人母ガーコと猫獣人の青年も集まってきた。相変わらず放心しているワイズは放置で。

「思うんだけどさ……これ、ちょっとおかしな展開じゃないか？」

「そう言われれば、そうですね……これまでは、私たちが失敗に終わって、真々子さんだけが圧勝するという状じよう況きようがほとんどだったと思います」

「てことはさ、もしかすると、今回は逆の感じで……」

「まさか、ママさんだけ外れちゃうんでしょうか！」

「何を言ってるんだい。真々子さんに限って、そんなことありゃしないよ。大だい丈じよう夫ぶさ」

「ただ、確率的には少々厳しいかと思いますよ？　すでに当たりが四つも排はい出しゆつされて、残りは一つだけですから。はい」

「ここで母さんが当てたら、本気でミラクルってわけか……」

　果たして奇き跡せきは起きるのか。

　やってみるしかない。

「よし……母さん」

「わかったわ。それじゃ抽選するわね。……えいっ」

　一同が固かた唾ずを吞のんで見守る中、真々子の抽選が始まった。

　浮き上がったチケットが、眩しい光を放って……抽選終了！

　真々子の手の平に、ひらりと、チケットサイズの紙切れが一枚、舞まい降りた。

「紙切れって……まさか、ハズレとか書いてあるんじゃ……」

「待ってマー君！　これを見て！」

「え？」

　真々子が興奮した様子でチケットを見せてくる。そこに書かれているのは。

【飛空艇ていで行く南国リゾート・三泊ぱく四日の旅】

　真々子が手に入れたのは、旅行チケット。移動や宿しゆく泊はくの費用はもちろん、着き替がえとお土産みやげまでセットになっている、完全無料の招待券だ！

「リゾート、三泊四日……これって……」

「で、出ましたっ！　出てしまいましたっ！　イベントの超ちよう目玉景品！　特賞！　大当たりですよ！　はいっ、おめでとうございますーっ！」

「あらまあ！　大当たりなのね！　嬉うれしいわ。うふふ」

　猫獣人の青年が宣言すると、一気に歓かん声せいが上がった。「よいしょっと！」「あらあら」獣人母ガーコが真々子を軽々と抱かかえ上げてアピール！　観客の獣人たちがドンドンパフパフと騒さわぎ出し、次々に祝福の言葉が寄せられる。

　おめでとうの声が溢あふれて、「え？　あ、どーもどーも！」自分が祝福されていると勘かん違ちがいしたのか、不意に我に返ったワイズとか言うのがいるようだが、それはいいとして。

　真人たちは、しみじみと嚙かみしめる。

「やはり真々子さんは、真々子さんでしたね」

「はい！　やっぱりママさんです！」

「まあ、そうだよな。母さんに限って、調子が悪いとか、あり得ないよな……こっちが大勝利する可能性も、なかったわけだ」

　そういうことだと、素す直なおに納なつ得とくしてしまうのも、またちょっと悔しいのだけど……もやもやした気持ちは、ため息で押し流して。

　さあ南国旅行だ！







　善は急げ、ということで。

　真人は既に、アロハシャツと短パンに着替えて、準備万ばん端たん。

「さあ猫野郎。案内しろ。早くしろ」

「その呼び方は、やめてほしいんですけど……とにかく、お兄さんはもう辛しん抱ぼうたまらん感じですか」

「まあな。何しろ……これだからな」

　猫獣人の青年に案内させて、やってきたのは、ゴボドー大集落の南なん端たん。飛空艇の離り着ちやく陸りく場だ。海岸沿いに設けられた平へい坦たんな敷しき地ちに、空を飛ぶ船たちが何隻せきも停てい泊はくしている。

　漁船のようにシンプルなものから、豪ごう華か客船のように凝こった意い匠しようのものまで。人が乗る部分は、まさに船らしい形状。

　いずれの船体も、翼つばさやプロペラが備えられた気球型の飛行装置に吊つり下げられている。イメージとしては、ジェット噴ふん射しやではなく、浮ういて飛ぶ感じだろうか。

　そして。

「これが俺たちの飛空艇か」

「はい。一隻丸ごと貸し切りですよ。特賞旅行ですから、大おお盤ばん振ぶる舞まいです。はい」

「よくやった。褒ほめて遣つかわす」

　真人たちが乗る飛空艇は、鋭えい利りな流線型が美しい、高級クルーザータイプの飛空艇だ。

　個人用で、以前に学園の修学旅行で乗った飛空艇に比べると小型だが、高級感では圧あつ倒とう的に勝まさっている。

　船体に描かれている【ＯＴＢ】のデザイン文字も、何気にお洒落しやれだ。

「ちなみに、ＯＴＢって？」

「〝お母さん・トラベル・ビューロー〟の略です。この飛空艇を所有しているツアー会社で……ああそうだ。同社の旅行券をお持ちでしたら、現地の代理店でオプションを追加したりもできますよ。お持ちですか？」

「たぶんあるぞ。母の日に贈おくったから、母さんが持ってるはずだけど……それはいいとして。これって俺たちが自分で操縦するのか？」

「はい。貸し切りですので。地図を見ながら、皆みなさんだけで目的地へ行っていただきます。操縦方法は、割りと簡単ですから安心してください。ご説明しますね」

　地面から船側に掛かけられているタラップを渡わたって、乗船。

　デッキ部分の中ほどに、操そう舵だ輪りんが設置されている。

「説明しますよ。よく聞いてください。この操舵輪を、右に回すと右方向へ旋せん回かいして左に回すと左方向へ旋回して垂直に上げると上じよう昇しようで垂直に下げると下降で前に倒たおすと加速で後ろに倒すと減速です。はい簡単ですよね」

「滑なめらかな説明に悪意を感じた。……まあ、なんとかなりそうだけど……」

　と、そんな時。

「よーっし、準備完かん了りよう！　リゾートはどこよ！」

「ワイズさん。抜ぬけ駆がけは禁止ですよ」

「自分も、わくわくが止まりません！」

　船室からワイズたちが飛び出してきた。三人とも既にバカンス仕様だ。

「南国リゾート……そこはつまり、遊ぶ場所よね！」

　ワイズは解放的に、胸の厚みなんてもう気にしないタンクトップを着用。ずれ落ちたホットパンツの腰こしにチラリと見えているのは、見せパンだから平気平気。

「南国と言えば海。海と言えば、気になるのはやはり、日焼けです」

　対照的に、メディは海辺のお嬢じよう様さま風。肌はだの露ろ出しゆつは控ひかえめだが、透すき通るほど薄うすい生き地じが逆に目を奪うばう。日ひ傘がさも差して、暑い日差しと視線の対策は万全。

「遊ぶ道具も、日焼け止めも、自分にお任せください！」

　ポータは、水遊び服を着て、ショルダーバッグに、浮き輪に、ビーチボールなど、たくさんの荷物を抱えている。ポータがいれば、どこでも遊び放題だ。

「やれやれ。三人とも、気が早いな」

「真っ先に着替えた真人に言われたくないわよ。こういうのは勢いでしょ」

「旅行とは、行く前から楽しむもの。ここぞとばかりに羽目を外すのが作法です」

「じゃあ、真人さん！　そろそろ、どうでしょうか！」

「おーう。辛抱たまらんポータのために、出発進行……したいところだけど、一人足りないぞ。どこ行った」

　真々子の姿が見当たらない。真々子は……

　飛空艇の外側から声が聞こえてくる。「それでね、うちの子が……」「うちのマー君もそうなんですよ。それで……」獣人母ガーコと楽しくおしゃべりしているようだ。

「母親って奴やつは、まったく……おーい母さん！　あと十秒で出発するぞ！　置いてかれたくなかったら、早く飛空艇に乗ってくれ！」

「あらあら、大変！　すぐに行くわ！」

　そうして、すぐに真々子が「それじゃガーコさん」「ええ、行ってらっしゃい。お土産は気にしなくていいからね」「そんなそんな、何かご希望があれば……」来るかと思ったら、また何か話し始めたようだ。母親はいつもそうだ。

　真人のこめかみがピキピキし始めた頃ころになって、やっと来た。

「マー君、みんな、ごめんなさいね！　久しぶりだったから、つい話し込んじゃって！」

　タラップを駆かけ上がってきて、肩かたで息をして。

　僅わずかな布で覆おおわれている大胸を、大きく上下に揺ゆらしている、水着姿の真々子である。若々しい肌が眩まぶしい！

　真人の頭から、集団行動に関して言いたかった文句が全部、吹ふっ飛んで、代わりにため息が出た。

「おい母さん……なんでもう水着だよ……」

「誰だれよりも気が早くて、ごめんなさいね。でもマー君と一いつ緒しよに旅行すると思ったら、盛り上がっちゃって……こういう旅行を一緒にするのは、小学校の時の、地区の子供会の旅行以来かしら。わくわくしちゃうわ。うふふ」

「はいはいそういう話はいいから。さっさと着替えて……」

「くっ！　真々子さんに負けてられないわよ！」

「私たちも、水着に着替えましょう！」

「はい！　自分も着替えます！」

「こっちの三人は着替えなくていいから！　みんな落ち着け！　楽しいのはわかるけど、ここは冷静に……！」

「さあお兄さん、出発しましょう！　飛空艇、発進！」

「いやお前は降りろよ猫ねこ野や郎ろう」
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「くっ、やはりダメでしたか……それでは皆さん、良い旅を」

　密ひそかに持参していた荷物を持って、猫獣じゆう人じんの青年がすごすごとタラップを降りていく。

　地上では、獣人母ガーコと子供たちが、手と尻尾しつぽを思い切り振ふって、旅の安全を願ってくれている。

「……よし、行くか」

　真人が操舵輪を握にぎると、飛行装置の翼がはためき、プロペラが回転を始めた。垂直操作で、船体が浮ふ上じようして、ゆっくりと地面から離はなれていく。

　初めての飛空艇操縦だ。かなり緊きん張ちようする。自分の手て汗あせが感じられるほどに。

　だが、それ以上に、どうしようもないほど楽しい。

「いい感じだぞ……天空の勇者たる俺なら、できる。俺だからこそできる！……操縦は任せてくれ！　なんだったら、俺のことをキャプテンと呼んでもいいぞ！　なあ、みんな！」

「真々子さんはどんな服にする？」

「やっぱり、涼すずしいのがいいかしらね」

「日焼け防止に、何か一枚、羽織るのはいかがですか？」

「スカートの丈たけを短めにしたら、涼しいと思います！」

「あっははー、誰も聞いてないな。でも別にいい！　俺は飛ぶ！　出発だーっ！」

　女はファッション。男はロマン。各自、楽しいことを存分に楽しみながら。

　飛空艇が大空を目指して飛び立った。







　獣人の子供たちは、小さな足でちょこちょこと、必死に追いかけたのだが、ちっとも追い付けない。残念。

　船せん影えいは小さくなり、空の青さに溶とけ込んで、ついに見えなくなった。

「無事に出発できたみたいだね。よかったよかった。……あんたも、ご苦労さん」

「こちらこそ、お世話になりました。それじゃ私は……モブＮＰＣに戻もどります。集落で見かけたら、お気軽に声をかけてくださいね」ぐすん

「お疲つかれさん。元気出しなよ。またお呼ばれすることもあるさ」

　見送りを終えて、涙なみだを拭ふいて、猫獣人の青年は去っていった。

　獣人母ガーコも撤てつ収しゆうだ。落ち着きなく遊び回っている子供たちを集めて、抱だっこ紐ひもで抱かかえて、家路につく。

　そんな時だった。

「すみません！　そこの方、少しよろしいでしょうか！」

「おや？　誰か来たね……」

　小走りで駆け寄ってくる人間族がいる。修道女服を着た、長い黒くろ髪かみの女性だ。

　獣人母ガーコにとって、見覚えがある人物だ。

「あんたは、天下一母道会で司会をしてた、運営の人じゃないかい？……名前は……」

「シラーセと申します。その節は大変お世話になりました。こうしてお会いできて嬉うれしいですよ、ガーコさん」

「あらま、ご丁てい寧ねいにどうも。……それで、こんな所へ、どんなご用だい？」

「実は、真々子さんたちを探しているのです。通行人の方が、こちらへ向かったと……」

「あらら。それは一足遅おそかったね。たった今、飛空艇ていで旅行に出かけたところだよ」

「そうですか……それは困りましたね……」

　本当に困っているのかどうか、表情が薄くてわかりにくいシラーセだが。

　獣人母ガーコの動物的な勘かんが、鋭するどく何かを感じ取った。

「……もしかして、何か事件かい？」

「そうですね……これから起きる予定の、事件ということになりますが」

「これから起きる事件？」

　獣人母ガーコは小首を傾かしげた。それを真ま似ねして、五人の子供たちも小首を傾げた。

　その様子を見て、シラーセは薄く笑えみを浮かべるが、すぐに冷静な顔つきに戻り、空の彼方かなたを見つめる。

「メールでは、相手方に情報が筒つつ抜ぬけになってしまう恐おそれがありますね……やはり直接お会いして、話をさせていただきましょう。運営スキルで現地に先回りをして……何がなんでも巻き込まれていただきますよ。フフフ」

「ねー、かーちゃん」「この人、わるい人だよー」「わるい人ー」「ダメー」「あうとー」

「そうだね。真々子さんたちのために、ここで始末した方がよさそうだね」

「訂てい正せいします。謹つつしんで、お力をお借りするために、うかがいます」

　怪け訝げんな表情を浮うかべる獣人母ガーコたちから、さりげなく逃にげながら、シラーセは空の彼方を見つめ続けるのだった。







　こちら、雲一つない空を悠ゆう々ゆうと飛んでいる、飛空艇の甲かん板ぱん。

「うっ……なんか、妙みような寒気が……」ブルッ

「あら大変。旅行中に風か邪ぜなんて引いたら大変よ。お母さんのカーディガンを羽織っておくといいわ。はいどうぞ」

「ちょっ、別にいいって！　もう平気だから……あっ、おい！」

　真人の肩と背中が、母親カーディガンで包まれた。思春期の息子むすこ的に、あってはならない事態に陥おちいって……！

　柔やわらかな温ぬくもりが、ほんわか伝わってくる。

「やめっ……あれ？　予想以上に温かいな」

「お母さんの愛情保温よ。うふふ」ぴったり

　真人が温かいのは、薄うす手でのワンピースに着き替がえた真々子が、背中にぴったり、くっついているからである。むにむに柔らか、ぬくぬく温かい。

「ちょっ、母さん！　頼たのむからやめろって！」

「でも、マー君が風邪を引いたら大変だから……」

「お気き遣づかいは感謝だけど、大だい丈じよう夫ぶだから！……それでなくとも、充じゆう分ぶん、温かいからさ」

　真々子は、母親特とく殊しゆスキル【母の温もり】を発動している。

　子供が風邪など引かないようにと願う気持ちが、飛空艇の全域に広がって、保温効果を持つバリアを形成しているのだ。上空の冷たい風を完全にシャットアウトしている。

　すごく助かるのだけど。

「（こういうのが当たり前で、頼たよることに慣れて……母さんとの差が開いていくわけだ）」

　はっきりと自覚して、自じ嘲ちようして、密かに落ち込む真人である。

　もちろん、このままでいいとは思っていない。思い立ったが吉きち日じつ。何かこう、真人自身に活を入れられるような出来事が起きたらいいのになと、期待するのだが……

　そんな時だった。

「あのさー、キャプテン＝船長なのに操そう舵だ士しやってるキャプテン真人、ちょっといい？」

「兼けん任にんという解かい釈しやくで押し通したい俺に、何か用かよ！」

　真人を平然と弄いじりつつ、ワイズが羊皮紙の地図を広げながら近寄って来た。

「ちょっと見てほしいんだけどさ。あたしたちって、ゴボドー大集落から、真っ直すぐ南へ向かっているのよね」

「ああ。方角はちゃんとキープしてるぞ。操舵輪を左右に動かさないように、この手でしっかり固定してるから……おかげで母さんのカーディガンも母さんも振り払はらえない」

「マー君キャプテンは頑がん張ばり屋さんね。いい子いい子」なでなで

「おまけに撫なでられ放題という有り様なんだが……針路で気になることでもあるのか？」

「ちょっとね。大したことじゃないんだけど……」

「真人さん！　島があります！」

「間もなく島の上空に差し掛かかりそうですよ」

「島？」

　船首部分にいたポータとメディも集まってきて、みんなで地図を覗のぞき込む。

　地図は、ゴボドー大集落から南国リゾートがある島までのエリアが記き載さいされたもの。周辺状じよう況きようも細かく記載されているのだが……

「……島なんて、ないぞ？」

「そうよね。離れた場所には、いくつかあるけど、針路上にはないわよね」

「ですが、実際にはあります。それなりの大きさの島が」

「はい！　自分、この目でちゃんと見ました！　建物とか、人の姿もみえなかったので、無人島かもしれません！」

「ポータの目は確かだからな……そうか無人島か……」

「もしかして、描かき忘れちゃったのかしら」

「それなりの大きさがあるのに、描き忘れはないと思うけどな……そうじゃなくて、例えば……何かの事情があって、あえて地図に記されていない、というのはどうだろう」

　実はそこは、海かい賊ぞくたちが財宝を隠かくした秘密の島だとか。

　もっとゲーム的に、隠しダンジョンがある島だとか。

　そう考えると、ヤバい。

「（おいおい。おいおいおいおい！　俺好みの、大冒ぼう険けんの予感がするんだが！）」

　これはもしかして、真人覚かく醒せいイベント？　真々子依い存そんから脱だつ却きやくして、真人が雄お々おしく立ち上がる、そのきっかけが島にあるかもしれない！　少年の心がうずうずしてくる……

　と。

「あのさぁ、真人キャプテンさぁ」じとーっ

「もちろん、わかっていますよね」じとーっ

「うっ……」

　ワイズとメディが、不信感に満ちた視線を送り付けてきた。こっちの方が全然ヤバい。

　だが、真人の気持ちを一番に考える真々子のアシストがあれば、ワンチャンある「真々子さん使うのは」「反則ですよ」「いででで」二人に耳を引っ張られて阻そ止しされた。ワンチャンなかった。

　ここは涙を吞のんで、決断するしかなさそうだ。

「……わかったよ。俺たちはこのまま、リゾートを目指す。その島には上陸しない」

「絶対に？　噓うそじゃないでしょうね？　あたしの目を見て、ちゃんと約束しなさいよ」

　仲間を信じる気持ちを持たないＪＫ賢けん者じやが、真人の顔を覗き込んできた。

　かなりムカつくので、腹いせに、ピンッと、ワイズが身に付けているピアスを指で弾はじいてやる。

「ちょっ、何すんのよ！　命の次に大事なプレヴニルに、なんてことを！　これと出会えたことが、あたしにとってどれだけ幸せなことだったか……！」

「はいはいすまんすまん。……でもまあ、そうだよな」

　ちらりと目をやると、メディは腕うでにブレスレット〝夜の福音〟を装備している。ポータの頭には〝幸運のリボン〟が結ばれている。

　ついでに真人も、待望の戦士系アクセサリ〝グエリエロの首くび飾かざり〟を身に付けていて。

　今は、真々子が見事に当てた、楽しい旅行の真っ最中。

　当然として、優先するべきものが見えてくる。

「俺たちは、今までで最高の幸運に恵めぐまれて、最高の時間を過ごしている。せっかくだから、このまま最後まで、最高の気分を味わいたいよな。……だから、他ほかのことは全部忘れて、この旅行を思いっきり楽しもうぜ」

　仲間たちの気持ちを第一に考える素す晴ばらしいリーダーとして、はっきりと……

「はいはい。んで、本心は？」

「正直におっしゃってください」

　感動した様子の真々子とポータを遮さえぎって、ワイズとメディがぐいっと、さらに真人の顔を覗き込んでくる。完全に信用してないジト目で、じーっと。

「おい。俺、今、かなり本気で言ったつもりだけど」

「でも実は、あの島で冒険したら楽しそうだなー、とも思ってるでしょ？」

「真人君が真々子さんより活かつ躍やくできる何かがあるかも、などと期待していますよね？」

「ぐっ……お前ら何気に俺のこと、よくわかってるな……」

「やっぱ思った通りね。……このまま真人に操縦を任せておくのは危険よ」

「勝手に着陸される恐れもありますからね。真々子さんに交代していただきましょう」

「いや待てって！　飛空艇の操縦は俺！　空関係は誰だれにも譲ゆずらないぞ！」

　真人は咄とつ嗟さに、操舵輪にしがみついて、全力で譲らない姿勢。

　だがワイズとメディは認めない。「駄だ々だっ子やってんじゃないわよ」「いい子ですから放しましょうね」「やだーっ！」二人で真人の腕を摑つかんで、強引に引っ張って……！

　バキッ！　と引き剝はがした。

「「「……え？」」」

「あらあら、大変」

「わわっ！　操舵輪が取れちゃいました！」

　真人の腕の中に、軸じくの部分から折れた操舵輪がある。真人もワイズもメディも、真っ青になって、見つめ合った、その刹せつ那な。

　飛空艇ていが横風に煽あおられて、大きく右に傾かたむいた。姿勢維い持じのための操縦は、できない。

「ちょっ……おわあああっ!?　落ちるううううっ!?」

　真人たちは、デッキを滑すべって、するっと、空に投げ出された。

　そのまま落ちる。ぐんぐんと速度を増しながら、下に突とつ撃げきしている。

　だが上空からの墜つい落らくだ。最悪の衝しよう突とつまでには、まだ時間がある。

「うをおおおおっ!?　風圧がヤバいいいいいっ！　顔が痛てえええええっ!?」

「マー君！　背中を下にするのよっ！　そうすれば痛くなくなるわっ！」

「あ、ホントだ。でも根本的な解決にはならない！……っと、そうだ！　ワイズ！　前に洞どう窟くつに落ちた時、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうを使ったことあっただろ！　あれで落下速度を緩ゆるめて……！」

「今は魔法書を装備してないから、魔法が使えない！　メディは!?」

「私も、杖つえをポータちゃんに預けてしまいましたから、魔法が使えません！」

「渡わたしたいですけど、バッグから出したら飛んでっちゃいそうですううううっ！」

「だったら母さんに……いや！」

　ここは空だ。

「今こそ、天空に選ばれた勇者が、その力を発揮するべき時だな！　よし！……我が力で、みんなに翼つばさを授さずける！　はあっ！」

　空を舞まう鷹たかのポーズで、精神集中！　仲間たちの背中に翼が！

　生えない。

「やっぱダメかああああっ！　ダメだ落ちるううううっ！」

　真人たちは、真下に見えるそこへ……地図に記されていない島に落ちていく。







　島の約半分は山さん岳がく地帯。もう半分は、緑で覆おおわれた地帯と、広い砂すな浜はま。

　飛空艇が緑地上空を通過中だったことが、不幸中の幸いと言えるだろう。

「もっ、もうダメええええっ！　あたし、終わったああああっ……！」

　その森を構成しているのが巨きよ大だいブロッコリーであることも幸運だった。

　丸い蕾つぼみが集合してもっさりしている部分が、落下してきた物体を柔じゆう軟なんに受け止める。

「きゃあああっ……え？　もしかして、助かっ……ていませんね!?」

　ぐしゃっとなるのは回かい避ひできたが、まだ落下は終わらない。

　全体的に丸っこい表面の上を転がり落ちて、さらに下のブロッコリーへ。蕾の丸いつぶつぶに、あちこち引っかかりながら、ぐるぐる回転して落ち続けて……

「わわっ、バッグが引っ掛かって……あわわっ!?　服も、パンツもっ……ひゃわああ!?」

　やっと地面が見えてきた頃ころには、誰もが身ぐるみはがされた状態で。

　ワイズとメディとポータは、ぽむんっと、顔面から着地した。終点だ。

「うぷっ!?　ちょ、なにこれ!?」

「とても柔やわらかなマッシュルームのようですけど」

「そうじゃなくて、これは……！」

「みんな大丈夫!?　怪け我がはない!?」ぽむんぽむんっ!?

　真々子の胸クッションだ。素晴らしい弾だん力りよくに受け止められて、三人は無傷で地面に降り立った。

　ひとまずみんなで、ぎゅーっと抱だきしめ合って、ふと気付く。

「真々子さんの温かさが身に染しみるわー……ていうか、あたしたち、素すっ裸ぱだかじゃん！」

「転げ落ちている間に、装備品を全すべて失ってしまったようですね……」

「じ、自分のバッグがないですっ！　どこかに引っ掛かっちゃって、なくしちゃったみたいですっ！　すすすっ、すぐに探さないとっ！」あたふた

「大だい丈じよう夫ぶよ、ポータちゃん。まずは落ち着きましょう。ね」

　慌あわてて走り出そうとするポータを、真々子が優やさしく抱きしめて、背中を撫でる。ポータは涙なみだを拭ふいて、すぐに落ち着きを取り戻もどした。

「ちょおおおっ!?　あたしのプレヴニルもないんだけど!?　うええええっ!?　待って待って待って!?　ちょっ、うええええええええええええええええええええええええええっ!?」

「大丈夫ですよ、ワイズさん。まずは落ち着きましょう。……せいっ」

「んがっ!?」

　慌てて走り出そうとするワイズの後頭部を、メディが棒切れでガツンと。「ん？　あたし、なんで騒さわいでたんだっけ？」「忘れたままでいてください」ワイズが落ち着きを、強制的に取り戻した。

　これでやっと、みんな落ち着いた……

「ワイズちゃんと、メディちゃんと、ポータちゃんは無事ね。よかったわ。それじゃ、後は……マママ、マー君はどこかしら!?　マー君!?　マーくーんっ!?」あたふたっ！

「そういえば真人の姿が見当たらない……ていうか、真々子さん!?　落ち着いて!?」

「真人君は、きっと大丈夫ですから、まずは裸の状態をなんとかしませんか!?」

「葉っぱで服を作ればいいと……わわっ！　ママさん、待ってくださーい！」

　真々子が弾かれたように駆かけ出した。立ち並ぶ巨大ブロッコリーの茎くき。その間は植物だらけ。だがそんなの一いつ切さい、構わずに。猛もう然ぜんと、すっぽんぽんで突つっ込んでいく。

「マー君！　マー君はどこ！　マーくーんっ！　マアアアアくううううんっ！」

　愛する我が子を呼ぶ母親の声が、ジャングルに響ひびき渡る……







「ん……声が……くっ」

　真々子の声が聞こえた気がして、真人はそっと目を開けた。

　地面の上にいる。飛行中の飛空艇から落ちたにもかかわらず、奇き跡せき的に無事だったらしい。

　軽く気を失っていたせいか、頭が少しぼんやりする。だが体は大丈夫のようだ。痛むところはなく、草の感かん触しよくがダイレクトに感じられる。「おい、素っ裸かよ」どこかに引っ掛かかって、脱ぬげてしまったのだろう……

　と。




「あんちゃん、誰じゃ？」




「……え？」

　可愛かわいらしくも落ち着いた声で呼びかけられた。ふと気付けば、真人の目の前に、人がいる。

　ポータより少し大きいくらいだろうか。小こ柄がらな体に、原始的な革かわの服と、腰こしミノを身に付けている。頭は、くすんだ白のショートヘア。

　見るからに可愛らしい顔立ちの頰ほおを、ちょっぴり赤く染めて。

　ぼんやりとした目つきで、そっぽを向いている……「っと！」素っ裸の真人は、手近にあった葉っぱをむしり取って、とりあえず大事な部分を隠かくして正座した。

「えっと……原住民の、女の子？」

「ぶちころがすぞ」

　相手は目を細めて、思いっきり凄すごんできた。そんな顔も声も、やっぱり可愛いけど、本気で怒おこっているようだ。

「ご、ごめん……じゃあ男の子ってことで？」

「ん。ワシは男じゃ。名前はフラテロ。この無人島で、こっそりサバイバル修しゆ行ぎようしとる、男の中の男じゃ。……で、あんちゃんは？」

「あ、ああ、俺は真人って名前で……」

「ん、待つんじゃ」

　真人が事情を説明しようとした時、足元がかすかに震ふるえた。

　ズンッ……ズズンッ……ズズズンッ……震えは徐じよ々じよに大きくなる。震しん源げんが近付いてくるようで……次の瞬しゆん間かん、茂しげみの向こうで跳とび上がった何かが、周囲を盛せい大だいに震わせながら、真人とフラテロの前に降り立った。

　攻こう撃げき的な角を生やしている、平屋建て一いつ軒けん家やほどのサイズの、蛙かえるだ。

「角カエルか。こりゃ大物じゃ」

「モンスター!?　大物すぎるだろ!?　くっ、こっちは丸裸だってのに！」

「念のため、ワシの腰ミノをやるけぇ、早く装備せえ。ワシは革のパンツもはいとる。心配無用じゃ」

　フラテロは腰ミノを脱いで、真人に手て渡わたしてきた。「さんくす！」やや小さめだが装着可能だ。ほんのり温かい腰ミノを装備して。

　真人の防ぼう御ぎよ力が１上がった！

「うわぁ、貧弱すぎる防具だ……で、でも、ないよりマシだな！　後は、木の棒で武装して……よし！　やってやる！」

「あんちゃん、戦う気か？」

「ま、まあ正直、不安しかないけど……やるしかないだろ！　俺は逃にげないぞ！　男だからな！」

「いい心がけじゃ。……じゃが出る幕はないぞ。ワシの超ちよう強力な一撃で、あっさり終わらせるけぇの。……んゃああああっ……」ゴゴゴゴゴ！

「やだ何その気合いの声！　やだ可愛い！　でもなんだか凄すさまじいオーラが……」

　角カエルの前に立ったフラテロは、空手家のように構えて、力を溜ためている。ぎゅっと握にぎられた小さな手に、闘とう気きが集束していく。

　フラテロの攻撃！

「んゃああああっ……んゃっ」

　フラテロの必殺正せい拳けん突づきが、鋭するどく放たれた。

　その拳こぶしが、巨大な角カエルの腹部にぽこんっと当たった、刹那。

　爆ばく発はつ音のような、音速を超こえた音だけを残して、その巨体が一瞬で吹ふき飛んだ。ジャングルを突き抜ぬけていったようだが、もうその姿は見えない。

　ずっと遠くまで横穴が空いていて、余波で拭き散らされた草木が舞まっている。

「……へ？」

「ん。まあまあじゃ」

　まあまあ、なんてレベルの威い力りよくではない攻撃だったのだが、平然と。

　フラテロは、感触を確かめるように、小さな手をにぎにぎして、ぼんやりとした目つきで真人を眺ながめてくる。

「あんちゃん。裸はだか一いつ貫かんでサバイバル修行するんは、見上げた心意気じゃが、無理はいかんぞ。この島にはモンスターもいるけぇ、気を付けるんじゃ」

「あ、ああ、わかった……」

「ん。じゃあの」

　フラテロが去っていく。

「あ、フラテロ！」

「ん？」

「今の一撃、本気ですごかったぞ！　恰かつ好こよかった！　マジ男だ！」

　真人がとっさに、想おもいのままに賛辞を送ると。

　フラテロは、なんだかもう嬉うれしくてたまらないような赤ら顔で、ビシッと親指を突き立てて、ジャングルに空いた横穴の向こうへ消えていった。男のくせに、やっぱ可愛い。

　真人は呆ぼう然ぜんとしたまま、小さな背中が見えなくなるまで見送って……

　で。

「……って、あれ？　さよならして、よかったのか？」

　ふと思い出した。真人は、この島に墜つい落らくした遭そう難なん者だ。装備も何もない。

　先住者であるフラテロに助けてもらわないとヤバいのでは？　うん。ヤバい。絶対にヤバい。真人の顔からサーッと血の気が引いていく。

　そんな時だった。

「こっちからマー君の気配がするわ！　今度こそ大丈夫よ！　こっちよ！」

「そう言って、さっきから全然みつからないじゃん！　ちょっと落ち着いてってば！」

「気が動転しているせいで、真人君センサーが正常に作動していないようですね！」

「ママさん！　ちょっとだけ落ち着いてください！　お願いしますうううっ！」

「この声は……！」

　近くの茂みから、ズダダダッと飛び出してきたのは。

　腰の周りに葉っぱのスカート。胸には、南国の花が添そえられた葉っぱの胸当て。履はき物ものは葉っぱサンダル。さながらジャングルの美しい精せい霊れいのような姿の、ワイズとメディとポータと……

　全速力で駆け寄ってくる真々子だ。

「マー君、ここにいたのね！　マーくーんっ！」

「おおっ、母さんもみんなも無事で……というか止まれ！　抱だき付かなくていいから！」

　言うだけ無む駄だだった。「マー君！」「むがっ!?」真人は真々子に抱きしめられた。

　行方ゆくえ不明の我が子を見つけた母親の、ものっすごい力で、容よう赦しやなくぎゅーっとされて、胸に顔が埋うまって呼吸ができない。

「ぶはっ!?　こ、殺す気かよ!?」

「ええっ!?　マー君、死んじゃいそうなの!?　大変だわ！　じゃあお母さんが、もっとぎゅーってして、生き返らせないと！」

「理り屈くつがわかんねぇ！　それが死因になりそうだって言ってんだけど!?」

「真々子さん！　本気で落ち着いて！　真人は見つかったんだから、もう安心よね！　お願いだから落ち着いて！　ね！」

　ワイズをはじめ、メディとポータも必死に言い聞かせてくれたおかげで、なんとか真々子が落ち着きを取り戻した。

「ご、ごめんなさいね。お母さん、本当にマー君のことが心配で……」

「その気持ちは有あり難がたく受け取っておくから。まずは冷静に、状じよう況きようを把は握あくしようぜ。とりあえず……みんな無事だな」

　真人の言葉に、仲間たちが力強く頷うなずいた。それだけで、かなり安心できる。

　あらためて見るまでもなく、誰だれもが服を失っている。貸たい与よ品だったのだけど……まあその辺は、後で考えればいいことだ。

　ポータがショルダーバッグを持っていないことに気付いて、思わず声をかけてしまいそうになったが、真人はぐっと堪こらえた。一番気にしているのはポータだ。しょんぼりした顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「（俺たちは、何もかも失った状態で、無人島にいるわけか）」

　無人島とは言いつつも、ついさっき……

「っと、そうだ。みんな聞いてくれ。実はさ、さっき人に会ったんだよ。フラテロって言う、女の子みたいな男なんだけど」

「え、マジで？　この島、人が住んでるの？」

「いや。そいつはサバイバル修行のために来てるだけで、ここは基本的に無人島っぽい」

「酔すい狂きような人のようですが、この島の知識や、島での生活経験があるのでしたら、頼たよりになりそうですね……それで、そのフラテロさんはどちらに？」

「そ、それは……えっと……さっきまで一いつ緒しよにいたんだけど……どこに行ったかわからない、かな」

　言った途と端たん、ワイズとメディが眉まゆを顰ひそめて〝え？〟って顔になった。無言のまま、ジト目でじーっと見つめてくる。ものすごく非難されている。

　非難されて当然だと、真人自身も思うけど。

「つ、つまりだな！　俺が何を言いたいかというと……！」

「無人島で大冒ぼう険けんしよう、とか言うつもりじゃないわよね」じとーっ

「その方のように、サバイバル生活をしたいのでしょうか」じとーっ

「いやその、この状況じゃ、そうするしかないかなーって！　フラテロを探すにしても、どこにいるかわからないし、探してたら日が暮れそうだし……！」

「あんたは、都合よく、あんた好みの冒険をするチャンスを得たわけね」じとーっ

「飛空艇ていからの転落は、あるいは真人君の策略だった説までありますね」じとーっ

「あれは事故だろ！　いやむしろ二人が……いやまあいいけど！　つまりさ、俺たちは、この状況を生き延びるために、やらなきゃいけないことがあるってことでさ！」

　飲み水や食料の確保。体を休めるための拠きよ点てんの確保。重要なことだ。

「（サバイバル生活にわくわくしている部分も、まああるけどな！）」

　真々子の過保護でだらけている、真人自身に活を入れるような、大冒険をするチャンスだと、こっそり思っていたり。

　フラテロがやっているようだから、真人だってできるはずだという、対たい抗こう意識みたいなものも、あったりするけど。

　真人の願望は、さておくとしても、必要なことには違ちがいないから……

「そうね。お母さんは、マー君が言う通りだと思うわ」

「おおっ！　わかってくれるか！　流石さすがは俺の母さん！」

「うふふ、ありがとう。それじゃ早さつ速そく」

「おう！　それじゃ早速、命いのち懸がけのサバイバル生活を始めようぜ！　大だい丈じよう夫ぶだ！　こういう時こそ男の出番！　俺がビシッと活かつ躍やくして……って、あれ？　母さん？　どこへ……」

　真々子は歩き出し、周囲の茂みをかき分けて見て回る。

　よく見ると、サイズや形状は異なるものの、大根やニンジン、トマトやキュウリなど、知っている野菜も多く存在している。リンゴやミカンなど果物も自生しているようだ。

「あらためて見ると、ジャングルの中は、食べられそうなものがたくさんあるわね。これなら安心だわ。うふふ」

　食しよく糧りよう確保、完かん了りよう。

「えっと……まあ、食べ物は普ふ通つうにありそうだよな！　野菜ジャングルの中だもんな！　で、でもさ、飲み水の確保は大変だと思うぜ！　でもそこは、俺がビシッと……！」

「お水は、聖せい剣けんがなくてもお願いできるかしら。……母なる大地よ……お願いよ……お水がないと、可愛かわいい子供たちが大変なことになっちゃうの……どうか力を貸して」

　真々子は大地に手を添えて願った。

　すると、すぐ目の前の地面が長ちよう距きよ離りにわたって凹へこみ、河原の石のような丸い小石で覆おおわれて、滾こん々こんと水が湧わき出した。瞬またたく間まに小川が形成された。

「これは飲んでも大丈夫なお水かしら。ポータちゃん、鑑かん定ていしてもらえる？」

「はい！……むむむ……これは、とっても綺き麗れいな水です！　飲み水にできます！」

　水確保、完了。

「聖剣がなくても力を使えるとか、滅め茶ちや苦く茶ちやかよぉぉぉ……くっ……でも、まだだ！　拠点の確保！　これは木を切ったり建てたり、思いっきり力仕事だからな！　これこそ、俺のために用意された試練と言っても過言ではない……！」

「母なる大地よ、もう一つお願いしてもいいかしら……このジャングルで、子供たちが安心して過ごせるように、家みたいなものが欲ほしいの……どうか力を貸して」

　大地に手を添えたままの真々子が、再び願った。

　すると、周囲に生えている巨きよ大だいブロッコリーの茎くきが、自おのずとカットされて、建築資材のように加工されていく。

「……へ？」

　釘くぎを使わない、宮大工の超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうさながらに、寸分の狂くるいもなく資材が結合して……立派なコテージが完成した。三階建てで、広いテラスがある、別べつ荘そうのように豪ごう華かなやつだ。

　拠点確保、完了。

「…………へ？」

「わぁ！　あっという間に、家が建っちゃいました！」

「それじゃみんな、中へどうぞ」

「さっすが真々子さん。頼りになるわー。……さあ真人」

「真人君。行きましょう」

「………………あ、はい……」

　さわやかな笑え顔がおのワイズとメディに、優やさしく肩かたを叩たたかれて、ぐいっと背中を押されて、真人はコテージの中へ足を踏ふみ入れた。

　足あし下もとが軋きしむこともない、しっかりとした造りの廊ろう下かを進むと、部屋がいくつもある。

　まずはリビング。木のテーブルや、葉っぱのソファなど、家具も完備。おまけに。

「あ、服があるじゃん！　洗あらい替がえもある！　めっちゃ嬉しいんだけど！」

「私たちが着ていた、バカンス用の服と同じデザインですね」

「母なる大地が、気を利きかせてくれたのね。助かるわ。……それじゃ、まずは着替えましょうか。お風ふ呂ろ場ばはあるかしら。お部屋でもいいけど」

「自分、他ほかの部屋も見てみたいです！」

「うふふ。そうね。着替えて、部屋を見て、それから、ご飯ね」

　女性陣じんは服を手に取り、賑にぎやかにおしゃべりしながらリビングから出ていった。

　で。

　真人は脱だつ力りよくして、ソファに深くもたれかかって、天を仰あおいだ。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………無人島でサバイバル生活なんて、なかった……」

　真人の目から、一ひと粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。







　ちょうどその頃ころ。外では。

　コテージの様子をじっと見つめている二人組がいる。

「中に入っていったのは、大おお好すき真々子たちに間違いないわね」

「葉っぱの服と～、腰こしミノだったけど～、間違いないよ～」

　茂しげみの中からそっと顔を覗のぞかせたのは、虎とらのように獰どう猛もうな顔つきの少女と、妖あやしく蕩とろけた瞳ひとみの女性。

　四つん這ばいで頭隠かくして尻しり隠さずの姿からは、想像もつかないが、反はん抗こう組織リベーレの中では四天王として君臨している、アマンテとソレラである。

「島の上空を飛んでいた飛空艇から、誰かが落ちたように見えたけど……それがまさか、大好真々子たちだなんて……」

「こんな立派なコテージまで建てちゃって～、一体どういうつもりだろうね～。ホント迷めい惑わくだよ～。……どうする～？　今すぐ襲しゆう撃げきしちゃう～？」

「そうね……誰も武器を持っていなかったし、ポータちゃんのバッグも見当たらなかった……武装していない今が、絶好のチャンスだと思うけれど……」

　思案して、アマンテは首を横に振ふる。

「いいえ、ダメよ。直じかに襲撃したら、私たちの存在に気付かれてしまうわ。それは避さけるべきよ。……なぜなら、この島には……」

「はいは～い。いちいち説明してくれなくていいよ～。ちゃんとわかってるから～。確かに～、それはマズいよね～。どうして私たちがいるんだろうね～って、島を調べられたりしたら最悪だよ～」

「大好真々子たちには、私たちに気付くことなく、さっさと島から出ていってもらわなければならない。そうなるようにするには……何か案はある？」

「ん～……すぐには思いつかないけど～……」

　顔を見合わせた二人は、ふと思い付いた。

「だったら、一度戻もどって、三人で相談するのはどう？」

「それだよ～。三人で考えれば、何かいいアイデアが浮うかぶはずだよ～。……そういうことわざがあったと思うんだけど～……」

「三人寄れば、もんじゃの知ち恵えね」

「なんだか余計にぐちゃぐちゃしそうな気がするんだけど～、気のせい～？」

　茂みから身を引いて、アマンテとソレラが歩き出す。

　三人目の四天王と合流するために。

















第二章　俺たちが住居を構えた以上、もはや無人ではなく有人島だが、気にするな。









　無人島で迎むかえる、初めての朝だ。

　早くに目が覚めた真まさ人とは、寝ね心ごこ地ちのいいベッドから降りて、アロハシャツと短パンに着替えて、静かに部屋を出た。

「無人島でサバイバル生活なんて、もうどこにもない……でも、この状じよう況きように甘やかされたらダメだ……厳しい環かん境きようの中に身を置いて、母さんに頼たよらない、強い俺になるんだよ……せめて何か一つくらい、自分の力で成し遂とげてやるんだ……」

　真人は決意して玄げん関かんを目指す。

　何者にも頼らない、孤こ高こうの狼おおかみのような気分で、外へ……

「あらマー君。今日は早起きなのね。いつもの朝練かしら」

　キッチンで朝食の準備をしている真ま々ま子こ真々子が、余よ裕ゆうで真人に気付いて、ひょっこり顔を出した。

「ああ、いや、メインはポータのバッグ探しなんだけどさ、ついでに軽くトレーニングしてくる」

「あまり遠くへは行かないようにね。お母さんは、美味おいしい朝食を作って待っているわ。気を付けて行ってきてね」

「ああ、はい……いってきます」

　飯なんていらねぇよ、などとは言わない、飼い慣らされた自分自身が悔くやしかった。

　まずはバッグの捜そう索さくから。真人はコテージ周辺のジャングルをかき分けて進む。朝あさ露つゆで濡ぬれた葉を、勇ましく体で押し退のけて。

「うっ、意外と冷たい……おわっ、蜘く蛛もの巣すが！　ちょっ、なんか変な虫がっ!?」

　別にビビったわけではないけど、体当たりは何かと危険そうなので、木の棒で植物をかき分けて進む真人だ。

　そうして、コテージを中心に、捜索範はん囲いをじわじわ広げて、建物が見えなくなるところまで来たのだが……バッグは見当たらない。

「そう簡単には見つからないか。しゃーない。ひとまず、バッグ探しはここまでにして……次はトレーニングだ」

　適度に開けた場所に出た真人は、おもむろに木の棒を構える。

　正眼の構えで、精神統一。

「（感じろ……俺の中の男を、野生の力を感じ取るんだ）」

　気持ちが高まってくる……そんな時だった。

　左手側の茂みが、ガサリと音を立てた。「むっ、何なに奴やつ！」真人はすかさず、木の棒を振り上げて、音をめがけて振り下ろした。

　刹せつ那な、茂みの中から小さな両手が突つき出されて、真しん剣けん白しら刃は取りの要領で！

　ポカッと。当たってから両手で、ぱちっと。

「ふっ……やるな、あんちゃん」

　そこにいるのは、くすんだ白のショートヘア頭で木の棒を受け止めている、フラテロだ。ぼんやりした目の端はしに、ちょっぴり涙が浮かんでいる。

「おい！　モンスターかと思ったら、お前かよ！……ていうか、ごめ……！」

「隙すきあり」

　謝ろうとした瞬しゆん間かん、フラテロが茂みから飛び出してきた。「んゃっ」「っとぉ!?」顔面に正せい拳けん突づきが迫せまってくる。

　真人は咄とつ嗟さに、下げようとしていた頭を持ち上げて、直撃を回かい避ひした。

「おいおい。こっちは素す直なおに謝ろうとしていたのに、随ずい分ぶんなご挨あい拶さつだな」

「男と男の挨拶じゃけぇ、これで充じゆう分ぶんじゃ。ほれ、あんちゃん。かかってこい」

「いやいや、こっちは助けてもらった恩もあるし……」

「礼を言われたって、ワシの力にはならん。そんなことより、朝練の相手をしてもらった方が百倍マシじゃ。……ほれ、あんちゃん。かかってくるんじゃ。ちゃんと手加減してやるけぇの」

　手加減。その言葉に、真人はカチーンときた。

　フラテロも、そのつもりで言ったのだろう。にやりと笑っている。

「ああ、そうかよ……じゃあ、遠えん慮りよなく」

　ぼんやりした雰ふん囲い気きのくせに、強気な挑ちよう発はつを、大だい歓かん迎げいで受け入れて。

　真人は木の棒を握にぎり直す。フラテロも、原始的な革かわの服の袖そでをまくって、準備完かん了りよう。

　両者、構えて……尋じん常じように。

「んゃっ」

　フラテロの拳こぶしが真人の顎あごを狙ねらう。

　なかなか鋭するどいが、リーチが短い。真人は、バックステップで軽くかわして。

「男同士の挨拶だからな！　ガチでいくぞ！」

「ん。望むところじゃ」

　お返しに、鋭く踏ふみ込んで、横よこ薙なぎの一撃を放つ……しかし。

　フラテロが予想以上に身軽だった。小こ柄がらな体が、真人の視線の高さよりも上に跳とび上がって、顔面へ蹴けりを放ってくる。

　真人は咄嗟に腕うででガードして、押し返す。

「んゃっ？」

「残念だったな！　空の敵は、俺の獲え物ものだ！」

　空中でバランスを崩くずしたフラテロに対して、真人の攻こう撃げき。木の棒がボコッと、腹部に命中した！

　フラテロに１のダメージを与あたえた！

「ええっ!?　俺の攻撃、１ダメージ!?　えええっ!?」

「率直に、へっぽこじゃの。次はワシの番じゃ。……んゃああああっ……」

　フラテロは力を溜ため始めた。小さな拳に、強きよう烈れつなオーラが集束していく。

　巨きよ大だいなモンスターを容易たやすく吹ふき飛ばした、あの攻撃が来る！

「（まともに受けたらヤバい！　回避を！）」

　真人は咄嗟に後退するが、フラテロの動きが速い。間合いを詰つめられた。

　フラテロの攻撃！

「んゃっ」

　ふにゃっとした声の気合と共に、必殺正拳突きが放たれて、真人の腹部に命中！

　真人は１のダメージを受けた！

「……え？　１ダメージ？」

「やっぱりあんちゃんが相手だと、技わざがちゃんと発動せんのか……くぬぬ……」

「お前の攻撃って、もしかして、特定の相手にしか効果がないのか？　それ以外は、こんな残念な感じで？」

「ん」

　フラテロが、こくりと頷うなずいた。素直で正直な奴やつだ。

「なんだよ。俺のことを、へっぽこ呼ばわりしたくせに……お前の方こそ、へっぽこじゃんか」

「あんちゃんよりは、へっぽこじゃない。あんちゃんくらいなら、余裕で勝てる。今は装備がないけぇ、上手うまくできんだけじゃ」

「お、俺だって！　今はちょっと事情があって、装備がないからさ！　だから１ダメージしか出せないんだよ！　そういうことなんだよ！」

　お互たがいに、同レベル。同じくらいの低レベル。

　切ない認にん識しきが、二人の距きよ離りを一気に縮める。

「そうとわかれば……せいっ！」

「んゃっ」

　真人の攻撃、木の棒が、フラテロのガードをすり抜ぬけて、脇わき腹ばらに当たった。

　だがフラテロはひるまず、お返しとばかりに、真人の脇腹にパンチを入れてきた。

　両者共に、１のダメージを受けた！

　やはり実力は、かなり低いレベルで拮きつ抗こうしている。

「んゃっ、んゃっ、んゃっ」

「このっ、このっ、こんにゃろっ！」

　真人の切り下ろし！　フラテロが素早く回避！

　フラテロの正拳突き！　真人が木の棒でガード！

　真人の袈け裟さ切り！　フラテロの肩かたに命中！　１のダメージ！

　フラテロのボディブロー！　真人の腹部に命中！　１のダメージ！

「（フラテロ……お前、最高だぜ！　お前こそ、俺が求めていた同レベルのライバルだ！）」

「（ワシもじゃ。同レベルのあんちゃんと戦うんは、楽しくてたまらんけぇの）」

　攻こう防ぼうを続けながら、二人は視線で語り合う……同レベルの猛者もさ同士、もう何時間も、熱い戦いを繰くり広げている……

　そんな気がしたのだけど、実際は約十分、経過したところで。

「ぜぇ、ぜぇ……きょ、今日のところは……」

「こ、これで、勘かん弁べんしてやるけぇ、感謝するんじゃ……んゃぁ……」

　体力が尽つきた真人とフラテロは、同時にぶっ倒たおれて、その場に寝ね転ころんだ。

　そうして、戦いの余よ韻いんを楽しむ。どちらも無言のまま、そこに最高のライバルがいるという、熱く嬉うれしい感覚に浸ひたって……

　と、フラテロが立ち上がったようだ。

「……もう行くのか？」

「ん。問題の場所も確認できた。あんちゃんに会って、修しゆ行ぎようもできた。朝の内に済ませたかった用事は全部、済んだけぇの」

「問題の場所って……いや、なんでもない。男が細かいことを気にしちゃダメだよな」

「ん。あんちゃんは、やっぱり男じゃ。ようわかっとる」

　嬉しそうに呟つぶやいて、フラテロが去っていく。

「っと、そうじゃ。今、この島には、厄やつ介かいな連中がうろついとる。あんちゃんも気を付けてくれ」

「厄介な連中？　誰だれのことなのか、わからんけど……わかった。とにかく気を付ける」

「ん。じゃあの。同レベルの……こ、心の友」

　ぼんやりした顔を真っ赤にして、ビシッと親指を突き立てて、フラテロは走り去った。

「心の友って……何言ってんだよ、ったく」

　呆あきれたように言いつつも、満まん更ざらではない気分で、親指を突き立ててみせる真人だった。







「ふふーん。ふふふーん。心のー、とーもー」

「帰ってきてからずっと、マー君はご機き嫌げんね。何かいいことでもあったのかしら」

「んーそうだなー……控ひかえ目に言って、最高の気分かな。ははっ」

「あら、それはよかったわね。うふふ」

　朝食である。テーブルも椅い子すも設しつらえられているダイニングルームの食しよく卓たくに、ごはん、味み噌そ汁しる、焼き川魚、野菜の浅あさ漬づけなどが並べられている。葉っぱの器うつわではなく、ちゃんと皿や椀わんに盛り付けられている朝食だ。

「米も味噌も出だ汁しも、食器も、コテージに備え付けか。母なる大地の力はすごいなー。サバイバル感が完全にないなー。……けど、まあいいや。ははっ。これって鮎あゆか？　大根おろしと醬しよう油ゆで、ご飯が進むぜ。はははっ」

「お腹なかいっぱい食べてね。……あらあら、お弁当が」

　真人は、にやけた顔で、もう楽しくてたまらん様子で、朝食をもっしゃもっしゃと平らげていく。隣となりの真々子も、息子むすこのほっぺについたご飯はん粒つぶを取って、ぱくっと食べて、にっこりだ。

　一方、席の向かい側では、ワイズとメディとポータが、怪け訝げんな表情を浮うかべている。

「ちょっと、どうなってんの？　昨日は『俺のサバイバル生活が終わった』とか言って、ゾンビよりも腐くさってたくせに」

「あまりにも陽気で、気味が悪いですね……妙みようなキノコでも食べて、錯さく乱らんしているのでしょうか……ポータちゃんの目から見て、いかがですか？」

「むむむ……異常状態じゃないみたいです！　真人さんは正常です！」

「いや全然おかしいんだけど。どこからどう見てもおかしいんだけど」

「ふぃー。食った食った。ごっそさーん」

「はい。お粗そ末まつ様さまでした」

　探さぐるような視線なんて、これっぽっちも気にせず、和朝食の締しめは緑茶。ずずっと飲んで「……ほっ……」人ひと心ごこ地ちだ。

　さて。食事が済み、後片付けも済んだところで、真人が話を切り出した。

「そろそろいいか？　これからの予定について会議したいんだけどさ。え？　まずは俺の意見が聞きたい？　よしわかった。じゃあ俺が言う」

「あたしたち、何も言ってないんだけど」

「わかってるわかってる。まあ俺の話を聞け。……俺たちは、荷物を失った状態だ。だからまず、ポータのバッグを探す必要がある」

「はい！　絶対に見つけないといけません！」

「とはいえ、ジャングルの中から見つけ出すのは、容易なことではありません。私たちの落下地点から、どこをどう移動したのか、はっきりとは覚えていませんから……」

「お母さんが、つい取り乱して、滅め茶ちや苦く茶ちやに走り回っちゃったのよね。ごめんなさい」

「いやいや、それはむしろ好都合……げふんげふん……と、とにかく、捜そう索さくは難航を極きわめるわけで、俺たちは島に、ある程度の期間、確実に滞たい在ざいせざるを得ないわけだ。そういうことだよな？　な？」

　心からの笑え顔がおで、同意を求めると。

　思いっきり不ふ審しんそうに眺ながめてきたワイズが「女性チーム、集合」真人以外の仲間を集めて、ヒソヒソと相談を始めた。

「もしかしてマー君は、この島に長くいたいのかしら」

「そうみたいね……何か理由があるのは間ま違ちがいないけど……」

「その理由はさておき、こちらとしても好都合です。お話するなら今でしょう」

「はい！　真人さんも、きっと賛成してくれます！」

「ん？　なんだよ。何かあるのか？」

　真人の前に、女性チームが横一列に並んだ。

「あのねマー君。お母さんたちも、マー君にお話したいことがあるの」

「え、聞きたい？　しょーがないわね。じゃあ聞かせてあげる」

「俺、何も言ってないんだけど」

「昨日の夜、真人君が生ける屍しかばねとなっている間に、私たちで相談したのですが……」

「この無人島を、リゾートにして、みんなでバカンスするのはどうでしょうか！」

「……島をリゾートにして、バカンス？」

　女性チームが、満面の笑みで頷いた。

「この島ってさ、水あるし、食べ物あるし、気温とかもいい感じでしょ？」

「生活に困ることはなく、手つかずの自然がそこにある……下手なリゾート地よりも、よほど素す敵てきな場所です。というわけですので……」

「リゾート開発するのか？……いやいや。それって、どう考えても大工事が必要だろ。どうやって……」

「何言ってんのよ真人。……こちらにおわすお方を、どなたと心得る？」

　ワイズと、メディと、ポータが、そのお方を囲んで、手をひらひらさせている。何かこう、キラキラ輝かがやいているような、そういう演出だと思われるが。まあいいとして。

　そのお方、真々子が、にっこり微笑ほほえみかけてくる。

「みんなでバカンスするのが、今回の旅行の目的だったでしょ？　でも事故で、南の島には行けなくなっちゃったから……その代わりに、ここでできたら素敵よね」

「母なる力で、さくっと開発するわけか……」

「ちなみに、環かん境きよう破は壊かいするわけじゃないからね。母なる大地にお願いして、無理なく作ってもらう感じだから。でもって、ジャングルを切り開けば、バッグ探しも簡単になるわけよ」

「その気になればできることまで、母なる力に頼たよるのは、真々子さんとしても気が引けるそうです。ですからバッグの捜索は、私たち自身で、開発と同時進行で行うということで」

「リゾートを作りながら、自分のバッグを見つけて、お祝いバカンスです！　真人さん、どうでしょうか！」

　にこにこ、わくわく、キラキラ。期待に満ちた視線で見つめられて。

　真人脳がフル回転する。

「（またしても母さんの力が猛もう威いを振ふるう……それは、かなり不満だけど……）」

　バカンスするとなれば、島での滞在期間が延びるわけで。

　バッグは自力で探すという点も悪くない。

「（あいつとトレジャーハンティング競争とか……面おも白しろいかもな）」

　フラテロなら絶対に言う。『ロマンじゃ。男の血が滾たぎるのう、あんちゃん』とか。そして男と男の勝負をして、また友情を確かめ合うとか。

　悪くない、どころか、いい話すぎる。真人は大きく頷うなずいた。

「よし、それじゃ……」

「ていうか、真人に聞くまでもなく、真々子さんが賛成してくれた時点で決定だから、リゾート開発を開始するわよ！」

「おい俺の意見！　まあいいけど！　この感じ、もう慣れたけど！……あ、そうだ！　実はさ、今朝もフラテロに会ったんだけど……！」

「それでは行きましょうか。まずは海からでしたよね」

「ええ。バッグを探すなら、森からの方がいいんでしょうけど……海へ行って、ちょっと確かく認にんしたいことがあるの」

「ママさんが気になることは、自分も気になります！　海からで大だい丈じよう夫ぶだと思います！」

「あの、みんな？　俺の話を聞こうぜ？　話によると、厄介な連中が島にいるとか……」

「やるわよ、リゾート開発！　まずは……海水浴場よ！」

「「「おーっ！」」」

「おーっ……っていうかさ、頼たのむから、俺の話を聞こうぜ!?」

　真人を置いてけぼりにする勢いで、行動開始だ。







　コテージを出た一行は、方向感覚を頼りに、海を目指す。「葉っぱ邪じや魔ま！」「あ、モンスターです！」「邪魔です！　成敗！」「俺の出番は……」「あらあら」リゾート目当てで本気になった少女たちの前では、ジャングルも怪かい物ぶつも無力だ。

　ただ、あまりにもリゾート開発に集中しすぎていて、気付かない。

　悪の目があることに。

「……動き始めたわね」

「だね～。元気一いつ杯ぱいだね～」

　コテージ脇わきの茂しげみの中に、アマンテとソレラが潜ひそんでいる。

「海の方向に行くみたいだけど～、どういうこと～？」

「理由はわからないけど……とにかく、あちこち動き回られるのは迷めい惑わくだわ」

「だね～。海ならまだいいけど～、森へ移動して～、その先まで行かれちゃうのは～、よくないよね～」

「そうなる前に、私たちが島から追い出すのよ……謎なぞの原住民としてね」

　アマンテは懐ふところから、葉っぱで作られた奇き妙みような面を取り出して、装着した。

　服装は既すでに、組織のコートではなく、動物の革で作られた原始的な服を着用している。

　ソレラも葉っぱの面を装着して、変装は完かん了りよう。

「作戦については、いちいち説明しなくても、わかっているわね？」

「原住民のフリして～、『コノ島、我ラノ聖地！　ヨソ者、出テイケ！』って～、出ていってもらう作戦だね～。わかってるよ～」

「ただし最悪の場合は、実力行使も辞さないわ。そのつもりで……ん？」

　二人の背後から、音がした。何かが草木をかき分けて来る。

　最初に見えたのは、槍やりのような何か……これは角だ。

　長く鋭するどく、黒光りする上下の角と、頭、カナリアイエローの太い胴どう体たい。

　ゾウのように巨きよ大だいな甲こう虫ちゆう、ヘラクレスオオツノカブトムシが現れた。

「このモンスターは……フフフ。ちょうどいいわね。これに乗って、大おお好すき真々子たちの前に颯さつ爽そうと現れてやるわよ」

「おお～、謎の力を持っている原住民っぽくて～、いいね～。乗ろ乗ろ～」

　二人は巨大カブトムシの頭にまたがった。搭とう乗じよう完了。

　いざ。

「さあソレラ。大好真々子たちのところへ飛ぶように、こいつに命令しなさい！」

「え～？　何言ってるの～？　アマンテが命令するんでしょ～？」

「はあ？　そっちこそ何を言っているのよ。これはソレラが用意したモンスターでしょ」

「私じゃないよ～？　アマンテだよね～？」

　お互たがいに、怪訝な表情で見つめ合って。

「「……え？」」

　刹せつ那な、巨大カブトムシが翅はねを広げて、猛もう烈れつに羽ばたき始めた。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　じゃあこれは、私たちの手下じゃないってこと!?」

「そういうことになっちゃうよね～っ!?　それでそれで～っ、どうなっちゃうの～っ!?」

「どうなるって、それは……ひゃわぁっ!?」

　そうして、通りすがりの、モンスターではないただの巨きよ大だい昆こん虫ちゆうは。

　アマンテとソレラを頭に乗せたまま、山を目指して飛んでいった。







　一方。

「ふぅ、到とう着ちやくか……ここまで、何事もなかったな。拍ひよう子し抜ぬけだな」

　真人たちは、海岸沿いにたどり着いた。

　ゆったりと弧こを描えがく砂すな浜はま。その先は、太陽の光を反射して輝く海。水平線の先も、透すき通るような青。

　ヤシの木の根元に、ヤシガニがいる。自分よりも大きな実にがっついて……ころんと、転がってしまった。

　海だ。

「おお！　砂の粒つぶが星の形をしてるぞ！　星の砂ってやつか！」

「〝ホシズナ〟という和名を持つ、星形の原生生物の死し骸がいですね」にっこり

「おい誰だれか、波打ち際ぎわの腹黒美少女を黙だまらせてくれ」

　情景保護のため助けを求めたのだが、救助は来ない。

　ワイズたちは、さっそくリゾート開発を開始している。

「ここからさ、すごく長い桟さん橋ばしを渡わたして、その先に水上コテージを建てるの、どう？」

「とっても素敵だわ。海外旅行のカタログで、そういう風景を見たことがあるけど、実際に行く機会はなかったから、わくわくしちゃうわね。うふふ」

「自分も、そういうところに泊とまったことがないので、一度、泊まってみたいです！」

「でしょでしょ！　はい決まり！　それじゃ……真々子さん！」

　ワイズとポータで、ビシッと気を付けをして、ぺこりとお辞じ儀ぎ。「「お願いします！」」

「ええ、任せてね」まずは身近な母へ、お願いが届いた。

　真々子は波打ち際に立って、打ち寄せる波に手を浸ひたした。

「母なる大海よ……あなたも母なら、私の気持ちがわかるわよね……ここでバカンスできたら、みんな大喜びなの……だからお願いよ。どうか力を貸して」

　真々子の願いが溶とけ出して、返す波に乗り、海に届けられる……そのはずが。

　いきなり、願いを含ふくんだ波が、海中に吸い込まれて消えてしまった。

「……あら？」

「え？　ちょっ、今の何よ！　どういうことよ！」

「底の方に吸い込まれちゃったみたいです！……わわっ！　穴が空いてます！」

　ワイズとポータがバシャバシャ駆かけ寄ると、浅あさ瀬せの底に穴が空いている。人間がすっぽりと落ちてしまいそうなほどの、かなり大きい穴だ。

　ポータが穴の奥をじーっと覗のぞくと、奥で何かが動いた。

「はわわっ、何かいます！　こ、こここっ、これはっ!?」

「これは？　なんなの？」

「モンスターですうううっ！」

　ポータがびっくり仰ぎよう天てんして叫さけんだ瞬しゆん間かん。

　浅瀬の穴から、勢いよく水が吹ふき上げられた。ワイズとポータが巻き込まれて、体が宙を舞まう。「ちょぉっ!?」「わひゃぁっ!?」「ワイズちゃん！　ポータちゃん！」真々子がとっさに手を伸のばすが、届かない。二人は砂浜へ飛ばされてしまって……

「……ん？　へぶっふぉ!?」

　でも落下地点に真人がいたから助かった。二人は無事、真人の後頭部と背中に、どすんと、お尻しりで着地だ。

「つーっ！　ったく！　真人の頭って、座り心ごこ地ちが硬かたいわね！」

「そもそも座る場所じゃねーよっ！　尻どけろ、尻！」

「真人さん、すみません！　でも助かりました！」

「あ、うん。ポータは遠えん慮りよなく座ってていいぞ。俺の背中は、レディのための座ざ布ぶ団とんさ」

　ということなので。「でしたら、私も失礼しますね」「じゃあ、お母さんも」「ちょっと待て!?」メディも真々子も座って、みんなで一休み。クッション側じゃない方が、もっちり柔やわらかい。

「なんて、遊んでる場合じゃないのよ！　真人、さっさと起きて！　ヤバそうなモンスターがいて、リゾート開発の願いが海に届かないのよ！」

「おいマジか！　それを早く言えよ！　ふんっ！」

　お尻たちに別れを告げて、立ち上がると、確かにモンスターがいる。

　貝だ。横よこ幅はばが、真人の背せ丈たけの、優に二倍はある二枚貝。

　浅瀬からゆっくりとせり上がったそれは、盛せい大だいに水みず飛沫しぶきを上げながら横たわった。

「なんだよこれ！　アサリか!?　ハマグリか!?」

「んー、すごく大きいけど、たぶんアサリね。何人分のお味み噌そ汁しるが作れるかしら」

「アサリのお味噌汁とか、ちょーいいじゃん！……さあ、みんな！　さっさとこいつを倒たおして、ビーチで味噌汁パーティするわよ！　おーっ！」

　ワイズの宣言に、応こたえる者はいなかった。

「ちょっ、なんで『おーっ！』って言わないのよ！　乗り悪くない!?」

「残念だが、味噌汁はないわ……シーフードＢＢＱってことなら、大賛成だけどな！　みんな、戦せん闘とうだ！」

　怪物アサリだけで満腹になるのも覚かく悟ごの上で。

　真々子とポータが何やら相談している様子を、横目に見ながら。

　真人は木の棒を拾い上げて突とつ撃げきを仕し掛かける。だが相手は貝。見るからに固い。

「（殻からを攻こう撃げきしたって無む駄だだ！　だったら！）」

　敵の動きに注意しながら、接近して、貝が開かれた瞬間に、「今だ！」木の棒を隙すき間まに押し込んだ。これぞ、つっかい棒作戦。

「自分の殻に引きこもっていても、いいことはありませんよ！　私の経験によるアドバイスを、どうぞ受け取ってください！」

　すかさずメディも追従して、木の棒を押し込んだ。Ｗつっかい棒で、怪物アサリは殻を閉じられない。

　ぐねぐねと蠢うごめく食用部分が、忌いま々いましそうにもがいて……小刻みに震ふるえ始めた。

「はっ、この感じは……ワイズ！　お前の出番だぞ！」

「は？　あたし？　いや、今のあたしは魔ま法ほうが使えないから、攻撃できないんだけど……」

　小刻みに震えた怪物アサリから、異様な振しん動どうが放たれた。

　真人には効果がなかった。メディにも効果がなかった。

　ワイズは魔法を封ふうじられた。

「今日もいい仕事したなワイズ！　見事な残念っぷりだ！」にっこり

「魔法を封じられることに関しては、もう職人の域ですね」にっこり

「あんたたちっ！　ふざけんじゃないわよおおおおおっ！」ガーッ！

　凶きよう暴ぼう化して襲おそい掛かかって来たワイズへの対応は、メディに任せるとして。

　さて。

「攻撃の決め手が欲ほしいとこだけど……母さんとポータは、何を企たくらんでいるのかなっと」

　二人の姿は、真人たちの後方の砂浜にある。

　その足元には、流木など、集められた木々でサークルが形作られている。

　真人たちが注意を引き付けている間に、準備が整ったようだ。

「おーい、ポータ、母さん。そろそろ調理を開始できそうか？」

「はい！　いつでもＯＫです！」

「あらあら。マー君は、お母さんが何を考えているか、気付いてくれたのね。嬉うれしいわ」

「親子で以心伝心ってやつだな。……ぶっちゃけ、食べ物の話になった時点で、なんとなく思ったんだけど……それじゃ」

「ええ。後はお母さんに任せてね」

　真々子は波打ち際に立って、海に手を浸した。

「母なる大海よ……さっき、そこの貝さんがやったみたいに、ぴゅーって。お願いね」

　その願いに、海が応える。

　怪かい物ぶつアサリの周囲の海水が、一いつ斉せいに引いて、猛烈な勢いで押し寄せて、その巨体を空高く吹き飛ばした。真人たちの頭上を越こえて、怪物アサリは飛んでいって……

　ドズンッと、木で作られたサークルの中央に落下した。

　すかさず真々子が、今度は砂浜に手を押し当てて願う。

「母なる大地よ……可愛かわいい息子むすこたちが、浜はま辺べでＢＢＱをしたいって言っているの。だから力を貸してね」

　その願いに、大地が、地面の奥底から応える。

　地下のマグマが、超ちよう局所的に上ってきて、地面を急激に熱する。直上にあるのは、木のサークル。すぐに火が点ついた。怪物アサリの直じか火び焼きスタート。

　あとは、じっくり待つだけだ。

「所しよ詮せん、この世は弱肉強食。さらば貝。ありがとう貝」

「さあみんな。お待ちかねのＢＢＱよ」

「わーい！　すっごく楽しみです！　自分、火が消えないようにちゃんと見てます！」

「串くしに刺さした食材を焼いてこそＢＢＱだけど……まあ、いっか」

「うふふ。細かいことは、気にしちゃダメよ。……それじゃ、お母さんはもう一仕事、済ませてくるわね」

「もう一仕事？」

　凶暴化したワイズＶＳメディの攻こう防ぼう戦せんを、微笑ほほえましく眺ながめながら、真々子はまた波打ち際に立った。手を浸して願う。

「母なる大海よ……何度もお願いしちゃって、ごめんなさいね……でも、可愛い子供たちのためだから……素す敵てきな海上コテージを、どうかお願い」

　その願いが、今度こそ届けられる。

　海中から、流木で組まれた長い桟橋とコテージがせり上がり、砂浜の先に設置された。今はまだ水みず浸びたしだが、燦さん々さんと降り注ぐ日差しの下で、すぐに乾かわくだろう。

「これで、リゾート開発計画の第一歩、プライベートビーチは完成ね」

「あっさりやってくれやがって……母さんの力には、限界ってものがないのかよ」

　海上コテージと、桟橋と、真々子の背中を眺めながら、とにかく呆あきれるしかない……

　と、その時、真人はふと目にした。

「……大地もそうだったけど、海もそうなのね……」

　別に大したことではないし、そんなにまじまじと見つめるようなものでもないけど。

　何か呟つぶやいている真々子の、うなじから背中へ、汗あせの粒つぶが滑すべり落ちていく。

　それも一粒じゃない。次から次へと、いくつも。

「（母さんがこんなに汗をかいたことなんて、あったか？……ちょっと記き憶おくにないな）」

　戦闘中にそれなりの運動量があった真人より、明らかに発はつ汗かんしているようだが。

「……まあ、いいか」

　そんなことより、ふんわりと漂ただよってきた海の幸さちの香かおりに惹ひかれて、真々子の傍そばから立ち去る真人だった。







　それから、しばらくして。

「ぜぇ、ぜぇ……や、やっとここまで来たわね……」

「あのカブトムシ、飛びすぎだよ～！　しかも山頂まで行っちゃうなんて～！　山を下りて～、ジャングルを抜ぬけて～、ここまで来るだけで疲つかれちゃったよ～！　ぶ～ぶ～！」

「疲れたのは私よ！　ソレラは私の背中に乗っかっていただけでしょ！」

「だって～、私の魔法書で飛んだら～、見つかっちゃうかもしれないし～。アマンテだって～、この方が速いって言ったし～」

「そうだけど！　くっ、釈しやく然ぜんとしないわね！」

　それでもアマンテがソレラをおんぶしたまま、引き続き原住民に扮ふんした二人が砂すな浜はまにやって来た。

「とにかく、大好真々子たちを探すわよ。海に向かったはずだけど……」

「ん～……どこだろね～……」

　注意深く辺りを見み渡わたすと、海があって、砂浜があって。

　水上コテージと、桟さん橋ばしと、かすかに湯気が立っている巨きよ大だいな貝かい殻がらが目に入った。

「見覚えのない建造物があるわね……それと……」

「あ～っ！　あの貝殻って～、ここに配置しておいた警備用のやつだよね～！」

「確かに、そうだわ……まさか、大好真々子たちが倒して食べたの!?」

「きっとそうだよ～！　美味おいしく頂かれちゃったんだよ～！　んも～、私たちの非常食でもあったのに～！」

「くっ……そして肝かん心じんの大好真々子たちは見当たらない……海で遊んで、食事をして、どこかへ移動したのかしら……それにしても……」

　アマンテは、水上コテージと桟橋を見つめて、考え込む。

「この島は、母親の力が使い難にくくされているはず……それなのに大好真々子は、あれを作ったというの？……聖せい剣けんを持っていないようだから、大地と海の加護を、充じゆう分ぶんに引き出せないはずなのに……」

　それでも、やり遂とげたということは？

　真々子の力に限界はない、ということ？

「つくづく恐おそろしい相手だわ……どれほど恐ろしく思っているかについては、いちいち説明しないけれど」

「説明しなくていいよ～。どうせ本人たちはいないんだから～。……それよりさ～、もうちょっと周囲を調べてみようよ～」

「そうね。……侵しん入にゆう者撃退用の罠わなは、機能しなかったのかしら」

　相変わらず降りようとしないソレラを背負ったまま、アマンテはヤシの木がある場所へ向かった。

　その根元では、自分よりも大きな実にがっついたヤシガニが、ころころ転がっている。

「ここで間ま違ちがいないわ。この滑こつ稽けいな動きに気を引かれて、近寄ってしまうと……」

「上にあるヤシの実が～、落っこちてくるんだよね～」

「そう。ただしそれは、単なるヤシの実ではなくて……」

　二人が見上げると、二つのヤシの実が落ちてきて、猛もう烈れつな光を放って……







　ズドッカーン！　と。

　遠くの方で、爆ばく発はつ音のようなものが聞こえた気がするけど。

「ん？……んー……気のせいか」

　たぶんそうだろう。よく聞こえなかったし。

　真人たちの現在地は、水上コテージの場所から、海岸沿いに島を迂う回かいした地点。

　こちらはこちらで、騒そう音おんがすごい。工事中である。

「母なる大地よ……この通りを、もうちょっと広くしたいの……お願いできるかしら」

　真々子が大地に手を触ふれて願うと、ジャングル内に作られていた遊歩道の拡張工事が始まった。通りの脇わきに生えている草木が、地じ響ひびきを立てながら横移動して、開けたスペースが石のタイルで舗ほ装そうされていく。

　島の中央部へと続く広い道が、あっという間に完成した。

「ふぅ……ワイズちゃん。これでどうかしら」

「ばっちりよ！　計画通り！　真々子さんがいると、ホント助かるわー」

「うふふ。お役に立てて嬉しいわ。それじゃ次ね……っとと」

　立ち上がった真々子が、ふらっとよろけて、後ろにいた真人にもたれかかった。

「っと。どうしたんだよ母さん。立ちくらみか？」

「ご、ごめんなさいね。ちょっと躓つまずいちゃって」

「いや、別に謝らなくていいんだけど……つーか、汗がすごいな」

「そうね。ムシムシしているから、汗をかいちゃったわね」

　ジャングルの中は蒸し暑いが、それにしても大量すぎる汗だ。

　肩かたを押さえて押し返すと、手の平に、しっとりと濡ぬれた感かん触しよくが伝わってくる。

「……あのさ、母さん？」

「マー君ありがとう。それじゃ行きましょうか。通り道を作って、次はどうするのかしら」

「もうちょっと奥の方に、ホテルとかお店とか、リゾートの施し設せつっぽいのを作ったらどうかなーって思うんだけど。真々子さん的にはどう？」

「素敵だと思うわ。是ぜ非ひそうしましょ」

「よっし。そうと決まれば、ごーごー！」

「ごーごー」

「ごーごー、じゃなくて、ちょっと……んまあ、いいけど」

　意い気き揚よう々ようと歩き出した真々子を先頭に、三人は遊歩道を進んでいく。

　その先では、先行していたメディとポータが周辺調査を行っている。

「ここが大通りの突つき当たりになりますから……何かこう、シンボル的なものを設置したいですね……」

「はい！　噴ふん水すいとか……あ、ママさんの像を置くのはどうでしょうか！」

「いいですね。このリゾートの創造主を讃たたえるものとして、巨大石像を設置しましょう」

　島の中央部に、どどーんと、真々子がそびえ立つらしい。

　想像しただけで、真人の頭がキリキリ痛い。

「おい待ってくれそこの二人。頼たのむから考え直してくれ。息子への配はい慮りよを」

「ふと見上げれば、そこに母親の石像。この島の、どこで何をしていても、振ふり返ればそこに母親の姿。素敵ですね」にっこり

「はっはっは！　腹黒い笑顔だな！　俺をからかう意味も含ふくまれているんだな！　断固として認めんぞ！」

「それじゃ真々子さん。ホテルとか、適当な施設とか、あと石像も、おなしゃーす」

「自分の石像なんて、ちょっと照れちゃうけど……とりあえず、頑がん張ばってみるわね」

「ちょっ、そこは頑張らなくていいから！」

　真人がとっさに手を伸のばして、引き止めようとすると。

　その手と交差するように、横から細い何かが伸びてきた。

「ん？　これは……蔦つたか？」

　蔦だ。

　まるで意思があるように、うねうねと動いている。

「わわっ!?　ま、真人さん、大変です！　周りを見てください！」

「周りって……おわっ!?　なんだこれ!?」

　いつの間にか、周囲は蔦だらけだ。蛇へびのように蠢うごめく、毒色の蔦が、真人たちに対して鎌かま首くびをもたげている。

「こいつら、まさかモンスターか!?　おいみんな、気を付けろ！」

「ジャングルで、蔦……ちょっ、これってヤバくない!?　特に、あたしたちみたいな美少女にとってヤバすぎでしょ！」

「手足を搦からめ捕とられて、吊つり上げられて、締しめ付けられて……喘あえぎ声を上げる私たちを、からかうように、蔦はさらに服の中にまで……ああっ！　そこだけはダメです！」

「自分は非戦せん闘とうなので……わわっ!?　自分の前にも蔦が来ました!?」

　無数の蔦が、悪夢を肯こう定ていするかのように、せせら笑うように葉をこすり合わせて！

　次の瞬しゆん間かん！

「あら？　やぁんっ！」

　一いつ斉せいに、真々子に絡み付いた！

　自じ称しよう美少女たちは無事だ。

「うん、まあ、そんな気してたけど……はぁ……こいつら、わかってないわー」ちっ

「嫌いやと言いつつ、心の中では期待している、複雑な乙女おとめ心ごころを理解するべきです」ちっ

「おい二人とも！　乙女にあるまじき舌打ちしてる場合じゃないだろ！」

「ママさんが、大変なことになっちゃってます！」

「締め付けが……はぁん！」

　細い蔦が何本も、真々子の手足を絡め取り、胸にもお尻しりにも巻き付いて、地面から吊るし上げる。「あらあら！　あらやだ！」食い込んではいけないところにまで、しっかりと食い込んでいる。真々子が身をよじるほどに、ぎゅっと。

　真々子の身も危険だが、どちらかというと、視覚的にヤバい。息子は絶対に直視できない有り様である。

　一方で、堂々と眺ながめている者たちもいる。周囲の草木だ。花や葉っぱの部分、巨大ブロッコリーの茎くきにも、目玉がぎょろりと出現して、真々子のあーんな姿をニタニタと眺めている。
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「まさか、この森そのものがモンスターなのか!?…………くっ！　みんな、急いで母さんを助けるぞ！　とにかく、蔦を！」

　木の棒で、思いっきり、ぶっ叩たたく！「ひぁん！」「のわっ!?」振しん動どうがビクンビクン伝わって、真々子の口から変な声が出た。

「くそっ、打だ撃げきじゃダメだ！　聴ちよう覚かく的にもヤバい状じよう況きようになる！　誰だれか、蔦を切れそうなものを持ってないか！」

「なんにもないわよ！　あたしは魔ま法ほう書がないから、魔法は使用不可よ！」

「ううう……すみません……自分がバッグをなくしちゃったので……」

「ポータちゃん。大だい丈じよう夫ぶですよ。今は真々子さんを助け出すことだけ考えましょう」

「そうだぞポータ！　安心していい！　母さんだったら、聖剣がなくても……あ、そうだよ！　母なる大地の力で、なんとかできるだろ！　なあ母さん！」

「そ、そう思って、さっきからお願いしているんだけど、ちょっと届かないみたいで……」

「大地に触れていないとダメな感じか！　だったら！」

　真人は、周囲から伸びている蔦に飛びついて、真々子の方へ引っ張る。なかなか動かないけれど。

　ワイズたちも真人に倣ならい、全員で蔦引きだ。

「せーの！　オーエス！　オーエス！」

「オーエス！……思ったんだけどさ！　こういう時に言う『オーエス』って、何なの？」

「一説によると、フランス語です！　船乗りたちが綱つなを引いて帆ほを上げる際に使う掛かけ声〝Ｏｈ・オーｈｉｓｓｅ・イス〟が語源だとか！」

「メディさん、詳くわしいです！　すごいです！」

「疑問が解決したところで、一気にいくぞ！　せーのっ！」

　全員で力を合わせて引っ張ると、吊り上げられていた真々子の位置が下がってきた。上手うまく姿勢を調整して、もう少しで、その手が大地に……

　届いた！

「母さん！」

「ええ！……母なる大地よ……あなただって、こんなことされたら怒おこっちゃうわよね……息子むすこたちの前で、お母さんを縛しばって、ぎゅぎゅう締め付けちゃう悪い子たちには……きつーいお仕置きよ！」

　そういう趣しゆ味みなんてない母の怒いかりが、発動する……！







　同じ頃ころ。

「んも～！　自分から罠に引っ掛かるなんて～、アマンテは馬ば鹿かすぎるよ～！　もう馬鹿ンテに改名しなよ～！」

「見に行くように言ったのはソレラでしょう!?　咄とつ嗟さに庇かばってあげたのに、その言い方はどうなのよ！　私の反射スキルがなければ、ただでは済まなかったというのに！　少しくらい感謝しなさいよ！」

「はいはい感謝感謝～。そんなことより～、早く行ってよ～。ほらほら～、こんな道まで作られちゃってるし～。早く真々子さんたちをなんとかしないと～、マズいことになっちゃうよ～」

「わかっているわよ！　まったく！」

　葉っぱのお面を着けた原住民風の二人組が、ジャングルに敷しかれた遊歩道に到とう着ちやくした。アマンテとソレラである。

　二人はターゲットの姿を探しながら、ジャングルの奥へと進んでいく。

「大好真々子たちは、この先に行ったようね。……フフフ。好都合だわ」

「だね～。この先には～、とっておきの罠わなが仕し掛かけてあるからね～」

「そうよ。いちいち説明する必要はないけど、この先は、森の植物たちが全すべてモンスターで、二度とこの島に来たくないと思わせるように、徹てつ底てい的な嫌がらせを……ん？」

　地面のかすかな揺ゆれを感じたアマンテは、顔を上げて、見た。

　ずっと先に見える巨きよ大だいブロッコリーの、茎が膨ふくれ上がり、表面に窓のような部分が現れた。まるでタワーマンションのようになった。

　その手前に、大根やニンジンなど、これまた巨大な根野菜が次々とせり上がってきて、こちらも外観を住居のように変えていく。

　そして。

「あれれ～？　何かこっちに来るよ～？」

「あれは……」

　ジャングルの植物だ。花や草、野菜に、蔦など、モンスター植物たちが群れを成し、根の部分をしきりに動かして駆かけてくる。むしろ逃にげている？

　その大移動の後方では、異変が発生中。足の遅おそいものから順に、遊歩道の脇わきに引き寄せられて……蔦で織られたフェンスや、花型の街路灯、様々な果実が生なる道案内の看板などに姿を変えていく。

「モンスターを使って～、通りが整備されちゃってるみたいなんだけど～……」

「まさか、これは大好真々子の……なんて考える前に、私たちも逃げちょわぁっ!?」

　既すでに遅く、アマンテとソレラはモンスター植物の大移動に飲み込まれた。







　巨大ブロッコリーの高層ホテルに、巨大野菜のコテージ各種。いずれも、宿しゆく泊はく客が自由に利用できる、湧わき水のプール付き。

　果物型の店てん舗ぽがいくつも連なっている、複合施し設せつも誕生。

　おまけに、真っ白な大理石で作られた真々子の巨大像も出現した。

　これにて完成。

「これよ！　これこそ、あたしたちが求めたリゾートよ！」

「計画立案から、約半日で、ついに完成しましたね。感無量です」

「自分、嬉うれしいです！　ばんざーい！　ばんざーい！」

　あまりにも見事なリゾート設備の出で来き栄ばえに、ワイズたちは感動しきりだ。

　対照的に、真人は若じやつ干かん、呆あきれ気味である。

「モンスターにお仕置きするついでに、建築素材に変化させて利用するとか……呆れるを通り越こして、感心も通り越して……何も言えんわ」

　白く輝かがやく真々子の像を見上げて、深々とため息を吐つく真人だった。

　で、そのご本人様の様子をうかがうと。

　ぺたりと地面に座り込んで、肩かたで息をしている。

「……はぁ……はぁ……」

「ちょっ……お、おい母さん？　大丈夫か？」

「え？　あ……ええ、大丈夫よマー君。心配いらないわ。お母さんは平気よ。ほら、この通り。元気一いつ杯ぱい」

　細っそい腕うでで、力こぶを作って、元気ポーズ。さらに、にっこり。

　普ふ段だんと変わらない笑え顔がおに、たくさんの汗あせを張り付かせながら、「よい、しょ」真々子がやっと立ち上がった。

「ふぅ。これでリゾートは完成かしらね」

「あ、ああ、まあ、そうみたいだな。ワイズたちも満足してるみたいだし……」

　と思ったのだけど、能天気な呼びかけが聞こえてくる。「真々子さーん！　ちょっと聞いてー！」何か思いついたのだろう。目が欲よく望ぼうでキラキラ輝いていやがる。

「あいつ、まだ何かあるのかよ。もういいだろ。……母さんは……」

　ちょっと疲つかれているようだから、休ませようとしたのだが。

　当の本人が、真人の背中をポンと叩いて、止めてきた。

「マー君。大丈夫よ。大丈夫」

「大丈夫って言われてもさ……その、なんていうか……」

　すごく簡単な一言なのに。

「（要は、心配してるってことなんだけど……）」

　その一言が、無む駄だに照れ臭くさくて、なかなか口から出てこない。

　出てこないまま、真々子に押し込まれてしまう。

「マー君。お母さんはね、マー君たちのためだったら、もう何でもできちゃいそうな気がするの。どんどん力が湧わいてくるの。マー君がいれば、お母さんパワーは無限大よ」

「そんな無茶な……いやまあ、ゲーム世界に来てからの母さんは、基本的に無茶苦茶だけどさ」

「だからね、マー君は遠えん慮りよせずに、お母さんに甘えていいのよ。たーっぷり、好きなだけ、甘えていいの。そうしてくれたら、お母さんも元気一杯。だから、大丈夫」

　また、母親の『大丈夫』だ。そして、にっこり。

「（母さんが、そこまで言うなら……それで、いいのか？）」

　どうだろう。迷う。いいような気がするけど、ダメなような気もして……

　シンキングタイムは終しゆう了りよう。ワイズたちが集まってきてしまった。

「なんの話してるの？　あたしたちも混ぜてよ」

「……別に、なんでもねーよ。そっちのご用件をどーぞ」

「じゃあ言うけど……真人、じゃなくて、真々子さん！」

「いちいちワンクッション入れるんじゃねーよ」

「あらワイズちゃん、何かしら」

「お店とか色々あるからさ、あたしたちで、それぞれ店のオーナーになって、営業しちゃうとかどう？　面おも白しろそうじゃない？」

「無人島で営業とか、馬鹿じゃねーの？　客がいないだろ。……いてっ」

　足を踏ふまれた。ノールックで。

「ここは真々子さんが作ったリゾートなのよ。客なんて、すぐに集まってくるわよ。……でね、真々子さん。あたしが服屋、メディが化け粧しよう品ひん店、ポータがトロピカルジュースのお店、真々子さんがホテルのオーナーっていうのはどう？」

「あら、いいわね。とっても楽しそう。大賛成よ」

「あれ、俺の店は……？」

「よしっ、決まり！　でねでね、そこで真々子さんにお願いなんだけど……」

「それぞれの店で取り扱あつかう商品やアメニティグッズを、母なる力で生み出すことは可能でしょうか？」

「無理じゃなければ、お願いしたいです！　どうでしょうか！」

「んー、そうね……」

　真々子は小首を傾かしげて考えて。

「よし。必要なものは全部、なんとかしちゃうわ。うふふ」

　にっこりＯＫだ。

「よーし、それじゃリゾート開発計画、第だい二に弾だん！　始めるわよ！」

「「「おーっ！」」」

　ワイズの呼びかけに、メディとポータと真々子が応じた。俄が然ぜん、盛り上がってきた！

　ただし真人を除く。

「……俺は仲間外れかよ」ずーん

「そ、そんなつもりじゃないです！」

「ち、違ちがうわよマー君！　そういうことじゃなくてね！……ね、ワイズちゃん！」

「もちろん。真人には、とっておきの役割を用意してあるわ」

「ほほう、なんだよ」

「真人は腰こしミノを持っている。そしてここは海に囲まれた楽園の島……だったら、やるべきことは一つよ……夜の闇やみを赤く染める、最高のエンタテインメント……そう……ファイアーダンス係に任命するわ！」ふぁいあっ！

「人を腰ミノで判断するんじゃねーよ」

「というのは冗じよう談だんで、真人君には、真人君が一番やりたいことをやっていただこうかと思います。叶かなわないと知って、生ける屍しかばねになるほど、望んだことがありましたよね？」

「俺がやりたいこと？　それって……」

　メディの微笑ほほえみを見つめて、真人はふと気付く。

「……サバイバルか」

「そうです。そのための、アトラクションエリアのようなものを作るのはいかがですか？」

「ふむ……」

　ジャングルの中に一定区画を設けて、サバイバル生活エリアとする。

　必要なのは、範はん囲いを決めることだけ。備品などの用意は不要。むしろ邪じや魔ま。

「（てことは、母さんに力を使わせなくて済むから、そっちの心配は不要だな……）」

　そうして、血ち湧わき肉にく躍おどる、男の中の野生をくすぐる体験ができるとなれば。

「……悪くない話だな」

「そうじゃなくて、最高でしょ。正直に言いなさいよ」

「さいっ、こうっ、ですっ！」

「よろしい。じゃあそういうことで。……それじゃ、まずは……」

「サバイバルエリアの指定だな！　どの辺がいいか……この辺りはモンスターがいなくなって、つまらないから……どこかにいい場所がないか、探してくる！　おらあああっ！」

「あっ、ちょっ、真人!?」

　真人は全力で駆け出した。華か麗れいなフォームで、ひとまず海辺に向かって、遊歩道をひた走る。

　頭の中にあるのは、待望のサバイバル生活のイメージと、心の友の姿だ。

「厳しい自然の中で、自分を鍛きたえ直して、男と男のバトル！　くぅ～、燃えてきた！」

　真人は無我夢中で駆け抜ぬける。

　お尻しりを突つき出した状態で、蔦つたのフェンスに絡からまっている、原住民風の女性二人の真横を。

「サバイバル、はっじまっるよーっ！」

　真人は脇わき目めも振ふらずに駆けていった。







「ああ、行っちゃった……ったく、馬ば鹿かなんだから」

「よほど嬉しかったのでしょうね。ワイズさんのおかげです」

「あら。サバイバルのアイデアを出してくれたのは、ワイズちゃんだったの？」

「え、あ、えっと……ポータだったかな～……」

「自分じゃなくて、ワイズさんです！　真人さんがちゃんと楽しめるようにするには、どうしたらいいか、すごく真しん剣けんに考えてむにゅにゅ？」

「ぽ～た～？　言わなくていいのよ～？　ね～？」

　ポータのほっぺをむにゅむにゅして、ちょっと静かにしてもらって。

　手で顔を扇あおいで、頰ほおの熱を冷まして、ワイズがリーダー。

「はいじゃあもうこの話は終わりにして、行動を開始するわよ。まずは……」

「何から作ればいいのかしら。なんでも言ってね」

「ありがと、真々子さん。でもそうじゃなくて……リゾート開発第二弾の前に、ポータのバッグ探しよ。これ以上、真々子さんに無理させるわけにはいかないからね」

「え……？」

　真々子が、思わずきょとんとすると。

　ワイズとメディとポータが、一列に並んで、ぺこりと頭を下げた。

「ごめんね、真々子さん。本当にごめんなさい」

「え？　急にどうしたの？」

「聖せい剣けんがない状態で大地の力とか使うと、めっちゃ疲れるんでしょ？」

「ここの建物を作り終えた後、すぐに立ち上がれないほど疲ひ労ろうしているご様子でした。あるいは、水上コテージの時も……もっと早くに気付くべきでした。申し訳ありません」

「そ、そんなことはないわよ？　大だい丈じよう夫ぶだから……」

「大丈夫じゃないです！　ママさんは、真人さんや自分たちのことになると、無理してでも頑がん張ばっちゃいます！……なので、正直に教えてほしいです！」

　三人の少女が、真ま面じ目めな顔つきで見つめる。

　取り繕つくろおうとしていた真々子だったが、観念して、申し訳なさそうに微笑んだ。

「実は、そうなの。いつもよりも疲れちゃう感じで……どう言ったらいいかしら……いつもなら、一つまみくらいで充じゆう分ぶんなのに、今は大さじで何なん杯ばいも入れないといけない感じ、かしらね」

「あー、えっと……滅め茶ちや苦く茶ちやなあれもこれも、真々子さんにとっては、料理するのと大体同じ感覚なのね」

「でもね、聖剣だけが問題じゃないと思うの。確かに、物足りない感じはするけど……それ以上に……こう、つまみを捻ひねって、コンロを強火にしたのに、弱火にしかならないような……蛇じや口ぐちをいっぱいまで回しても、水がちょろちょろとしか出ないような……」

「それは、故障ということでしょうか？」

「へっ、くしゅん！　あーもー、メディがコショウとか言うからー」

「ワイズさんは私が責任もって始末しておきます」

「もしかして、何かが詰つまっちゃってるんでしょうか！」

「詰まっている……そうね……何かに邪魔されているような感覚がするわ。何かあるのかしらね、この島には」

　言って、真々子はふと仰あおぎ見た。

　その視線の、はるか先には、絶ぜつ壁ぺきの山がある。

「でも、あまりはっきりしないことだから……まずは、みんなの気持ちを有あり難がたく受け取って、装備をちゃんと整えるところから始めましょう。開発の第二弾は、その後でね」

「よっし決まり。それじゃ早さつ速そく、ポータのバッグ探しを始めるわよ」

「まずは私たちの落下地点を見つけるところからですね。どの辺りだったでしょうか……ジャングルのコテージから、それほど遠くない場所だったように思いますけど……」

「てことは、一度、戻もどった方が早いんじゃない？」

「はい！　ジャングルを通り抜けようとしたら、迷っちゃいそうです！」

「ここは安全第一で、行きましょう。おー」

　一行は移動開始。島の繁はん華か街がいエリアに背を向けて、遊歩道をてくてく進む。

　歩きながら、口を動かすことも忘れない。それが女性の嗜たしなみだ。

「それにしても、ワイズちゃんったら……うふふ」

「真々子さん？　急に笑って、どうしたの？　あたしがどうかした？」

「マー君のことを真剣に考えてくれたのよね。それがとっても嬉うれしくて。うふふ」

「ちょっ、その話はもういいってば！　おしまい！……べ、別に、そういう意味で、真剣に考えたわけじゃなくて……！」

「ワイズちゃんだったら、大だい歓かん迎げいよ。お母さん面接も合格。そうね……マー君とワイズちゃんのお家は、二世帯住宅にするのはどうかしら」

「いきなり同居の計画!?……あーでも、相手が真々子さんなら、むしろ同居したいかも」

「そういうことでしたら、私も立候補させていただきたいです。是ぜが非ひでも」

「自分も、ママさんと一いつ緒しよに暮らしてみたいです！」

「あらあら。それじゃ、メディちゃんもポータちゃんも、一つ屋根の下で一緒に暮らして……誰だれがマー君と結けつ婚こんするかは、その後ね。うふふ」

「家事は完かん璧ぺき、バトルでも無む双そう、最強無敵のお母さんとの同居が主目的で、真人はおまけ扱いとか……あいつって、結局そういう運命なのよね……頑張れ、真人」

　過か酷こくな宿命を背負う勇者を想おもい、そっと黙もくとうを捧ささげるワイズだった……

　と、その時。

「……ん？　何あれ」

　ワイズは、ふと目にした。遊歩道の脇わきの、蔦のフェンスから、何かが突き出ている。

　丸々として、皮に包まれていて、うっすらと割れ目がある何かだ。二つある。

「何これ、桃もも？……桃にしては、大きすぎだし、なんか形が変だけど……」

「どうかしましたか？……これは……」

　様子を見に来たメディと一緒に、顔を近づけて、じっくり眺ながめて。

　とりあえず鷲わし摑づかみしてみる。わしっと。「あ、柔やわらかい」「柔らかいですね」むにむに、もにもに、かなりの弾だん力りよくが……

「「ふひゃぁっ!?」」

　いきなり、桃が色っぽい悲鳴を上げた、というか。

「ひょっほ！　わはひのおひひを、ほんへいふほは、はえはほ！」

「はへへほ～！　へんはほえはへひゃうひょ～！」

「え、桃がしゃべった？……というか、この声……まさか!?」

「ワイズさん！　そのまさかです！　見てください！」

　フェンスの奥を覗のぞき込んでみると、蔦で雁がん字じ搦がらめになっている胴どう体たいがあって、その先に見覚えのある顔が……

　蔦で猿さる轡ぐつわされているアマンテとソレラの顔がある。

「リベーレ四天王!?　なんでこんなとこに!?……ていうか、この状態は……どゆこと？」

「そういう趣しゆ味みの人たちだった。そういうことですね」

「「ほうひゃはふへっ！」」

「ワイズさん、メディさん。どうしたんで……わわっ！」

「あらあら。アマンテちゃんと、ソレラさんね」

「「ふひっ!?」」

　真々子の顔を見た途と端たん、二人の顔が壮そう絶ぜつに引き攣つった。

　一方。

「よくわかんないけど……これって、チャンスよね」にやり

「絶好の機会ですね。その姿勢も、実に好都合です」にっこり

　昏くらく微笑んだワイズとメディが、その辺に落ちていた木の棒を拾い上げて、素す振ぶりを始めた。ブンブンッ！「「ふひいいいっ!?」」四天王のお尻が終わる……

　そんな時だった。




「仕置きは不要だ。こちらでやる」




　フェンスの向こう側の茂しげみから、冷ややかな声が投げかけられた。同時に小こ柄がらな人ひと影かげが出てくる。

　まさに影のように黒い、かなり大きめサイズのコートを着用。頭は対照的に、くすんだ白色のショートヘア。目つきは、非常にぼんやりとしていて。

　可愛かわいらしい顔立ちや声こわ色いろからすると、女の子のようだが……

　すぐに背後から、複数のスケルトン兵が現れて、アマンテとソレラの体を摑つかんだ。「「いひゃいいひゃいっ!?」」絡まっているところを、無理やり引っ張って、ジャングルの奥に引きずり込もうとしている。

「これも仕置きの一いつ環かんだ。遠えん慮りよはいらん。なるべく首が絞しまるように引っ張ってやれ」

「「んひぃ～っ!?　いひゃいいひゃいいひゃいいひゃいっ！」」

「ちょ、ちょっと待って！　二人とも痛そうよ！　もうちょっと優やさしく……！」

　見かねて、真々子がフェンスに駆かけ寄ると。

　小さな手の平が、そっと突き出されて。

「お前は、大好真々子だな。まずは挨あい拶さつしてやる。受け止めてみせろ」

　その手が、ぐっと、真々子の腹部を押した瞬しゆん間かん。

「え……っ!?」

　真々子が弾はじかれたように飛んで、背後のフェンスを飛び越こえて、そのままジャングルに突っ込んだ。

　一いち撃げき、いや、軽く押されただけで、あの真々子が易やす々やすと吹ふき飛ばされた。

　目の前で何が起きたのか、確かに目撃したのだが、ワイズも、メディも、ポータも、まだ理解できない。何も言えない。呼吸さえ忘れている。

「なんだ、この程度なのか……いや、装備がないから、この程度なのか？　だったら今は戦う価値がないな。またの機会にしよう」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者は、アマンテとソレラを担かつぎ上げたスケルトン兵を引き連れて、茂みの奥へ戻っていった。
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　その姿が完全に見えなくなって、音も聞こえなくなって、しばらくして。

　やっと、ワイズたちは我に返った。

「な……なんなの……何よあれ!?」

「背中に反はん抗こう組織のマークが見えました……まさか三人目の……そ、それよりも！」

「ママさんっ！　ママさーんっ！」

　真々子の無事を確かく認にんするため、三人は大急ぎでジャングルに駆け込んだ。







「……よし、この辺りでいい。その馬ば鹿かどもを捨てて、お前たちはアジトに帰き還かんしろ」

　スケルトン兵たちは命令に従い、「いへっ!?」「いはっ!?」アマンテとソレラをジャングルに放ほうり捨てて、黙もく々もくと去っていった。

　散々な扱あつかいをされた二人が、怒いかりの力で蔦つたを食い千切って、睨にらみ上げる。

「フラテロ！　私たちをなんだと思っているの！　仲間は丁てい寧ねいに扱いなさいよ！」

「体中が痛いよぉ～！　体に傷が残ったら～、フラテロのせいだからね～！　責任取ってよね～！」

「うるさい黙だまれ。無能な役立たず共が」

「失礼ね！　私たちは……！」

「昨日立てた作戦の通りに、大好真々子たちを島から追い出せたのか？」

「うう～、それは～……できなかったけど～……」

「蔦に絡からまって、無様な姿を晒さらして、挙句、正体に気付かれて……これを無能で役立たずと言う以外に、なんと言えばいい？　教えてくれ」

「くっ……」

「む～……」

　ぼんやりとした目で、じっくりと眺められてしまって。反論できないアマンテとソレラは顔を伏ふせるしかなかった。

「馬鹿で無能な女たちめ……反へ吐どが出る」

　二人から、さっさと視線を外して、フラテロはジャングルを眺める。

「作戦を変へん更こうするぞ。アマンテ、ソレラ。お前たちは、無む駄だに強力な身体能力とアンデッド兵を使って、ポータのバッグを探せ。お前たちがこの島にいることは、もうバレている。手段を選ばず、絶対に入手しろ」

「ぶ～ぶ～！　ボロボロの私たちを働かせるなんて～、ブラックだよ～！」

「バッグを入手して、どうするつもりなのよ」

「大好真々子に返へん却きやくする。相手が万全の状態になったところで、正々堂々、私が戦いを申し込んで撃げき破はする」

「え？　ちょ、ちょっと、正気なの!?」

「相手はあの真々子さんだよ～!?　どうせ戦うなら～、装備がない今の方が～、絶対に有利なのに～！」

「問題ない」

　フラテロは、自身の手を見つめて、力強く握にぎった。

「ワシには……」

「「ワシ？」」

「をほんっ……私には力がある。最強と謳うたわれる母親を、片手で容易たやすく吹き飛ばせる力がな。リベーレ四天王が一人、母を力で脅おびやかす者……この〝母ぼ脅きようのフラテロ〟にかかれば、大好真々子なんて、恐おそれるに足らんけぇの」

「「けぇの？」」

「をほんっ」

　フラテロという名の一いつ匹ぴき狼おおかみは、ぼんやりとした眼まな差ざしで歩き出す。

「私は連中の拠きよ点てんを監かん視ししておく。バッグを手に入れたら、すぐ届けに来い。いいな？」

「ちょっと待ちなさい！　勝手なことばかり言って、何様のつもりよ！」

「ちょっと強いからって～、調子に乗りすぎだよ～！　フラテロなんか～、ジャングルの罠わなに引っ掛かかって～、痛い目に遭あえばいいよ～！」

「ふん。私は、お前たちと違ちがって、自分たちで仕掛けた罠に引っ掛かるような馬鹿じゃない。そんな馬鹿じゃない」

　大事なことなので二回言って、フラテロはジャングルに消えていった。

















第三章　事件は、俺がいない場所で起きる。俺に探たん偵ていの素質はないと悟さとった。









　水平線から朝日が昇のぼり、水上コテージを照らしている。

　窓から差し込んでくる猛もう烈れつな明るさを顔に浴びて、真まさ人とは目を覚ました。

「うう……朝か……ふわぁ～……っと」

　眩まぶしさに背を向けて、ぼけーっと周囲を見み渡わたす。

　ここは寝しん室しつ。それほど広さがない室内に、五つのベッドが窮きゆう屈くつに並べられている。それぞれにエキゾチックな天てん蓋がいが備え付けられていて、リゾート感を満まん喫きつできる仕様になっているものの、それでもやっぱり窮屈さは否いなめないのだが。

　今は真人しかいないので、寝室が広く感じられる。

「みんなは、もう起きたのか……ん？」

　ふと聞こえてくる。

　トントントンと、まな板の上で何かを切っているような、料理の音だ。

「……ったく、無理するなって、あれほど言っておいたのに！」

　真人は、急いでパジャマからアロハシャツと短パンに着き替がえて、寝室から飛び出した。







　水上コテージの内部は、それほど広くない。寝室のドアを開けると、いきなりリビングだ。貝かい殻がら型のソファが置かれたくつろぎ空間があって。

　そのすぐ横がキッチン。一言言ってやらないといけない人の背中が見える。

　鼻歌交じりで、いつものように朝食の準備をしている真ま々ま子こだ。

「おい母さん！　ちょっといいか！」

「あらマー君、おはよう。今日は早いのね。一人で起きられたご褒ほう美びに、お母さんがいい子いい子してあげるわ」

「お気持ちだけで結構だよ！　そうやって、ふざけてる場合じゃなくてさ！」

　勢い任せに怒ど鳴なってしまいそうになったが。

　そこを、ぐっと堪こらえて、深呼吸して、真人は冷静に言う。

「昨日、四天王の連中とばったり遭そう遇ぐうして、そのうちの一人に、派手にぶっ飛ばされたんだろ？　動いて大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「あらあら。心配してくれてありがとう。でも大丈夫よ」

「こういう時の、その言葉は、いまいち信用できないんだが……」

「本当に大丈夫よ。殴なぐられちゃったわけじゃなくて、こう、ぽーんって、後ろに下げられちゃっただけだから」

「ノックバック攻こう撃げきを食らった、てことか？……それにしたって……」

　真々子がまともに吹ふき飛ばされるなんて、異常な事態だ。

　それなのに、装備がないため回復魔ま法ほうは使用不可。回復アイテムもなく、素材もなくて作成不可。何も処置がされていない。その上で、真々子は普ふ段だん通り、早起きして、朝食を作っている。

　と。

「うふふ。マー君は、お母さんのことを心配してくれているのね」

「そ、そりゃまあ、一応……それなりに……」

「それじゃ、お母さんは、大切な息子むすこを心配から解放してあげないといけないわね。……マー君、ちょっとしゃがんでくれるかしら」

「え？　ああ、いいけど……」

　とりあえず言われた通りに、真人がその場にしゃがむと。

　真々子が、真人の頭をそっと抱だき寄せて、お腹なかに耳を当てさせた。

「……おい」

「さあマー君。よく聞いてみて。お母さんのお腹は、殴られて痛い痛いって、言っているかしら」

「言ってねーよ。言うわけねーだろ。アホか」

「じゃあ、お母さんは大丈夫ね。大丈夫」

「ぐぬぬぬ……」

　完全に子供扱あつかいで、あやされてしまって、ひじょーに腹立たしいのだが、その一方で。

　お母さんのお腹という、生物学的な実家から伝わってくる安心感で、妙みように心が落ち着いてしまう。柔やわらか、温か、ほっこりだ。それもまた悔くやしいところなのだが。

　真人は真々子をそっと押し返して、立ち上がった。

「……とりあえず、母さんが言うことを信じてやることにする」

「ありがとう。そうしてくれると嬉うれしいわ」

「ただし、絶対に無理はするなよ。何かあったら、すぐ俺に言え。俺は、母さんみたいに、なんでもできるってわけじゃないけど……そのうち、必ず、母さんを超こえる力を手にするからな！　その予定だからな！」

「わかったわ。期待して待っているわね。うふふ」

「おう！　俺のさらなる進化を、震ふるえて待て！」

　予定は未定だが、その日が来ると信じて。

「あ、そうだわマー君。早さつ速そくだけど、ちょっと頼たよらせてもらっていいかしら」

「おう任せろ！　ご用件をどうぞ！」

「ワイズちゃんと、メディちゃんと、ポータちゃんを、探してきてほしいの。三人で朝のお散歩に出かけたみたいだけど、そろそろ朝ご飯の準備ができるから。全員揃そろって朝食にしましょう」

「最初の仕事は、使い走りかよ……」

　千里の道も一歩から。とぼとぼと歩き出す真人だった。







　水上コテージを出た真人は、長い桟さん橋ばしを渡わたる。

　気楽に散歩気分で、と言いたいところだが、気楽は無理だ。

「あの母さんを、片手一本で吹き飛ばした奴やつがいたんだよな……三人目の四天王かもしれないって、メディが言ってたけど……もし俺が、その場にいれば……」

　なんとかできたはず、なんて、冗じよう談だんでも言えない。

「はぁ……青い空、青い海、白い砂すな浜はま……この最高のリゾートで、勇者たる俺に与あたえられた使命は、使い走り……これが俺の現実……嗚あ呼あ、誰だれもが驚おどろくような力が欲ほしい……」

　楽園の風景の中で、一人だけ、どんよりと曇くもりながら。

　真人は砂浜までやって来た。

「とりあえず、三人を見つけないと、飯が食えないからな。頑がん張ばって探しますか。……おーい、飯の時間だぞー！　全員集合だー！」

　呼びかけてみるが……返事なし。

　海にも、砂浜にも、ジャングル方面にも、誰の姿も見当たらない。あるのは、微び妙みように焼け焦こげているヤシの木とか、ヤシの実とか……

　大きな焼き桃ももだけだ。

「……ん？　桃？　こんなところに？　しかもなんか焦げてる？」

　丸々として、皮に包まれていて、薄うっすらと割れ目がある。桃っぽい何かだ。

　ジャングルと砂浜の境目付近に、蔦つたが不自然に密集していて、そこに桃が生なっている……生っているというか、突つき出ている？

　とにかく。

「朝飯のデザートによさそうだな。ついでに回収しておくか」

　両手で、丸みをわしっと摑つかんで、「お。柔らかいな。潰つぶさないように」もにむにと、感かん触しよくを楽しみながら、慎しん重ちように収しゆう穫かくを……




「んゃっ？」




　聞き覚えがある、ぼんやりとした声がした。

「あれ、この声は……フラテロ？」

「その声は、あんちゃんか。ワシの尻しりを揉もみしだいとるのは、あんちゃんなのか」

「え、桃がしゃべった……というか、え、尻？　これ尻？　フラテロの？」

「じゃけぇワシの尻じゃ言うとる。やめい」

「お、おう！　すまん！」

　すごく冷静に怒おこられて、真人は慌あわてて手を離はなした。

「やれやれじゃ……ジャングルに入ったら、蔦モンスターに身ぐるみはがされて……着替えてここまで来たら、自分たちで仕し掛かけた罠わなにかかるとはの……とんだ間ま抜ぬけじゃ」

「え？　自分たちで仕掛けた？」

「なんでもない。……それより、あんちゃん。なんとかしてくれ。一つ借りじゃ」

「はいよ。後できっちり払はらってもらうからな」

　作業開始。とりあえずフラテロの腰こしを摑んで、思いっきり引っ張ってみる。「ぅんぎゃぁぁぁ」「がっちり絡からまってるな」フラテロから変な声が出た。なんかヤバそうだ。

　絡み付いた蔦を引き千切る作戦に変へん更こうする。徐じよ々じよに、体、華きや奢しやな手足、葉っぱに塗まみれた白い頭が見えてきて……

「ここまでくれば、引っ張り出せそうだ。いくぞ……せーのっ……うおっと!?」

「んゃっ」

　後ろから体を抱かかえて、力いっぱい引っ張ると、意外とあっさり抜けて、真人はそのまま後ろに倒たおれてしまった。

　真人の腹の上に、ぺたんこ座りしたフラテロが、ふらふら揺ゆれながら、ぼ～んやりと見下ろしてくる。

「ふぅ～。助かったぞ、あんちゃん」

「どういたしまして。……つーかお前、軽いな。ちゃんと飯食ってるのか？」

「食っとるぞ。じゃが、なかなか筋肉がつかん。なんでかの」

「俺に聞かれても、わかんねーよ。そういう体質なのかもな」

　真人は何気なく、フラテロの体を触しよく診しんしてみる。確かに筋肉不足の体だ。肩かたも、腕うでも、腰回りも、脚あしも、贅ぜい肉にくはもちろん筋肉もない。

「（……なんか、ポータと体つきが似てる？）」

　もちろん、ポータをこんなにベタベタ触さわったことはないが、体型というか骨格がよく似ているかも……

　と、不意にフラテロが立ち上がって「ぐぇ」「おお、すまんの」真人の腹からぴょいっと飛び降りた。

「こうして再会したからには、男の友情を拳こぶしで確かめたいところじゃが……ふわぁ……一晩中、蔦に絡まってもがいておったけぇ、さすがに眠ねむい。今はバイバイじゃ」

「そうしろ。体中が草臭くさいから、ちゃんと風ふ呂ろも入れよ。……つーか、風呂あるか？　ないなら、使わせてやってもいいけど……」

「それだと、あんちゃんへの借りが二つになる。お断りじゃ」

「妙なところにこだわる奴だな……」

「男たる者、こだわってナンボじゃ。助けてもらった借りは、次に会った時にきっちり返すけぇの。じゃあの」

「はいよ。じゃあの」

　フラテロはさっさとジャングルに突とつ入にゆうして、去ってしまった。

　男バトルをちょっと期待していただけに、残念だが、真人は聞き分けよく見送って……

　そんな時だった。ワイズたち三人が、何やら興奮した様子で砂浜を駆かけてくる。

「あっ、真人じゃん！　いいところに！　ちょっと聞いてよ！」

「いきなりなんだよ。俺もちょうど、みんなを探してたところで……」

「真人君の話よりもまず聞いてください！　島が人で溢あふれています！」

「ホテルにも、お店にも、働いてる人がいて、荷物もどんどん運ばれて来て、本当にリゾートになってます！」

「……え、マジで？」







　手早く食事を済ませて、真人たちは水上コテージから飛び出した。

　足早に桟橋を渡っている間にも、島の劇的な変化が視界に飛び込んでくる。

　空には数すう隻せきの飛空艇てい。向こうに見える海上には、複数の大型帆はん船せんが停てい泊はく中。大量の人を乗せた小こ舟ぶねを海面に下ろしている。小舟は、人魚たちに牽けん引いんされて砂浜へ。

　そして小舟から、さらに上空の飛空艇からも、旅行バッグを抱えた獣じゆう人じんたちが飛び降りて、我先にと島に上陸している。

「あらあら。観光客がたくさん。大繁はん盛じようね」

「いきなり繁盛しすぎだろ……」

　大移動する観光客の流れに乗って、遊歩道へ。

　こちらも人だらけだ。観光客のみならず、地元ガイドのような人たちまでいる。「立ち止まらないでくださーい！」「自生している果物を勝手に食べないでくださーい！」熱心に働いてくれているようで、そこは好印象だが。

　じりじりと進み、やっと島の繁はん華か街がいエリアに到とう着ちやくすると、こちらもだ。

　各種果物型店てん舗ぽの商業施し設せつに、根野菜型のコテージの入り口に、高層ブロッコリーホテルの窓の上から下まで、びっしりと人の姿がある。

「うっわ……人だらけで、耳と尻尾しつぽだらけだわ……」

「宿しゆく泊はく施し設せつにも商業施設にも、働いている人たちがいて営業中……一夜にして、本当にリゾート地になりましたね」

「もしかして、またママさんに無理をさせちゃったんでしょうか……」

「なんのことかしら……ああ、そうだわ。ポータちゃんたちが、母親を気き遣づかってくれる、いい子だったから、母なる力が願いを叶かなえてくれたのね。きっとそうよ。うふふ」

「適当なこと言いやがって。実はこっそり願ったんだろ。ったく……ん？」

　真人は、ふと目にする。

　一人で真々子の巨きよ像ぞうを見上げている獣人の女性がいる。黒く尖とがった耳と、細長い尻尾を生やしている、長い黒くろ髪かみの。

　ちょっと露ろ出しゆつが多い夏物の修道女服を着用している猫ねこ型獣人が、そこにいる。

「修道女服……嫌いやな予感がするな……よし、俺は何も見てない。何も気付かなかった」

　と、真人が視線を逸そらそうとした時だった。

　女性が即そく座ざに死亡して、棺かん桶おけに納められた。

「おい……」

「真人、観念しなさい。これはもう運命よ。……こんなあり得ない死に方して、あたしたちの前に棺桶を晒さらす人なんて、一人しかいないわ」

「くっ！　だから避さけようと思ったのに！」







　対価として、真々子のサインを贈ぞう呈ていして、親切な観光客から蘇そ生せいアイテムを入手した。

　それを使って生き返らせると、やっぱりその人だ。棺桶が完全に霧む散さんする前から、冷静沈ちん着ちやくな瞳ひとみが、じーっと見つめてくる。

「……どうも、シラーセさん」

「お久しぶにゃりです。この度たびも生き返らせていただにゃき、ありがとうござまにゃす」

「さっそくですけど、〝にゃ〟を付ける場所がおかしいですよね。猫キャラやるなら、やるで、ちゃんと語ご尾びに〝にゃ〟を付けましょうよ」

「テンプレの踏とう襲しゆうも大事にゃことですが、新たな可能性を模も索さくするにゃことも、同様に重要でにゃあると考えているシラーセ……いえ、シニャラーセですとお知にゃらーせいたにゃします」

「そうやって思い付きで名前を変えるのも、やめましょうよ」

「にゃあそう言わずに」

　今の彼女は、本人が飽あきるまで、謎なぞの猫型修道女シニャラーセだ。

「んで、そのシニャラーセさんが、にゃんでここにいるんですか？」

「それは、どうにゃして私が愛あい知ちサーバーの世界にいるのか、という質問ですか？　答えは簡単でにゃすよ。私は、皆みなさんの安全かつ快適なゲームライフを支し援えんにゃするための存在です。たとえそこが、にゃ地じ獄ごくの果てでも、皆さにゃんの存在を嗅かぎ付けて、馳はせにゃ参じます。それが私の仕事でにゃす」

「むしろ安全性と快適さを脅おびやかす人が何か言ってる……地獄の果てまで行っても、俺たちに安息の地はないのか……というか、にゃ地獄って、ここだ……」

「どこにゃへ行こうとも、実の母親と、仲間と、他所よその母親までつにゃいてくる。素す敵てきな冒ぼう険けんですにゃね。フフニャフ」

　からかうように、真人の肩をポンと叩たたいて。

　シニャラーセは真々子たちと向き合った。

「シニャラーセさん。お耳と尻尾がお似合いにゃ、ね。うふふ」

「観光気分で、少し羽目を外してしまにゃいました。お恥はずかにゃしい限りです。……それで、真々子さんたちは何な故ぜこちにゃらに？　この島は諸事情により、地図に記き載さいさにゃれていないはずですが」

「本当は、ゴボドー大集落から南の島へ、バカンス旅行に行くはずだったんだにゃ、なんだけど……」

「途と中ちゆうで飛空艇から落っこちて、あたしたちはこの島に墜つい落らくにゃ。ひゅ～、どーん。その拍ひよう子しに、装備を全部なくしちゃって、マジで裸はだかの状態からサバイバル開始にゃ」

「ですが、真々子さんのおかげで事にゃきを得て、せっかくですから、島をリゾート開発してバカンスしましょう、ということににゃりまして……」

「様子を見に来たら、シラーセさん、じゃなくてシニャラーセさんに会いましたにゃ！」

[image: ]

「おい、みんな。無理して調子を合わせなくていいんだぞ。そんなことしたら、この人がもっと調子に乗るだけだぞ」

「そにゃういうにゃことでしにゃたか……」

「ほらみろ。もう何を言ってるのかわからないレベルになってるぞ。頼たのむからもう支援はやめろ」

「わかったわよ。……っと、会ったと言えば、残念なことに、この島でアマンテとソレラにも会ったわよ」

「加えて、三人目と思われる四天王にも遭そう遇ぐうしました。一いつ瞬しゆんでしたので詳しよう細さいは不明です」

「なるほにゃど。大体の事情はわかにゃりました。お知にゃらーせいただき、ありにゃがとうございます。……取り急ぎ、私からとしまにゃしては……」

　シニャラーセは一同の姿を見み渡わたして、バッグを所持していないポータをじっと見つめて、かすかに表情を曇くもらせた。

「皆さんが装備を全すべてなくされた、というにゃ点が、最もショッキにゃングなお知にゃらーせですね」

「ううう……す、すみません……」

「ポータが悪いわけじゃないからね。あれは、どうにもならない状じよう況きようだったでしょ」

「旅行で浮うかれて、何も考えずに大事な装備を手放したのは、私たちのミスです」

「私にゃとしても、紛ふん失しつしたことを責めるつもりはありまにゃせん。……ただ、そうにゃなってくると……計画通りに進行するのは、かなり厳しくなるにゃかにゃと、そう思っただにゃけです」

　シニャラーセは深刻そうに考え込んでいる。

「計画って……あー、はい、何かあるんですね」

「正直に申し上にゃげます。あります。運営権限で皆さんの居場所を突つきにゃ止めた時には、こにゃれで勝ったも同然と、大喜びした次し第だいですにゃが……装備がないとなると……まず、ワイズさんとメディさんは魔ま法ほうが使にゃえませんね？」

「残念ながら、その通りよ」

「私はともかく、ワイズさんについては、普ふ段だんとあまり変わらな……いたっ！」

「あー、メディごめーん、あんたの足が踏ふまれたがってたからさー」ぐりぐり

「ポータさにゃんのアイテムに頼たよることもでにゃきない。真にゃ人君も戦力外」

「くっ……違ちがう、違うぞ……元から戦力外扱あつかいじゃない……装備がないからだ……」

「そにゃして、真々子さんも」

「あら、私だったら大だい丈じよう夫ぶよ。聖せい剣けんがなくても、なんとかして……」

「母さんストップ。それは俺たちが認めない」

　真人の宣言に、ワイズとメディとポータが揃そろって頷うなずいた。無理は禁止だ。

「となると、やはにゃり厳しいですね……」

「その口調からは厳しさが少しも感じられないんですけど……まあ、そうですね。残念ながら、俺たちはお役に立てない感じで……」

「いえいえ、もにゃちろん、お役に立にゃっていただきますが、装備がないにもかかわらにゃず巻き込まれて大変だろにゃうなーと、そう思っていにゃる次第です」

　シニャラーセが、さも当然のように言い放った。

　真人たちの顔が青ざめる。

「おいヤバいぞ！　急いで装備を取り戻もどさないと、本気でマズい！」

「なんやかんやで巻き込まれる前に、バッグの捜そう索さくね！」

「急ぎましょう！　一刻の猶ゆう予よもありません！」

「自分、本気の本気の本気で頑がん張ばりますっ！」

「よし、ここは手分けして探すぞ！　俺は……！」

「まずはこの辺りで、誰だれか拾ってくれた人がいないか、聞いて回りましょう。ジャングルは危ないから、一人で行くのはやめましょうね。お母さんとの約束よ」

「あーはいはいわかったよ！　じゃあ捜索開始だ！」

　各自、思い思いの方向へ散開して、捜索開始だ。







　とにかく急ぎたい真人たちだが、周囲は観光客だらけ。簡単な移動さえスムーズに行えず、肩かたがぶつかって、謝って、走り出したらまたぶつかって、早くも四苦八苦している。

　その様子を、見ている。

「無人島にしておきたい島に、人を集めてしまうなんて、最悪なことをしてくれたわけだけど……」

「これはこれで～、悪くないかもね～」

　お洒落しやれなオープンカフェで堂々と、優ゆう雅がにトロピカルジュースを飲みながら。

　虎とら柄がらアロハシャツを着たアマンテと、骨こつ柄がらアロハのソレラが、真人たちを見ている。

「木を隠かくすなら森。人が増えたことによって、私たちがこうしていても、全然これっぽっちも気付かれない」

「しかも～、真々子さんたちの～、無む駄だな努力を眺ながめながら～、余よ裕ゆうでくつろいじゃうなんて～、最高だよね～」

「果か汁じゆう百パーセントのジュースで喉のどを潤うるおしながら、純度百パーセントの無駄な努力を眺める……最高のひとときだわ」

　アマンテは、足あし下もとに置かれていたバッグをテーブルに載のせた。

　ショルダーバッグだ。側面にぶら下がっているウサギのマスコットが、心なしか落ち込んだ様子で揺ゆれている。

「私たちが先にポータちゃんのバッグを回収したとも知らずに、慌あわてて探し回っているなんて……ふふふっ！　笑いが止まらないわね！」

「馬ば鹿かすぎて～、笑っちゃうよね～！　あっはは～！……んで～、どうする～？　フラテロに言われた通りに～、返へん却きやくしちゃうの～？」

「返すわけないでしょ。フラテロの命令を聞かなければならない理由なんて、ないもの。……それより、上手うまく活用して、連中に一ひと泡あわ吹ふかせてやりたいわ。特に賢けん者じやワイズと癒ゆ術じゆつ師しメディには、一泡も二泡も吹かせてやらないと」

「それ賛成だよ～。昨日の借りを返したいよね～。……ん～、でも～、考えるのは後にしてさ～……まずは～、真々子さんたちを出し抜ぬいたお祝いをしよ～！」

「そうね。まずは勝利のお祝いよ！　ふふふ！　あはははっ！」

　乾かん杯ぱいを交かわして、上じよう機き嫌げんのアマンテとソレラが笑い声を上げた。

　その様子を、見ている。

「……にゃ客様、確かく認にんさせていただにゃいてよろしいでしょうにゃか？」

「何よ。ジュースの代金だったら、ちゃんと払はらったわよ」

「お代ではなく、今のお話についての確認でにゃす。……テーブルに置かにゃれているバッグは、旅商人ポータさんのバッグというにゃことで、間ま違ちがいにゃありませんか？」

「間違いないわ。持ち主しか開けられないから、中身の確認はできなかったけれど、マスコットには見覚えがあるもの。……というか」

「ウェイトレスがそんなこと聞いてどうするの～？　関係ないでしょ～？　ていうか～、その変な口調はなんなの～？」

　アマンテとソレラがイライラして振ふり返ると。

　冷静沈ちん着ちやくに、じーっと、シニャラーセが見ている。

「え？……あっ……あなた、確か、運営の!?」

「どうぞ、にゃ静かに。まだ真々子さんたちが近くにいにゃらっしゃいます。騒さわぐと気付かれてしまいにゃますよ」

「そっ、それはダメだね～！　戦せん闘とうになっちゃうのは嫌いやだね～！　静かにしよ～！」

「そうしていただけると助かにゃります。……さて」

　身を強こわ張ばらせている二人から視線を外さないまま、シニャラーセは思案する。

「（この状況、どうしたものでにゃしょうか……）」

　真々子たちがバッグを捜索している間、シニャラーセは運営に状況報告でもしておこうかと、カフェに入った瞬しゆん間かんに、この状況だ。

　早々とバッグの在あり処かを突き止めてしまった。大活かつ躍やくすぎる。

「（真人君に自じ慢まんしにゃて、死ぬほど悶もだえさせたにゃいところですが……困りましたね）」

　むしろ、無言で見つめられ続けているアマンテとソレラの方が困っているようだが、さてどうするか。

　とにかくバッグの奪だつ取しゆは必ひつ須す。

「（しかにゃし私は戦闘不可。戦闘以前の問題で、にゃ死ぬ自信もあります）」

　だったら、真々子たちに知らせて託たくすか。

「（今にゃは、装備がなにゃい状態。人が多い周辺状況にゃもよくない）」

　戦闘は避さけたいところだ。じゃあ、どうする？

　ひとまず、テーブルに置かれていたトロピカルジュースを二杯はい、一気飲みして、「ちょっと！　それ私の！」「ああ～！」冷静に考えをまとめた。

「……遊びはここまでにしましょう」

　シニャラーセは、おもむろに猫ねこ装備を外して。

　猫耳カチューシャを、アマンテの頭に乗せて。猫尻尾しつぽアクセサリも、ソレラの頭に乗せて。

「アマンテさん、ソレラさん……よろしければ、私と手を組みませんか？」

　裏切りの言葉を告げた。







　こちらは真人。

　お母さんとの約束を破って、一人でジャングルを捜索中である。

「バッグがあるとしたら、絶対にジャングルの中だ。……俺たちが墜つい落らくした辺りは、サバイバル生活エリアに指定しておいた……過か酷こくなエリアに入ってくる人は少ないはず……人に聞いて回るより、こっちを探した方が絶対に……！」

　効率的だと、思ったんだけど。

「ねえダーリン。あの木をくりぬいて家にしたら、きっと素す敵てきよね」

「そうだねハニー。でも洞ほら穴あな型にするのも捨てがたいかな」

「とーちゃん！　かーちゃん！　ここってなんだか、うちの裏山みたいだね！」

「はっはっは。息子むすこよ、何を言っているんだい。うちの裏山よりマイルドさ」

「食人植物はないのね。とっても安全で、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけしちゃうジャングルだわ」

　サバイバル生活エリアは、既すでに観光客だらけだ。

　しかも、身体能力が高い獣じゆう人じんたちにとっては、人間族にとっては厳しい自然すらも、余裕で遊び場である。「あ～ああ～！」「ひゃっほ～う！」大人も子供も、蔦つたにぶら下がって華か麗れいにターザンごっこしたり。

「よーい……どん！」

「「「うおらああああっ！」」」

　鋭するどい爪つめを立てて、ブロッコリーのつるつるした茎くきを駆かけ上がり、頂上への到とう着ちやく時間を競きそうレースなども独自開かい催さいされている。

　もはやアスレチックエリアである。しかもイージーモードの。

「えっと……ジャングルで遊んできた方はいませんか、って……繁はん華か街がいエリアで聞き込みしてた方が、早かった、のかな……？」

　そんな気がしてきた……お母さんとの約束は、守るべきだったかも……

　と、真人がちょっと反省した時だった。

　周囲の獣人たちが一いつ斉せいに動いた。誰もが耳を、そばだたせて、一様に同じ方向を向いている。海の方向だ。

「……あの、どうしたんですか？」

「今、号ごう砲ほうが聞こえたんだよ。それから……ああ、ほら、何か催もよおし事をやっているような放送も聞こえてくるね」

「そ、そうなんですか？……俺には全然聞こえないんですけど……」

　だが獣人たちにはちゃんと聞こえたらしい。「行ってみる？」「そうだな」「行こー！」周囲の人々が連れ立って、音がする方へ移動していく。

　真人は、どうしようか。

「んー……バッグを探さないといけないんだけど……なんか気になるな……」

　だったら、ちょっとだけ。真人は移動する集団に混ざって、ちょっとだけ見に行くことにした。

　ジャングルを抜けると、そこでは……







　真っ白い砂すな浜はまに、木の棒でラインを引いて、長方形を描えがく。

　そして二つのエリアが均等になるように、真ん中にネットを設置すれば、準備完かん了りよう。

　満を持して、黒ビキニ姿のシラーセが告げる。

「これより……無人島ビーチバレー対決を開催します」

　宣言と同時に、お集まりの観客たちが一斉に歓かん声せいを上げた。「待ってました！」「イエーイ！」「お姉さん、綺き麗れいだよ！」「これでも意外とお母さんですよ。ふふふ」満まん更ざらでもなさそうなシラーセである。

　競技に先立ち、まずは連れん絡らく事じ項こう。審しん判ぱん台に座ったシラーセがお知らーせする。

「さあ始まりましたビーチバレー対決。この対決は、とある組織の協賛により開催されるもので、組織に所属するチームと対戦していただく形式になります。勝負は一セットのみ。十五点先取したチームが勝者となります」

　えー、もっとやれよー、というヤジが飛んでくる。それには応こたえられないが。

　そんなことより早く水着の女の子出せよー、という声にお応えして。

「では早さつ速そく、とある組織のチームをご紹しよう介かいしましょう。こちらの方々です」

　シラーセは、向かって右側のコートの上空を見上げた。そこには。

　畳たたみサイズの魔ま法ほう書が浮うかんでいて、誰だれかが飛び降りてくる。人数は二人。一人が、もう一人を肩かたに担かついだ状態で……

　ずざっ！　と、コートに降り立ったのは、アマンテとソレラだ。

「ふふん。決まったわね」

「どうも～。応おう援えんよろしく～」

　両者とも、セパレート型の組織ユニフォームを着用。何気にスタイルがいい二人の体が、さらにスポーティに引き締しまって見える。恰かつ好こうから既に、やる気に満ちている。

「では続いて、挑ちよう戦せん者をご紹介します。こちらのお二人です」

　手で指し示されたのは観客席の方。群衆が身を引き、道を開けると、二人の少女が肩を並べて歩み出てくる。

「ったく。いきなりシラーセさんから連絡が来たと思ったら、何よこれ。まあやるけど」

　右にワイズ。情熱の真っ赤なビキニを身に付けて、軽くストレッチしながら登場。

「対決に異論はありませんが、日焼けが心配です。さっさと終わらせてしまいましょう」

　左にメディ。清せい楚そな純白のビキニ姿で、髪かみをまとめながら臨戦態勢。

　熱い歓声と視線を背に受けた二人は、向かって左側のコートに入って、ネット越ごしに敵と睨にらみ合う。

「まず聞きたいんだけど、あんたたち二人だけ？　もう一人いるんじゃないの？」

「んっふふ～。どこにいるのかな～。注意しないといけないね～」

「見えない敵に、せいぜい怯おびえているといいわ。……実は私たちも、どこに行ってしまったのかわからないのよ、なんて……」

「いちいち説明しちゃダメだってば～っ！　お願いだからその癖くせを直してよ～っ！」

「つまり、ここにはいないのですね。警けい戒かいを怠おこたってはいけませんが、まずはこの二人への対処に集中できそうです」

「じゃあ次の質問。ビーチバレーで勝負を挑いどんでくるとか、何考えてんのよ」

「それくらいなら教えてあげてもいいわ。……これは、私たちの協力者であるシラーセさんの発案よ」

「シラーセさんの発案って……えっ!?」

「シラーセさんが、敵に協力したというのですか!?」

　愕がく然ぜんとした二人が、審判台に目を向ける。冷静で悪質な微び笑しようを浮かべたシラーセがいる……

「信じられないかしら？　でも事実よ。……私たちの一番の目的は、あなたたちの撃げき退たい。ただ、恐おそれているわけではないけれど、できれば武力による戦闘は控ひかえたい……そんな私たちの事情を鋭く察して……」

「というかアマンテがやっぱり勝手に説明しちゃって～、そうしたら～、ビーチバレーで勝負したらどうですか～って、勧すすめてくれたんだよね～」
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「それって……あー、はい。つまり、武器がないあたしたちも戦闘を避けたいから、利害が一いつ致ちしてたから……」

「シラーセさんが、上手うまく口車に乗せて、こういうことにしたわけですか」

　審判台にいるその人が、冷静で悪質な微笑を浮かべているが……よく考えたら、日ひ頃ごろからそういう表情をする人だった。割りと普ふ段だん通りだ。

「この対決に参加すれば、ポータちゃんのバッグを取り戻もどせる。そううかがいました。それは本当ですか？　本当にバッグはあるのですか？」

「あるわ。……ソレラ」

「はいは～い」

　コートの上空に浮いていた魔法書が傾かたむいて、バッグが転がり落ちてくる。

　アマンテが軽くキャッチしたそれは、ウサギのマスコットが付けられているショルダーバッグだ。

「それってさ、本当にポータのバッグなの？」

「偽にせ物ものという可能性もあるかと思いますが……」

「やれやれ、疑い深いわね」

「だったら～、鑑かん定ていしてもらえばいいよ～。……ポータちゃ～ん、こっちおいで～」

「え？……あ、はい！　自分、鑑定します！」

　応援席から、フリル付きのお姫ひめ様水着を着たポータが駆けてきて、アマンテからバッグを受け取った。

　手にした瞬しゆん間かん、鑑定するまでもなく、一目でわかったようだ。笑え顔がおが、ぱぁっと咲さいた。

「これは、自分のバッグですっ！　間ま違ちがいありませんっ！」

「本物だということが証明されたわね。……じゃあポータちゃん。私たちが対決をしている間、それを預かっていてね」

「なくしちゃダメだよ～？　肌はだ身み離はなさず持ってるんだよ～？」

「はい！　自分、もう絶対になくしません！　ちゃんと身に付けておきます！」

　ショルダーバッグを肩かた掛がけして、これで安心！　ポータはもう嬉うれしすぎて、ぴょんぴょん跳はねながら戻っていった。

「あれ、思ったんだけどさ……これって、バッグを……」

「もう取り返しているような……」

「こそこそと何を話しているの。対決を始めるわよ」

「そっちが勝ったら～、バッグを返してあげるよ～。まあ勝てないと思うけど～」

「「あ、はい……」」

　四天王チームＶＳワイズ＆メディチーム。

　既にポータの手元に戻ったバッグを賭かけて、対決だ！







　ソレラのサーブで試合開始。

「いっくよ～！　そぉ～れっ！」

　打つと同時に、割りと大きい胸が揺ゆれて、男性たちの目が釘くぎ付づけになっている間に、山なりのボールが左側コートに飛んでいく。

　すかさずワイズが落下地点に駆け付けた。

「相手が四天王ってだけでも、対決する理由は充じゆう分ぶん！　やるからには勝つわよ！」

「はい！　いきますよ！」

　ワイズがレシーブ。揺れない。メディがトス。揺れる。そして「せいっ！」ワイズの強きよう烈れつなアタック！　揺れない！

　だが。

「ふん。余よ裕ゆうすぎるわね」

　アマンテが、目にも留まらぬ速さでボールの下に移動して。

　腕うで組ぐみして仁に王おう立ちした状態のまま、ボールを弾はじき上げた。

「ちょっ！　今の……ああ、そっか！　反射スキル！」

「そうよ。あらゆる攻こう撃げきは、弾かれる。このスキルと、私の卓たく越えつした身体能力がある限り、ボールが地面に触ふれることはないわ。……さあソレラ！」

「はいは～い。いくよ～。ト～ス！」

　アマンテがジャンプ。尋じん常じようではない身体能力から、超ちよう強力な一撃が放たれようとしている。ワイズとメディは決死のレシーブを……！

「ふっ……なんてね」とんっ

「「えっ!?」」

　打つと見せかけて、山なりの緩ゆるいボールだ。「騙だまされた！　くっ！」頭上を越こえて、ライン際ぎわに落ちようとするボールを、ワイズが必死に追いかける。

「させないわよ！　とりゃあああっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。ヘッドスライディングレシーブで拾った！

「メディ！　お願い！」

「任せてください！　はあっ！」

　ライン際に浮いたボールを、そのままバックアタック！

　打撃に特化した腕わん力りよくから放たれたボールは、ネット上を鋭するどく通過して、「わわっ!?」ソレラに向かって一直線。運動能力が低い相手を狙ねらった、嫌いやらしい一撃が……

　しかしアマンテが速い。一瞬でソレラの前に移動して、ボールを反射して弾き上げた。

「癒ゆ術じゆつ師しメディなら、そう来ると思っていたわ」

「くっ！　読まれていましたか！」

「だって腹黒だもんね！　弱いところを狙うに決まってるわ！」

「ワイズさん、うるさいです！」

「ありがとアマンテ～！　それじゃ～……ト～ス！」

「いくわよ！　とうっ！」

　アマンテがジャンプ。今度こそ、打たれる！

「メディ！　止めるわよ！」

「はい！　絶対に止めます！」

　ワイズとメディは、呼吸を合わせて、ネット際で決死のブロックを……！

「なんてね」とんっ

　また山なりのボールだ。からかうように、二人の頭上を越えていく。

「またですか!?」

「どいつもこいつも、性た質ち悪いわね！……でも、まだっ！」

　ワイズが必死に追いかけて、ライン際に落ちようとしていたボールを、ヘッドスライディングレシーブ！　今度もなんとか間に合った！

　だが、ボールは相手側のコートまで飛んでしまって。

　来る。

「狙い通りだわ！……賢けん者じやワイズ、覚かく悟ごなさい！」

　アマンテのダイレクトアタック！　三度目の正直。本気の一撃だ。割れそうなほどひしゃげたボールが、猛もう烈れつな勢いで放たれて！

　ヘッドスライディングして、まだ起き上がれない、ワイズのお尻しりに、ボゴスッ！

「いったああああいっ!?」

「よし！　決まった！」

　ボールはラインアウト。四天王チームが一点先制。

　対するワイズ＆メディチームは、一点を失い、ワイズのお尻が終わった。

　観衆が見守る中だが、そんなこと気にしている場合じゃなく、乙女おとめが両手でお尻を押さえて悶もん絶ぜつして転げ回っている。

「んあああっ!?　あたっ、あたっ、あたしのおおおおっ、お尻がああああっ！」

「ワイズさん！　立ってください！　ポイントを取った方からサーブですから……！」

「もう打ったよ～」

「えっ!?……くっ、サービスエースはさせません！」

　ボールがライン際に向かっている。メディは咄とつ嗟さにヘッドスライディングレシーブ。ギリギリのところで拾った。

　ボールは相手側のコートへ飛んでいく。待ち構えているのはアマンテ。

「ワイズさんの二にの舞まいにはなりません！　すぐに立ち上がっ……え？」

　急いで起き上がろうとしたメディだったが、コートにうつ伏ぶせになったまま、体を起こすことができない。

　手足に力が入らないのだ。

「ど、どうして……はっ……これはまさか、アマンテさんの!?」

「なんのことかな～。私は別に～、能力低下スキルなんて使ってないよ～。んっふふ～」

「そんなわけないでしょう！　くっ、卑ひ劣れつなことを！」

「それじゃアマンテ～。私の分もよろしく～」

「引き受けたわ。せいっ！」

　アマンテのダイレクトアタック！　豪ごう速そくのボールが一直線に！

　メディのお尻に、ズドンッ！　クリティカルヒット！

「んいああああっ!?　ふわああああっ!?」

「命中だよ～！　アマンテ～、褒ほめて遣つかわす～！　あっはは～！」

「ふふん。ここに復ふく讐しゆうは成った。……あなたたちに弄もてあそばれた、お尻の恨うらみ……きっちり返してあげたわよ！」

　昨日、桃ももと勘かん違ちがいされて揉もみまくられたことを、相当、根に持っていたらしい。

　だがちょっと言い方に配はい慮りよが足りなかった。観客の男性も女性も、顔を赤くして、両チームのメンバーを交こう互ごに見ている。「へ、変な意味じゃないわよ!?」「違ちがうよ～!?」あながち間違っていないが。

　試合中である。

「どんどんいっちゃお～。ワイズちゃんも動けなくなっててね～」

「ちょっ、やめなさいよ！　ああもう、体に力が入らない！」

「ソレラ。適当にスケルトン兵を召しよう喚かんして、上手くレシーブさせるのよ」

「了りよう解かいだよ～。ボールを返させるから～、何発でも叩たたき込んであげちゃってね～」

　コートに伏したワイズとメディの周囲に、白骨化した手が何本も湧わき出した。

　リンチの準備は整った。

「狙うならワイズさんで！　ワイズさんでお願いします！」

「ちょっとメディ！　ふざけんじゃないわよっ！」

「さあ、二人仲良く、お尻に別れを告げなさい！」

「私のサ～ブ、いくよ～！」

「「いやあああああっ!?」」

　乙女のお尻への、無む慈じ悲ひな集中攻撃が始まる……

　その時。

「ここで選手交代をお知らーせします。ワイズさんとメディさんに代わりまして……」

　シラーセがホイッスルを鳴らして宣言した。観客たちのどよめきと共に、新たな選手が姿を現す。

　極ごく上じようサイズのたわわな胸と、ぷりっと張りがあるお尻を、申し訳程度の面積しかない水着で包んで。

　歩く度たびに食い込んでしまう部分を、指で軽く直しつつ。

　全すべての視線を浴び、歓かん声せいを浴びて、誰だれよりも輝かがやきながら、真々子がコートに立った。

「ワイズちゃん、メディちゃん。着き替がえが遅おそくなっちゃって、ごめんなさいね。でももう大だい丈じよう夫ぶ。ここからは任せてね」

「まっ、真々子さああああんっ！　お願いよおおおおっ！」

「どうか、どうか、私たちのお尻の敵かたきに、裁きの鉄てつ槌ついを！……あっ、でも……真々子さんは、昨日からずっとお疲つかれで……」

「心配してくれてありがとう。でも大丈夫よ。頑がん張ばっちゃうから。それより二人とも、早くお尻を冷やしましょう。ポータちゃん、お願いできるかしら」

「はい！　バッグが戻もどってきたので、アイテムがあります！　自分にお任せください！」

　真々子がコートに立つと同時に、その輝きに恐おそれをなしたのか、スケルトン兵の手が砂の中に引っ込んだ。ポータが飛び出して来て、ワイズとメディをコートの外へ引っ張っていく。

　放送席の横まで案内して、四つん這ばいでヒィヒィ言っている二人のお尻に、冷れい却きやくジェルシートをぺたり。「んひょっ!?」「あはぁっ!?」変な声が出たが、効いている証しよう拠こだ。

「これでひとまず安心だわ。……それじゃ、お尻の敵を取らなくちゃね」







　ネット越ごしに、真々子が微笑ほほえみを送る。

　対する四天王チームは、運動とは関係なく汗あせだくになりつつも、不敵な笑みで応じた。

「出てきたわね、大おお好すき真々子……最初に言っておくけど……これはビーチバレーよ！」

「戦せん闘とうじゃないからね～！　ルールを守って～、楽しく対決だよ～！」

「ええ、わかったわ。ちゃんとビーチバレーで」

「それから、もう一つ！　こちらは二人で、そちらは一人だけど！」

「私たちは子供で～、真々子さんはお母さんだから～、二対一でいいよね～！」

「あらあら。さっそくルールがおかしくなっちゃったけど……どうなのかしら？」

　真々子が審しん判ぱん台をうかがうと。

　そこにいるシラーセは、問いかけられたことに気付かず、ビーチバレー会場のあちこちに目を走らせている。何かを探しているようだが……

　その隙すきに、有う無むを言わせず、ソレラのサーブから。

「いくよ～っ！　それ～っ！」

　ボールが緩やかなカーブを描えがいて飛んでいく。

「一人でどうしたらいいのかしら……一回しか触ふれないわよね……だったら」

「直接、打つつもりね！　私の反射スキルで余よ裕ゆうだわ！　来なさい！」

「せーのっ……えいっ」

　ネットの近くでジャンプした真々子が、とても軽いアタック！「は？」緩くて甘い一発が、拍ひよう子し抜ぬけしているアマンテの額に当たって。

　ほんの少し弾はじかれただけで、ぽてっと、コートに落ちた。

「え？　あれ？」

「うふふ。やったわ。まず一点ね」

「アマンテ～！　何やってるの～！　ちゃんと反射しないとダメでしょ～！」

「反射……ああ、そういうこと！　私の能力は、あくまで反射だから！」

　弾き返す力は、対象の勢いに比例する。

　軽いアタックに対しては、軽い反発力しか発生しないというわけだ。

「やってくれるわね、大好真々子！……それにしても、あまりに貧弱なアタックだったわね……」

「真々子さんらしくなかったね～。母なる力が抑え込まれてる感じかな～。私たちのアジトの特とく殊しゆ効果が～、充じゆう分ぶんに機能してるっぽい～？」

「その上で、この島を開発するために力を使いすぎて、疲ひ弊へいもしているのでしょう。……くくくっ……そういうことなら」

「次は、こちらからサーブね。いくわよ」

　真々子のサーブ。「せーのっ、えい」優やさしいボールが相手コートに飛んでいく。

　対応するのはアマンテ。スキルによる反射を諦あきらめて、両りよう腕うでで適切にレシーブした。

「またしても貧弱なボールね！　これは間違いないわ！　今の大好真々子に、普ふ段だんの力強さはない！　チャンスよ！」

「じゃあ～、やっちゃお～！　アマンテいくよ～！　ト～スっ！」

「そして思い切りアタック、と見せかけて！」つんっ

「あっ……」

　ネットのすぐ内側にボールが落ちる。レシーブに備えて後退していた真々子が、慌あわてて駆かけ寄るが、「やんっ」疲ひ労ろうのためか、足がもつれて転んでしまった。

　かろうじてボールは拾えたものの、緩ゆるやかに相手コートへ飛んでいき、チャンスボールを献けん上じようしてしまう。

「ヤバいっ！　真々子さん、早く起き上がって！」

「狙ねらわれています！　逃にげてくださいっ！」

「ママさーんっ！　逃げてくださーいっ！」

　少女たちの悲鳴じみた声が響ひびく。

　……おいっ、母さんっ!?……よし、今こそ俺が！……

　同時に、どこからともなく、少年の声がした。

　ふと顔を上げた真々子だったが、うつ伏せの状態から起き上がることができなくて……

　すかさず、アマンテが高くジャンプする。

「このチャンス、絶対に逃のがさないわ！」

「反はん抗こう組織が母親に勝利しちゃう～、記念すべき瞬しゆん間かんだね～！」

「大好真々子……の、お尻しり！　覚かく悟ごなさい！　せいっ！」

　アマンテの殺尻アタックが炸さく裂れつ！　豪速のボールが一直線に……！




「お母さんのお尻は、ボールをぶつける場所じゃないわ」




　刹せつ那な、真々子の傍そばの砂が蠢うごめいて、筒つつ状じようにせり上がり、ボールを勢いよく跳はね上げた。

　砂の筒が形を変えていく。枝分かれした部分が、腕になり、脚あしになり……人の姿を形作って、人になる。

　表情はやや暗いが、顔形は真々子そっくり。

　胸のサイズも、腰こしのくびれも、お尻の張りも、真々子そのもの。極上のお母さんボディに、同じデザインの、色いろ違ちがいの水着を身に付けて。

　ＨＡＨＡＫＯが現れた。

「……へ？」

「ちょぉ～っ!?」

「あらまあ、ＨＡＨＡＫＯさん！　いいところに来てくれたわ！」

「お久しぶりね、真々子さん。サーバー間移動に手間取って、少し遅おくれちゃったわ。ごめんなさい。立てるかしら？」

「ええ、大丈夫よ。……それじゃ、まずは」

　落下してきたボールを、真々子がトス。すかさずＨＡＨＡＫＯがアタック。

　アマンテとソレラは、呆ぼう然ぜんとして動けない。ボールがコート内に落ちた。真々子＆ＨＡＨＡＫＯチームの得点。

「「うふふ。やったわね」」ハイタッチ！

「うえええ～っ!?　ＨＡＨＡＫＯさんが来ちゃった～っ!?」

「私たちを、自分の子供にしようとしている、最悪の天敵が来るなんて！……シラーセさん！　ＨＡＨＡＫＯをすぐに退場させなさい！　早く！」

「これで二対二。こうなることを予想して、あらかじめ連れん絡らくをしておいて正解でした。フフフ」

「うえええ～っ!?　シラーセさんが呼んじゃったのぉ～っ!?」
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「どうしてそんなことを!?　シラーセさんは、私たちの味方のはずでしょう!?」

「裏切りました」しれっと

「罪悪感が微み塵じんもない顔してる～!?」

「さあ二人とも。親子バレーで、心の交流をしましょう。私のサーブを受け止めてね」

　試合続行。気持ちを込こめて、ＨＡＨＡＫＯのサーブ。

　ぽーんと優しく飛んでくる、母の想おもいが詰つまったそのボールを、アマンテは。

「くっ！　こんなもの、受け止めるわけ、ないでしょうがっ！」

　思いきり、上へ蹴けり上げた。

　ボールは、四天王チームの頭上に浮うかんでいる巨きよ大だい魔ま法ほう書よりも、さらに上空へ飛んでいってしまう。

「ちょっとアマンテ～！　何やってんの～！　これじゃトスできないよ～！」

「いいえソレラ。あなたなら、最高のトスを寄こしてくれるわ……もう手段なんて選ばない、最高のトスをね」

「もう手段なんて選ばないって～……あ～、そういうことね～。おっけ～」

　アマンテが意図するところを、即そく座ざに理解して。

　上空から落ちてきたボールが、巨大魔法書の陰かげに隠かくれて見えなくなった瞬間、ソレラが密ひそかに魔法を使用した。

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……鉛球ピオンボ・スフエラ！」

　そして巨大魔法書の脇わきからボールが落ちてくる……黒々としたボールが。

　すかさずアマンテが高くジャンプ。自ら体当たりを仕し掛かける。

「レシーブできるものなら、してみなさいよ！　いくわよっ！」

　黒いボールが、ガゴンッと、明らかに硬かたい音と共に弾かれて、落下方向が変わった。

　真々子めがけて落ちてくる。

「あらあら。これをレシーブしたら、さすがに怪け我がしちゃいそうだわ」

「それじゃ、ちょっと変わったレシーブにしましょうか。あの子たちのやり方に合わせて、ルール無用で」

「そうね。それしかなさそうね。……ポータちゃん、お願いできるかしら」

「はい！　ママさん、どうぞ！」

　素す早ばやく駆け寄ってきたポータが、真々子に二ふた振ふりの聖せい剣けんを手て渡わたした。ＨＡＨＡＫＯも砂すな浜はまから、全く同じ聖剣を出現させる。

　右手に大地の聖剣テラディマドレ。左手に大海の聖剣アルトゥーラ。

　真々子とＨＡＨＡＫＯは、呼吸を合わせて、聖剣アルトゥーラを同時に振り抜いた。

「「せーのっ……レシーブ！」」

　水の力が発動する。二人の前に、大量の海水が集結して、一いつ斉せい放射された。

　怒ど濤とうの水圧で吹ふき上げられた黒いボールは、相手コートへ。

「わわ～っ!?　戻もどってきちゃったよ～!?」

「私が弾き返すわ！　ソレラはトスの準備をしなさい！　相手は水……わかるわね！」

「わかってるよ～！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……熱カローレ・灼アルデンテ！」

　アマンテの反射レシーブ。ソレラによる、魔法の効果を付ふ与よするトス。

　熱せられて赤く色を変えたボールを、アマンテが反射アタック！

「水なんて、一いつ瞬しゆんで蒸発よ！　これなら……！」

「真々子さん。準備はいいかしら」

「ええ。それじゃ、せーのっ……レシーブ！」

　真々子とＨＡＨＡＫＯは、同時に聖剣テラディマドレを振り抜いた。

　刹那、砂浜の砂が集結して、巨大な拳こぶしとなり、赤熱ボールをパンチング。相手コートへ弾き返した。

「おのれっ！　そちらがその気なら！」

「やっちゃうよ～！　とことんやっちゃうよ～！　ふおおお～っ！」

　四天王チームは、風の力をまとわりつかせたボールでアタック！

「それじゃ、ＨＡＨＡＫＯさん」

「ええ。せーのっ……レシーブ！」

　真々子＆ＨＡＨＡＫＯチームは、吹き散らされないように、砂を水で固めてパンチング！

　凄すさまじい応おう酬しゆうだ。ラリーが止まらない。

　審判台でトロピカルジュースを飲んで適当にくつろいでいるシラーセも、内心ではちゃんと興奮気味だ。

「こんなにも白熱したビーチバレー対決を見るのは初めてです。素晴らしいですね。そうは思いませんか、ワイズさん、メディさん」

「えっと……ビーチバレーってなんだっけ？」

「ビーチで行われている点は間違っていませんから、半分正解ということで」

「ママさーん、ＨＡＨＡＫＯさーん、頑がん張ばってくださーい！」

　観客たちの応おう援えんにも熱がこもっている。「いいぞーっ！」「もっとやれーっ！」「どっちの揺ゆれも、素晴らし……がふっ!?」一部、熱ねつ狂きよう的な男性観客が、笑え顔がおの女性たちによって始末されているようだが、ビーチバレー対決は大盛せい況きよう。

　そして、その瞬間が訪おとずれる。

「もう、うんざりよっ！……アマンテ！　全力のトスを……いいえ、もうそのまま叩たたき込んで、一気に終わらせてやりなさい！」

「おっけ～！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……隕グルツポ・石デイ・メテ群オリーテイ！」

　アマンテの反射レシーブで勢いよく弾はじかれたボールが、はるか上空まで飛んで、見えなくなって……

　大気を震ふるわせながら、複数の隕いん石せきが次々に落下してくる。

「落ちてくる全すべてがボールよ！　これで決着がつくわ！」

「全部がボール扱あつかいなのね……ということは」

「コートの中に落ちてこないものは、放ほうっておけばアウトになるわね」

「え？……あれ～？」

　アウトになったら、真々子＆ＨＡＨＡＫＯチームの得点である。「……ソレラ」「てへへ～」ソレラが笑って誤ご魔ま化かそうとしているが、隕石アタックは止まらない。

　一つ、二つ、三つ、四つ。隕石が次々と、海や砂浜に落下していく。「退たい避ひぃーっ！」「早く安全なところへ！」「はわわわっ！」隕石落下の余波で死んだシラーセの棺かん桶おけを担かつぎ上げて、頭をガードしながら、ワイズたちが逃にげていく。

　五つ、六つ、七つ、八つ。観客の獣じゆう人じんたちは、高い身体能力を生かして、蜘く蛛もの子を散らすように素早く避ひ難なん。

　九つ、十、十一、十二。ここまでで、十二個の隕石ボールがアウトになった。真々子＆ＨＡＨＡＫＯチームが連続十二得点。先に得ていた得点と合わせて、合計で十四得点になった。

「マッチポイントね。……ちょっと気が引けるけど、滅め茶ちや苦く茶ちやなことをしてる子を甘やかすのは、違ちがうと思うから。真々子さん」

「ええ。お尻の敵かたきを取るためにも、ここは厳しくね」

　母なる力で作られた砂の手が、二人を乗せて、ぐんぐん上じよう昇しようしていく。

　直上からコート内に落ちてくる、最後の隕石が、目の前を通過しようとした瞬間。

「「せーのっ……めっ！」」

　腰に手を当てて、人差し指をぴんと立てて、母親の主しゆ砲ほう〝めっ〟が同時に発射された！

　母なる𠮟しかりの光を浴びた隕石が、落下角度を変えて、四天王チームのコートへ。

「こここっ、こっちに来ちゃうよ～っ!?　アマンテよろしく～っ！」

「任せなさい！　私の反射スキルで……と思ったのだけど、ちょっと待って？　あの〝めっ〟には攻こう撃げき判定がなかったはず……と、ということは……」

　反射スキルでは、回かい避ひ不可能だ。

「えっと～、じゃあ～……アマンテよろしく～！　じゃあね～！」

「ちょっと！　一人で逃げるんじゃないわよっ！　っとと!?」

　逃げようとしたソレラを、アマンテが捕つかまえた拍ひよう子しに、二人で転んでしまって。

　砂の上に寝ねそべった二人の、お尻しりに、𠮟り隕石が。

「「いっ、いやああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」」

　ズズンッと直撃して、周囲の砂や海水が盛せい大だいに舞まい上がった。

　クレーターの中心で、隕石の下した敷じきになっている、アマンテとソレラがどうなっているのか……定かではないが。

　これで十五点目。ビーチバレー（？）対決は、真々子＆ＨＡＨＡＫＯチームの勝利だ。遠巻きに集まっている観衆から、祝福の声が寄せられる。

　二人は手を振って応こたえるが……不意に、ふらりと、真々子がよろめいた。ＨＡＨＡＫＯがとっさに体を支えた。

「真々子さん、だいぶお疲つかれみたいだけど」

「そうね。この島では、母なる力が使い難にくいみたいで……聖剣を手にしているのに、それでもやっぱり、力が出しにくくて……ちょっと疲れちゃったわね」

「私は何も感じなかったわ。ということは、私はまだ本当の母親になれていないのね。残念な話だわ。……とにかく真々子さんは、一休みしましょう。無理をしないように。できれば真人成分の補ほ充じゆうもしたいところね」

「是ぜ非ひそうしたいわ。そうしましょう。……さっき、マー君の声が聞こえたけど、どこにいるのかしら……あら？」

　真々子が目を向けた先で、観客たちの間に見えていた頭が一つ、瞬しゆん間かん的に引っ込められた。







「あっぶねぇ……この距きよ離りで気付くのかよ……母さんの息子むすこセンサーは半はん端ぱねぇな……」

　ビーチバレー会場から退避した大量の観客たちの、一番後ろにいるのだが。距離的に数十メートルはありそうなのだが。危なかった。

　とっさに身を縮めた真人は、その姿勢のまま、ゆっくりとジャングル付近まで後退する。ここまでくれば、真々子の姿は直接見えない。見つかることもない。

「見た感じ、ポータはバッグを取り戻していたみたいだから……俺たちの問題は無事に解決ってとこかな」

　そう。解決だ。

　真人が関かん与よしなくとも、解決したわけだ。

「始める前に、俺に一声かけてくれても、よかったんじゃないかな……ぐすっ……」

　考えたらダメだ。仲間外れにされたわけじゃない。真人がお母さんとの約束を守らなかったから、そっちにいられなかったのだ。そういうこと。

　それでなくとも。

「……仮に、俺があの場にいたとしても、出番はなかったな」

　実際、真々子が倒たおれてピンチだった時に、真人は駆かけ付けようとしたのだが、一歩を踏ふみ出す前に危機が解消されていた。

　その後も、聖剣を手にした真々子が、疲れながらも力を発揮して、ＨＡＨＡＫＯと共に圧あつ倒とう的な勝利を収めた。

　真人が介かい入にゆうする余地は、本気で、どこにもなかった。

「母さんの活かつ躍やくで問題解決。俺はただ騒さわいだだけ。いつものパターンだな。ああそうだ。いつもこれだよ。……だから……」

　もう慣れた、なんて。

　さっさと片付けてしまうつもりだったが、ダメだった。頭の中がもやもやしてくる。

　ただしそれは、これまで何度も感じたような、真々子に対する不満とは違う。

　もやもやの正体は、自分自身に対する率直な感情だ。

「……悔くやしいな」

　観客たちが真々子を讃たたえている。その声が大きくなればなるほど、真人の気持ちが沈しずんでいく。

　ただ眺ながめているだけの自分が、悔しくて仕方ない。

「俺だって、天空に選ばれた勇者なんだぜ？　只ただ者ものじゃない。そのはずなんだよ」

　目を閉じ、空に手を伸のばして、願う。天空の勇者の力で、大おお嵐あらしを巻き起こすのだ！

　そうして見上げてみると、雲一つない晴天。

　ムカつくほど、いい天気だ。ああムカつく。

「はいはい、わかってた。そうだよな、そうそう。これが俺。母さんみたいには、できねーよ。……しかもな！」

　大きく息を吐はいて、真人は駆け出した。盛り上がる砂すな浜はまに背を向けて、ジャングルの中へ駆け込む。

　適当な木の棒を拾い上げて、速度をぐんぐん上げていく。

　自分自身に言い聞かせるため、渾こん身しんの声で吠ほえる。

「このままだと、状じよう況きようは絶対に変わらない！　いつでもどこでも母親同どう伴はん！　たとえ離はなれたとしても親子！　絶対に切れない繫つながりがあるから、身近にいる圧倒的強者に圧倒され続ける日々は続くんだ！　このままだと！」

　じゃあどうする？

「変えるんだよ！　何がなんでも、母さんを超こえる力を手に入れて、俺の世界を変えてやるんだ！　そのために！」

　鍛きたえる。それしかない。腐くさることなく、地道に、着実に。今はそれしか方法が思い付かないから。

　真人は突とつ撃げきする。行く手を塞ふさいでいる植物の葉っぱへ、「せいっ！」木の棒の一撃を叩き込んだ！　葉っぱを倒した！

「よし！　勇者真人のレベルが上がった！　剣けん術じゆつスキルも上がった！」

　そんな気がするだけだが。

　と、目の前に枝。このままでは顔に当たるが、「させるかよ！」そんな見え見えの攻撃には当たらない！　咄とつ嗟さに体を捻ひねって回避した！

「よし！　勇者真人のレベルが上がった！　特に回避力が格段に上がった！」

　そんな気がするだけだが。

　とにかく気持ちが大事だ。

「よしよし！　いいぞ、鍛えられてる！　俺、強くなってる！　うおおおっ！」

　オブジェクトに経験値はありませんよ、とか、むしろそれジャングルを荒あらしているだけですよ、とか、そんなことはどうでもいい。

　強くなりたい気持ち。それこそが少年を強くする！

　と。

「ん？　何かいる……おおっ、モンスター！」

　大暴れしながら茂しげみに突つっ込むと、うずくまった大人ほどのサイズの、角カエルを発見した。「ゲコ？　ゲコオオオッ！」相手も真人に気付いた。口を開き、軽くジャブでも打つように、舌をシュッシュと打ち出して威い嚇かくしてくる。

　戦せん闘とう開始だ。

「前に遭そう遇ぐうした奴やつより、ずっと小さいな……相手は雑魚ざこ……まるで今の俺自身のようだ……だからこそ、俺はお前を倒して、さらなる高みを目指す！　いくぞカエル！」

「ゲコオオオオッ！」

　木の棒と、舌。両者ノーガードの殴なぐり合いが始まった。

　真人の攻撃！「ていっ！」「ゲコッ!?」角カエルに１のダメージ！　角カエルの攻撃！「ゲコッ！」「いてっ」真人に１のダメージ！

　真人の攻撃１のダメージ！　角カエルの攻撃１のダメージ！　真人の攻撃１角カエルの攻撃１真人の１角カエルの１真人１角カエル１真人１カエル１真カ真カ真カ……

　戦闘終しゆう了りようまで、長々とお待ちください……

　そんな時だった。




「その獲え物もの、ワシが貰もらうけぇの」




　ぼんやりとした可愛かわいらしい声と共に、原始的な革かわの服を着た、小こ柄がらな人ひと影かげが駆け付けた。

　見み間ま違ちがえるはずもない。心の友だ。

「フラテロ……おいおい、助すけ太だ刀ちなんて要いらないぞ」

「そんなことは言うとらん。ワシは横取りする気じゃ」

　言いながらも、真人と肩かたを並べて、共闘姿勢になるフラテロだ。

「素す直なおじゃない奴。まあいいけど。……それじゃ、とどめを刺さした方が勝ちってことで」

「おう……っと、待てあんちゃん。様子が変じゃ」

　角カエルが動いた。四本の足で、しっかりと踏ん張って、顔を上に向けて。

「ケロケロケロッ、クワックワッ、クワーッ！」

　鳴いた？　いや、歌ったようだ。その直後。

　ジャングルの上空から、丸々とした巨きよ大だいな物体が降ってくる。

「なんじゃ？　あんちゃん、あれは……」

「驚おどろく前に、避よけろって！　ああもうっ！」

　真人は咄嗟にフラテロを抱かかえて避ひ難なんする。軽い。何気にいい匂におい。そんなことより。

　ズズンッと、地じ響ひびきを上げて降り立ったのは、今まで戦っていた個体よりはるかに大きい、巨大な角ガエルだ。「ゲゴオオオオオオッ！」「ママケロッ！」通常サイズの角カエルが、ぴょんっと頭に飛び乗って、自じ慢まんげに見下ろしてくる。

「『ママケロッ！』って……まさかこいつ、母親を呼んだのか？」

「二対一で不利と思って、母親に泣き付くとは、見下げ果てた奴じゃの」

「まったくだ。よりによって母親を頼たよるなんて……子供だったら、どんなに苦労してでも、母親を上回る力を手に入れて、自分の力で勝利を勝ち取るべきだろ！」

「おお……いいこと言ったの、あんちゃん。全くその通りじゃ。あんちゃんは男じゃ。男の中の男じゃ。恰かつ好こういいんじゃ」

「どーもどーも。男の中の男です。恰好いいです」

　フラテロが、ぼんやりした目を見開いて、キラッキラの瞳ひとみで見上げてくる。照れる。

　なんて、ふざけている場合じゃなくて。

「さて、どうするか……あのでかい方、絶対に強いぞ……さっきまで戦ってた方より何倍も体力がありそうだ……ここは作戦を練って……」

「よし、ワシの攻こう撃げきじゃ。……んゃあああああっ……」ゴゴゴゴゴ！

「あっ！　おい、やめろって！　その技わざを使われたら、俺の出番が……！」

　止めるのが遅おそかった。

　力を溜ためたフラテロが前に飛び出して、すかさず攻撃。

「んゃっ」

「ゲッ……!?」

　必殺正せい拳けん突づきが、母親角カエルの腹部にぽこんっと当たった瞬間。

　まるで爆ばく発はつでも起きたように、その巨体が吹ふき飛ばされた。木々をなぎ倒し、草葉を巻き上げながら、水平にぶっ飛んで、あっという間に見えなくなった。

　ジャングルに空けられた横穴を見つめて、真人はがっくりと膝ひざをついた。

「また俺は活躍できなかった……くっ……」

「早い者勝ちじゃ。悪く思わんでくれ。……でな、あんちゃん。ワシは思ったんじゃが」

「……なんだよ」

「ワシはあんちゃんに借りがあるけぇ……この力、あんちゃんに教えちゃってもええ」

　ぼんやりとした目が、どことなくわくわくしつつ、真人を見上げてくる。

「あんちゃんは言うとったの。『母親を上回る力を手に入れて、自分の力で勝利を勝ち取るべきだろ！』って。ワシには、あの言葉が、あんちゃんの願いみたいに聞こえた」

「あ、ああ……その通りだよ。それこそが俺の願いだ」

「やっぱりか。……実はな、ワシの力は、まさにそのための力なんじゃ。じゃけえ、あんちゃんが望むなら、教えちゃる」

「……マジで？」

「マジじゃ。ワシはの、あんちゃんのことが本気で気に入った。男っぷりも、志も、なんもかんも気に入った。……じゃけぇ……」

　フラテロはいきなり、真人の顔面を狙ねらってパンチしてきた。「おっと」真人は咄嗟に、手の平で受け止めた。

「もっと強くなったあんちゃんと勝負したい。それがワシの、一番の目的じゃ」

「最高の対決をするために、敵に塩を送ってくれるわけか。物好きな男だな、お前は」

「褒ほめ言葉にしか聞こえん」

　真人に迷いはない。

　欲ほつしている。力を。

「わかった。そこまで言うなら、お前の力、有あり難がたく頂ちよう戴だいしてやる。……ただし、俺がお前より強くなりすぎたとしても、泣くんじゃねーぞ」

「ふん。偉えらそうな物言いじゃが、それくらいでないと面おも白しろくない。……じゃったら早さつ速そく、修しゆ行ぎようを……」

　と、フラテロが指示を出そうとした時だった。

　……んも～！　あの二人にコンビを組まれちゃったら～、絶対に無理だよ～！……

　……ここは一時撤てつ退たいよ！　アジトに戻もどって対策を考えるわ！……

　遥はるか上の方で声がして、四角い影かげが真人の頭上を通過していった。

「あれ、今のは……？」

「また何かしくじったか……やれやれじゃ……あんちゃん、すまんの。ワシは急用ができたけぇ、今日は帰る」

「え？……ちょ、ちょっと待てよ！　力の伝授は!?」

「明日、必ず教えちゃる。日が昇のぼったらここに集合じゃ。男と男の約束じゃ」

　ジャングルに空いた大穴の向こうへ、ちょこまか走って、ふと振ふり返って、「約束じゃ」ぶんぶんと手を振って、フラテロは去ってしまった。

「男と男の約束、か……わかった。信じてやるよ」

　力の伝授は明日に延期だ。







　夜。本日の宿しゆく泊はく先は、ジャングルのコテージ。でも寝ねる前に。

　建物脇わきの地面に穴を掘ほり、無数の岩で浴よく槽そうを形成して、水場から水を引く。

　そして浴槽の中央に、大地の聖せい剣けんテラディマドレを二本、突き立てて、地熱を呼び起こせば。

　あっという間に、大自然の中のジャングル露ろ天てん風ぶ呂ろが完成した。

　さて、選手入浴である。

「それでは、母親の端はしくれとして、遠えん慮りよなく、母なる力の恩おん恵けいを授さずかるとしましょう」

　平然と一番風呂をゲットしたのはシラーセだ。お湯にタオルを浸つけるのはマナー違い反はん。体を包んでいたバスタオルを華か麗れいに投げ捨てた。

　夜のジャングルで、働くお母さんの美ボディが露あらわになった。満月のように丸々とした胸。細く引き締しまった腰こし。蔦つたのようにしなやかな手足。何気に侮あなどれないシラーセボディである。

　二番手はポータ。

「ううう……ちょっと心配ですけど、入ります！　えいっ！」

　頭の上に載のせたバッグをしっかり固定して、浴槽にザブンッ。「うう！　ヒリヒリしますぅ！」水着の日焼け痕あとが残る手足をピクピクさせていたが、すぐに慣れて、にっこり笑え顔がおになった。

　では次の入浴者、と言いたいところだが。

「お湯は……入りたいけど、無理だわ。入ったら死ぬわ」

「私も、今は冷やすことに専念します。未来のために」

　続いてやってきたワイズとメディは、露天風呂の縁ふちに移動して。

　水を張った手て桶おけに、お尻しりをちゃぷんと浸けて、体育座りした。殺尻アタックで腫はれたお尻に、小さな水風呂がジャストフィット。「ぴったりはまったけど……」「後で外れますよね……？」ジャストフィット。

　そんな様子を横目で眺ながめて、シラーセが薄うっすらと微笑ほほえんだ。

「多少の被ひ害がいはあったようですが、ポータさんのバッグを取り戻すことができましたね。私も安心しました」

「シラーセさんが、裏切ってくれたおかげで、上手うまくいったわね」

「敵を騙だますには、まずは味方から。どうか笑って許してください」

「味方も定期的に騙されていますから、普ふ段だんとあまり変わりませんね」

「そこはかとなく毒を感じるお返事、ありがとうございます。……ではここで、少し長い独り言を言わせていただきましょうか。聞いても害のない独り言ですので……」

「騙されちゃダメよ！　メディ、ポータ、耳を塞ふさいで！」

「聞いてしまったら、絶対に巻き込まれますからね！」

「は、はい！　気をつけます！」

　ワイズたちは、両手を耳に当ててガード。

　そんな三人に、ちゃんと聞こえるように、シラーセが語り始めた。

「〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟……親子の絆きずなを育はぐくむことを目的に運営されているこのゲームには、その方針を良しとせず、あろうことか、親子関係を混乱に陥おとしいれたり、世界からの母親抹まつ消しようを画策したりと、反はん抗こう的な活動を続けている組織が存在しています」

「反抗組織リベーレね。聞こえないけど」

「我々、運営は、その組織の全容解明と撲ぼく滅めつのために、これまで多くの調査を行ってきました。……そしてついに、突つき止めました」

「何を突き止めたというのか……聞こえていませんけど、言っていただけますか？」

　シラーセは頷うなずき、告げる。




「これまで全すべての事件に関かん与よした黒幕の正体。加えて、実行犯である四天王たちのアジトと思おぼしき場所を、特定するに至りましたと、大々的にお知らーせします」




　ワイズたちが目を見開き、その耳を覆おおっていた手が自おのずと離はなれていく。

　これは、絶対に聞き逃のがしてはいけない、聞き逃せるわけがない、あまりに重大なお知らーせだ。

「黒幕の正体って……え、ちょっと待って？　待って待って？　それって……あたしのママに、おかしな力を与あたえた人が、わかったってこと!?」

「怪あやしげな杖つえを送り付けて、お母様を狂くるわせて、私をおかしくして、親子の絆を破は壊かいしようとした犯人……ついに見つかったのですね」

「す、すごいお知らせです！　全部わかっちゃったみたいです！」

「ええ、そうです……全て、わかってしまったのですよ」

　ポータを見つめて、シラーセが曖あい昧まいな笑みを浮うかべたようだが。

　すぐに毅き然ぜんとして。

「行動を起こすために必要なものが揃そろいました。よって運営は、反抗組織撲滅計画を立ち上げて、順次、実行に移しています」

「え、もう始まってんの!?　どんなことやってんの!?」

「まずは、アジトの破壊。今回、私が皆みなさんをお訪ねしたのも、その計画にご協力いただくためです。対四天王戦のエキスパートであり、誰だれもが認める最高戦力である……そう……勇者真人君の協力が必要なのです！」

　重要なのは真人だ！

「必要なのね！　あたしたちの頼たよれるリーダーである、真人が！」

「その力で大空さえも切り裂さく最高戦力！　真人君が必要なのですね！」

「真人さんはすごいです！　すっごい真人さんが必要です！」

「そうです。その真人君を筆頭に、皆さんに協力を仰あおぎ、組織のアジトを攻撃する予定でした。なお攻撃目標とされているのは、この島です」

「え、マジで？　この島がそうなの？……ていうか、あいつらのアジトって、こっちの世界に作られてたの？」

「運営を欺あざむくために、そうされたのだと思われます。……まだ試験運用の段階に至らないものも含ふくめて、各地方のサーバーは、定期的に接続実験が行われています。そのタイミングに合わせて、四天王たちは密ひそかに移動していたのでしょう。カーサーン地方をどれだけ探しても見つからないわけです。してやられました」

「ですが、ついに、発見するに至ったと」

「ただ、巧こう妙みように細工されていて、アジトに侵しん入にゆうする方法が不明のままなのですが……とにかく、皆さんがこの島に降り立ったのは、天の導きによるものだったと言えるでしょう。そうです。天と言えば？」

　天空に選ばれし勇者！　それは！

「もっちろん、真人よね！」

「真人君が導いてくださったのですね！」

「真人さん、すごいです！」

「そうです！　全て真人君のおかげなのです！　ポータさんのバッグを無事に取り戻し、全ての装備が戻った今こそ、立ち上がる時です！　真人君の号令と共に！」

「真人と共に！」

「真人君と共に！」

「真人さんと一いつ緒しよに！」

　立ち上がる時が来た！

　来たんだけど！

「……これだけ言っても、まーだ食いついてきませんか」

　シラーセはため息を吐ついて、ジト目のワイズと、ジト目のメディと、目をキラキラさせたポータと一緒に、一いつ斉せいに眺める。

　四人の視線の先。浴槽の脇の、洗い場にいるのは。

「はぁ～。幸せだ～。幸せすぎるわ～」

　風呂場椅い子すに腰かけて、どっしりと構えて。

「うふふ。どうかしら。痒かゆいところはない？　あったら言ってね？」

　どうしても当たっちゃう大きさの、お母さんの胸を、右みぎ腕うでにむにむに押し当てられながら、頭をわしゃわしゃシャンプーしてもらいつつ。

「子供の背中を洗うと、こんなにも幸せな気分になれるのね。勉強になるわ。……さあ真人。洗ってほしいところがあったら、遠慮なく言ってね？」

　実の母親と寸すん分ぶん違たがわぬ、やっぱり当たっちゃう大きさの胸に、左腕をむにむに包まれながら、背中を洗ってもらっているという。

「はぁ～。なんかもう、最高の気分だわ～」

　真人である。周りの視線に気付くことなく、真々子とＨＡＨＡＫＯの二人に全身を洗ってもらっている、真人だ。

「うふふ。今夜のマー君は、どうしちゃったのかしら。いつもだったら、『やめろよ！』って、もう凄すごい勢いで怒おこりだすのに」

「あー、まあ、そういう気持ちもあるけど……はぁ～……今はなんかさぁ、幸せな気持ちで一いつ杯ぱいだからさぁ……まあいいかって、許せちゃうんだよなぁ……」

「真人は幸せなのね。何かいいことがあったのかしら」

「あったんです。あったんですよ、これが。……ああそうだ。母さんと、ついでにＨＡＨＡＫＯさんも、ちょっと聞いてくれ」

「「あら、何かしら」」

「明日さ、俺、朝早くからちょっと出かけるから。帰りは、いつになるかわからないけど……まあ夜までには帰るよ」

「お出かけするの？　それって……ああ、もしかして……」

「待って真々子さん。私も母親の勘かんを鍛きたえたいわ。私に言わせて」

　ＨＡＨＡＫＯは、にやにやしている真人の顔をじっくり見つめて、ぴんっと閃ひらめいた。

「……わかったわ。デートね」

「ち、違ちがいますよぉー……んー、でもまあ、人と会うのは正解かな」

[image: ]

「あらあら。それってつまりデートよね。……ねえマー君。お母さんに、こっそり教えてくれる？　相手はどんな子かしら」

「真々子さん。そういうことを聞くと、子供は嫌いやがるものよ。私の中のデータがそう示しているわ」

「そうだぞー、母さん。俺は嫌がっちゃうぞー。……全て上手くいったら、ビシッと見せてやるからさ。それまで待っててくれよ」

「わ、わかったわ……んー……でも、なんとなく、心配な感じが……」

「真々子さん。こういう時、母親というものは、子供の体を隅すみ々ずみまで綺き麗れいにして、気持ちよく送り出してあげるものじゃないかしら。私の中のデータがそう示しているわ」

「んー……そうね。わかったわ。そうしましょ」

　頭と背中のみならず、腕も、脚あしも、脚の間も「そこはやめて!?」真々子とＨＡＨＡＫＯに洗われながら。

　夢ゆめ心ごこ地ちで、星空を見上げる。あ、流れ星。

「明日だ……明日、俺はついに力を手にするんだ……求め続けた力を！」

　もの言いたげな視線が、三つほど、ざくざくと突き刺ささっているが、気にも留めずに。

　最高の気分で、明日が来るのを待つ真人だった。

















第四章　頰ほおをつねってみた。痛くない。夢じゃない！　息子むすこ無む双そうの冒ぼう険けん譚たんが始まる！









　今はまだ、空が僅わずかに明るく見える程度の時刻。早朝とするにも早すぎる。

　だが真まさ人とにとっては。

「うん、朝だ！　輝かがやかしい朝だっ！　あっさーっ！」

　ベッドから跳はね起きて、まずは顔を洗って、用意されていた朝食を済ませて。

　やっと手元に戻もどってきた装備を身に付ければ、準備完かん了りよう。

「それじゃマー君、忘れ物はない？　ハンカチは持ったかしら。それから……」

「武器も防具もちゃんと装備してる！　忘れ物なし！」

「真人。襟えりが曲がっているわ。直すから、ちょっと動かないでいてね」

「どうもです！……よし、これで準備万ばん端たん！」

「真人さん！　自分、応おう援えんしてます！　頑がん張ばってください！」

「んもー、だからデートじゃないって！　ははっ！　それじゃ、行ってきます！」

　玄げん関かんから勢いよく飛び出した途と端たん、「ぃやっほーう！」真人はいきなりエンジン全開。パジャマ姿の真ま々ま子ことＨＡＨＡＫＯとポータに見送られて、待ち合わせの場所へ一直線。

　発光しそうなほど陽気な背中が、まだ真っ暗なジャングルの中へ消えていく。

「やれやれ、本気で行ったわね……」

「行ってしまいましたね……あ、転びました……と思ったら、笑い声を上げながら走り出しました……もう何もかもが楽しくて仕方ないようですね」

　こちらはまだ寝ね起おきのワイズとメディ。頭の寝ね癖ぐせを適当に直しつつ、テラスから真人を見送って、大きなため息を吐ついた。呆あきれが止まらない。

「デートだかなんだか知らないけどさ、調子乗りすぎでしょ。ったく」

「ふふふ。ワイズさんは気になるようですね。こっそり後をつけてみたらどうですか？」

「はいはいふざけんな。そういうのじゃないから。今は、本気で、単純に、呆れてるだけよ。……この大事な時に、あの馬ば鹿か……」

「まったくですね。現在、進行している計画の重大さを、是ぜ非ひとも理解していただきたかったです」

　と、不満を吐はきながら現れたのは、シラーセだ。室内からテラスへ、ゆらりと、セクシーブラックのネグリジェ姿でやってくる。

「シラーセさんも起きたのね……ていうか、その恰かつ好こう、えっろ」

「エロスは大人の女性の嗜たしなみですよ。定期的に、こういった裸はだか同然の姿になることで、自身の体型変化をチェックするのです」

「それじゃむしろ健康ヘルスが目的じゃん……まあいいけど」

「そういえば、シラーセさんがこちらの世界で一夜を過ごされるのは、とても珍めずらしいことではありませんか？」

「反はん抗こう組織のアジトを破は壊かいする計画が実行されるということで、娘むすめを実家に預けて、時間を気にすることなく活動できるようにしていたのです。……にもかかわらず」

「馬鹿真人が、ね……」

「心ここにあらずで……」

「まったく、困ったものです……」

　三人のため息が重なった。やれやれだ。

　と。

「真人の行動は、あながち無む駄だにはならないでしょう。場合によっては、そちらの計画遂すい行こうのために必要不可欠な一手になる可能性があるわ」

　見送りに出ていたＨＡＨＡＫＯが戻ってきた。真々子とポータも後に続いている。

「ＨＡＨＡＫＯさん？　無駄にならないって、どゆこと？」

「そのままの意味よ。だけど、これ以上の情報提供はしたくないわ」

「したくないって……どうしてですか？」

　メディが尋たずねると、ＨＡＨＡＫＯは困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「私は、とても複雑な気持ちを抱かかえているの……あなたたちは、四天王の子たちを攻こう撃げきしようとしている……確かに、あの子たちは、そうされても仕方がないことをしてきたわ……でも、あの子たちは……」

「ＨＡＨＡＫＯさんの、子供になってくれるかもしれない子たち、なのよね」

　真々子の一言に、ＨＡＨＡＫＯは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「私は、あなたたちがまだ知らない情報をいくつも持っているわ。でもそれを伝えると、あの子たちを苦しめることになってしまうかもしれない……だから、母親の気持ちとして、言いたくないの。私はまだ、ちゃんとした母親になれていないけど、その気持ちに従いたいわ。だから」

　ＨＡＨＡＫＯは一同に向けて、深く頭を下げた。

　人様に迷めい惑わくをかけてしまうような子でも、それでもやっぱり、子供は子供。どうしたって、我が子は可愛かわいいのだ。母性とは善悪の判断を越こえたところにあるのかもしれない。

　そんなＨＡＨＡＫＯへ。

「それでいいと思うわ。それは母親として、どうしようもない気持ちよ」

　真々子はにっこり頷いて、ＨＡＨＡＫＯの背中を優やさしくさすり、顔を上げさせた。

「母親の困った部分まで身に付けちゃうなんて、ＨＡＨＡＫＯさんは、ますますお母さんらしくなっているわね」

「そうなのかしら……真々子さんにそう言ってもらえると、すごく嬉しいわね」

「それじゃ、その調子で」

　真々子とＨＡＨＡＫＯ、二人で呼吸を合わせて、「「レッツ、お母さん！」」お母さんと、お母さんを目指す人の、元気一いつ杯ぱいの掛かけ声が上がった。

「というわけだから……みんなも、どうか納なつ得とくしてもらえないかしら。ね、ワイズちゃん、メディちゃん、ポータちゃん」

「んー、まあ……母親の気持ちって言われちゃったらねぇ……」

「情報提供を呼び掛けたいところですが、無理強じいはできませんね」

「自分は、それでいいと思います！　お母さんの気持ちは大事です！」

「ありがとう。……シラーセさんは、どうかしら」

　小難しい顔をして考え込んでいるようだが。

「一人の母親としては、さておき……運営の一員としては、してやられた気分ですよ。このゲームが、親子の絆きずなこそ最重要要素であると規定している以上、母親の気持ちを否定できるわけがありません。……喉のどから手が出るほど欲ほしい情報が、目の前にあるとしても、無む闇やみに手出しはできませんね」

　言って、シラーセはＨＡＨＡＫＯに背を向けた。「念のため、上の了りよう解かいを得ておきます」ちょっと悔くやしそうな背中が、コテージの奥へ去っていった。

　その背中へ一礼して。

「それじゃ、私はもう去るわ。真々子さんたちとは、仲良くしたいけど……あまり仲良くしすぎると、あの子たちに嫌きらわれてしまいそうだから」

　ＨＡＨＡＫＯが、足あし下もとの地面に溶とけ込むように消えていく。ゲームの根幹を成すメイン・システムによって作成された特異な存在が、一いつ瞬しゆんのうちに去っていった。

　さて。

「それじゃ、どうしましょうか。……私としては、やっぱりマー君のことが気になるんだけど……」

「まあね。あたしも真々子さんと一いつ緒しよで、変な意味じゃなくて、気になってきたわ」

「情報提供しないと言いつつ、一つだけ、ＨＡＨＡＫＯさんは教えてくれましたからね」

「はい！　真人さんの行動が、実は重要なことかもしれないって、言ってました！」

「そう！　そうなの！　だから気になっちゃうわよね！」うずうず！

「真々子さんの場合は、いつもそうだと思うんだけど……」

「今は特に、真人君がデートしている可能性もありますから……」

「マー君はどこにいるのかしら……どこに行ったのかしら……誰だれと会っているのかしら……どうしても、絶対に、気になっちゃうわよね！」そわそわそわそわそわっ！

　真々子がそわそわすると、次し第だいに地面もそわそ「ストップ！」「真々子さん、落ち着きましょう！」母なる気持ちに呼応して大地が揺ゆれてしまうので阻そ止し。

「ふぅ。どうにか真々子さんも落ち着いて……」

「そうだわ！　大地の力を借りて、マー君の居場所を突つき止めましょう！　ポータちゃん、バッグから聖せい剣けんを出してくれるかしら！」

「はい！……えっと……」ごそごそ

「落ち着いてないし！　ちょ待って！【母の牙きば】はマズいってば！」

「真人君の場所は発見できますけど、現場の状じよう況きようが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまいますから！」

「だからそうじゃなくて！……ね、メディ？」

「はい。ここはやっぱり……密ひそかに、ですよね」

　そういうこと好きそうな女子二人が、にやりと笑えみを交かわした。







　真っ暗なジャングルの中、運命に導かれて、約束の場所に到とう着ちやく！

　と言いたいところだが、実際のところ、なんとなく走ったら着いた。大体の方向を目安に進んでいくと、戦せん闘とうの痕こん跡せきがすぐに発見できたのだ。

　フラテロの一いち撃げきによって作られた、ジャングルを横に貫つらぬく大穴を、真人はじっくりと眺ながめる。

「この威い力りよく、やっぱ半はん端ぱないな……凄すさまじいの一言に尽つきる……この力を俺に教えてくれる心の友は……まだ来ないか」

　適当な場所に腰こしを下ろして、もう二時間くらい待った気がするのだが、フラテロはまだ姿を見せない。真人が早く到着しすぎたせいだから、まあ仕方ないけど。

　頭上を覆おおっているブロッコリーの隙すき間まに、青い空が見える。もう朝になったはずだ。

　だから、そろそろ……

「おお、あんちゃん。もう来とったか」

「おっ、フラテロ！　待ってたぞ！」

　大穴の向こうから、フラテロがちょこちょこやってきた。

　ぼんやりとした目で真人を見つめて、満足そうに頷く。

「あんちゃん、おはようさん。男と男の約束をちゃんと守って偉えらいぞ」

「男だからな。もちろん守るさ」

「ん。……にしても、今日は随ずい分ぶんと気合が入った恰好で来たのう」

「ふふん。どうだ。これが俺の、真の姿だ」

　体にジャケット、腕うでにガントレット、腰には天空の聖剣フィルマメント。

　完全フル装備の真人が自じ慢まんげにポーズ！　シャキーン！

　そんな真人と、革かわの服を着ている自身を交こう互ごに見て、フラテロがため息を吐いた。

「あんちゃん、暑いじゃろ」

「ぶっちゃけ、やたら暑い。脱ぬぎたい。でもこれが俺の装備だから、脱げない」

　座って待っていただけだが、既すでに汗あせだくの真人である。

「仕方ないの。じゃあ、まずは移動じゃ」

「移動？　ここで修しゆ行ぎようとかするんじゃなくて？」

「その恰好じゃ、あんちゃんが熱ねつ中ちゆう症しようでぶっ倒たおれてしまうじゃろ。じゃけえ、もっと涼すずしい場所でやるんじゃ。ワシらのアジトに案内しちゃる」

「え、アジト？」

「ついでにワシも装備を整えたい。ワシ専用の、めちゃ恰かつ好こういい装備があるけぇの。見せつけちゃる」

　家でも、ホテルでも旅館でもなく、アジト。そう言った。

　ちょっと違い和わ感かんを覚えたのだが、「あんちゃん、置いてくぞ」「あ、待てよ！」フラテロがさっさと移動を開始してしまったため、とりあえず後を追う真人だ。







　それから、しばらくして。

　真人とフラテロがいた場所の、すぐ脇わきの茂しげみから、ポータがひょっこり顔を出した。

　よく見える目で、右見て、左見て、もう一度、右を見てから。

「むむむ……出ても大だい丈じよう夫ぶそうです！」

　普ふ段だんの装よそおいにショルダーバッグをしっかり身に付けて、ポータが茂みから飛び出した。

　続いて、真しん紅くのジャケットを装備したワイズ、白いヒーラーチュニックのメディ、お気に入りのワンピースに鎧よろいパーツを付けた真々子、ついでに修道女姿のシラーセも、ごそごそと這はい出てきた。

　四人とも、汗だくで、ぐったりだ。

「暑っつー……体中の水分が失われたわ……」

「念のため装備を整えてきましたけど、失敗だったかもしれませんね。……ワイズさん、とりあえず涼りようを取らせてください」

「はいよー……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……風涼ベント・フレスコ……」

　だらけた詠えい唱しようで魔ま法ほう発動。少し勢いに欠けるものの、涼しい風が周囲を吹ふき抜ぬける。

　暑さで茹ゆだってグダっていた一同の表情が、ふっと和やわらいだ。

「あら涼しい。ワイズちゃんがいると、とっても助かるわね」

「大助かりです！　さすがワイズさんです！」

「今だけは認めざるを得ません。ワイズさんがいてくれて、本当によかったです」

「ちょ、メディまでそんなこと言うなんて……なんか、照れるんだけど……」

「照れなくてもいいではありませんか、人間エアコンさん」

「おいこらシラーセさん!?　その言い方はどうなのよ！」

「普段の戦闘で魔法を使う機会は、それほどないわけですから……この機会に〝空調管理職〟にでも……」

「転職しないわよっ！……ていうか、そんなこと言ってる場合じゃなくてさ！」

　ワイズは困惑した表情を浮かべて、ジャングルを貫く大穴へ目を向ける。

「……真人と一緒にいた子って、絶対にそうよね」

　その問いかけに、真々子も、ポータも、メディも、そっと首しゆ肯こうした。

「そうね。間ま違ちがいないと思うわ」

「自分もそう思います！」

「すみません。話が見えないのですが……」

「そういえばシラーセさんは、あの場にいらっしゃいませんでしたね。ご説明、いいえ、お知らーせさせていただきます」

「メディさん、それは私に対する挑ちよう戦せんですか？　私の役やく柄がらを狙ねらっているのですか？」

「シラーセさんに調子を合わせただけです！　とにかく聞いてください！……リゾート開発を進めていた時に、四天王の二人を偶ぐう然ぜん、発見して……」

　その瞬間、闖ちん入にゆう者が、片手で真々子を吹き飛ばした。

　その闖入者こそ。

「フラテロさん……そういえば……他ほかの四天王の二人が、その名を口にしていました。組織の関係者である裏付けとなりますね」

「じゃあもう間違いないでしょ。あのフラテロって子が、三人目の四天王よ。決まり」

「私たちが遭そう遇ぐうした時と比べて、言葉遣づかいが異なっていましたけど……あれは真人君に取り入るための策だと、そう考えるべきでしょうね」

「真人にハニートラップ仕し掛かけて取り入ろうとした誰かと一緒ってわけね。腹黒だわー」

「あれは、お母様のご命令で、仕方なくやったこと、ですよ」にっこりぐりぐり

「うわやめ腹黒美少女が杖つえであたしの足の甲こうがああああっ!?」

「んー、そうなのかしら……わざとやっているようには、見えなかったけど……」

「自分も、二人がとっても仲良しに見えました！」

「私にもそう思えましたが、その辺りについての疑問は、ひとまず置いておきましょう。まずは優先するべきことがあります」

　シラーセが真っ先に歩き出した。

「二人は、フラテロさんのアジトへ向かうと言っていました。これはチャンスです」

「確かに。敵が自分から案内してくれるんだから、無む駄だにしたらもったいないわよね」

「ついでに、今のところ不明となっている侵しん入にゆう方法も明かしてくれれば、言うことなしですね」

「そういうことです。行きましょう」

　口を噤つぐんで、物音を立てないように、真人とフラテロの尾び行こうが続行される。







　こちらは尾行される者たち。

「周囲に怪あやしい気配は……ないな」

「あんちゃんはともかく、ワシほどの男に気付かれず接近するのは不可能じゃ」

「俺の感知能力を甘く見るんじゃねーよ。お前のよりすごいから」

「ワシの方がすごいに決まっとる」

　肩かたでゴリゴリ押し合って、意地の張り合いをしながら、真人とフラテロはどんどん進んでいく。

　ジャングルを抜けた先は、岩石とジャガイモが転がっている岩場だ。

　坂道になっていて、歩きにくい場所だが、登と坂はん不可能ではない。巨きよ大だいな岩やジャガイモを迂う回かいして進めば、割りとすいすい進める。

　そうして二人は、絶ぜつ壁ぺきの山の裾すそにたどり着いた。

「ロッククライミングができそうだな……で、ここからどこへ？」

「どこへも行かん。ここがアジトの入り口じゃ」

　フラテロは目の前の絶壁に手を触ふれた。

　途と端たん、そこにぽっかりと、人が通れるサイズの洞ほら穴あなが口を開けた。

「え？……おい、今、何をどうしたんだ？」

「特に何もしとらん。触さわっただけじゃ。ここに住んどるワシらと、あと使し役えきされとるアンデッド系モンスターは、こうすると自由に通行できる」

「……え？　なんでアンデッド系モンスターも？」

「仲間内に、そういうのを操あやつるんが得意な奴やつがおるけぇ、出入りできるようにしてあるんじゃ。……まあ、ワシに言わせれば、そんなもんに頼たよるなんて、軟なん弱じやくすぎて呆あきれてしまうがの」

「フラテロの仲間に、そんな奴が……って……」

　一いつ瞬しゆん、真人の脳のう裏りに、妖あやしく蕩とろけた瞳ひとみがちらついた。

「行くぞ、あんちゃん。中は迷めい路ろみたいになっとって、迷いやすいけぇ、ワシから離はなれんようについてくるんじゃ」

「あ、ああ……」

　暑さではなく、感情の急変で噴ふき出した汗を拭ぬぐいながら、真人はひとまずフラテロの後に続く。







　洞穴は、ゆったりとした下り坂。所々に魔法石が埋うめ込まれていて、ぼんやり明るい。

　どこからともなくゾンビの群れが現れたが、フラテロを見るなり、すぐに道を空けた。

　その先は、二手に分かれて、進んだ先が、三方向に分かれている。さらにその先も。

「……完全に迷路だな」

「ワシらでも、たまに迷う。うっかり迷って、洞穴の中を走り回って、通路を完全制せい覇はして帰ってくる馬ば鹿かもおる。……まあ、そいつは足が異常に速いけぇ、ほんの数分で走り切ってしまうがの」

「それは……無駄に身体能力が高い、馬鹿だな……」

「そういえば、その馬鹿が『いい加減、面めん倒どう臭くさいのよ！』とかぬかして、何か作っておった……入ってすぐのところで、それらしいものを見た気がするのう……あんちゃんは見たか？」

「いや、気付かなかったよ……ちょっと考え事しててさ……」

　ひんやりとしてきた風に頰ほおを撫なでられて、心ここ地ちいいはずが、寒気がする。

　いくつかの分ぶん岐き点を抜けると、ここまで土や岩だった地面が、きっちりと敷しき詰つめられたタイルに変わった。壁かべも、天てん井じようも、熟練の職人たちの手によって造られたような、整然として格調高いものに変わって……

　真人とフラテロは、色いろ鮮あざやかな魔法石の明かりで照らされている、さながら聖堂の入り口のような場所にたどり着いた。

「まるで地下神しん殿でんだな……」

「別に何も祀まつっておらんけぇ、神殿とは……ああ、いや、それっぽい物は安置されとる。とんでもないお宝が一つある」

「とんでもないお宝？」

「なんじゃ、あんちゃん。興きよう味み津しん々しんか？　まあそうじゃろ。洞どう窟くつを進んだら、こんな建物があって、お宝があると聞かされたら、わくわくして当然じゃ。それが男じゃ」

「ああ、まあ、そんな感じなんだけど……」

「わかった。あんちゃんには、特別に見せちゃる。ついてくるんじゃ」

　内部を巡じゆん回かい中のスケルトン騎き士しへ、「ごくろうさん」ご機き嫌げんな挨あい拶さつをしながら、フラテロは鼻歌交じりで進んでいく。

　真人は、目の前にある小さな背中から、適度に距きよ離りを置いて、その後に続く。

「（ヤバいな……この状じよう況きようは、絶対にヤバい……）」

　心のどこかで、もうわかっている。

　わかっているのだが、わからない。

　一体どこで何を間違えたのか、頭の中で見直し作業が始まっている一方で。

　同時に、そんなことより、この状況からの脱だつ出しゆつ方法を考えなければいけなくて。

　頭が混ぜ返されて、こんがらがっている間に。

「ついた。お宝はここじゃ」

　足が勝手に歩いて、来てしまった。通路の先で、大扉とびらが開かれる。

　昏くらい輝かがやきが目に飛び込んできた。

「なっ……こ、これは……!?」

　そこは、さながら科学と魔ま術じゆつの実験場のよう。

　室内はかなりの広さがある。床ゆかには巨大な魔法円。その奇き怪かいな模様に沿うように、様々な色のコードが配置され、魔法円の外周に配置されている複数の台座と連結されている。

　そして魔法円の中央には、直径十メートル以上ありそうな、ゲル状の球体が安置されている。

「んふー。あんちゃんの目が、まん丸じゃ。いい顔で驚おどろいとる」

「あ、ああ……このサプライズは……さすがに、ヤバい……」

「中に入って見てもええぞ。ちょっとのんびりしとってくれ。その間にワシは、ちゃちゃっと着き替がえてくるけぇの」

　フラテロは走り去った。

　真人は室内に入った。まずは手近なところから見ていく。

　台座の上には、握にぎり拳こぶしほどの大きさの、闇やみ色の宝石が置かれている。

「この宝石は……間違いない。アマンテとソレラが使ったやつだ」

　行動パターンの書き換かえや、モンスター化など、ＮＰＣを自在に操ってしまう非正規アイテム。これまで繰くり広げてきた戦いの中で、幾いく度どとなく使われた代しろ物ものだ。

　台座には【ＮＯＷ　ＬＯＡＤＩＮＧ】の表示がある。闇色の宝石は、何かをダウンロードしている最中らしい。

　宝石の下の台座、台座と繫つながっているコード、コードの先にある魔法円……注視しながら、順に遡さかのぼって……供給源と思われる球体に顔を近付けて、じっと目を凝こらすと。

　コンピューター言語の羅ら列れつが、まるで海うみ蛇へびのように泳ぎ回っている。

「闇色の宝石にダウンロードされてるのは、このデータ……プログラムって言うべきか？……意味はさっぱりわからんけど、つまりＮＰＣを自由に操作できるプログラムで……そういえば……こういうの、あったな」

　カジノでソレラと初遭遇した時のことだ。運営から盗ぬすまれた、キャラクター設定用プログラムの回収を依い頼らいされたことがあった。

〝アルザレの書〟という形で存在していたそれは、他ほかならぬ真人の活かつ躍やくにより、無事に回収されたはずだが……

「まさか、あれは偽にせ物もので……いやいやいやいや！　そんなはずないだろ！　シラーセさんにも確かく認にんしてもらったし！　つまり、密ひそかにコピーされてたんだよ！　そういうことだよ！　絶対そう！　俺がミスってたわけじゃないぞーっ！　違ちがうぞおおおおっ！」

　なんて、大事な叫さけびを室内に響ひびかせて。

　とにかく大声を出して、少し吹ふっ切れたところで。冷静に。

「要するに、ここは闇色の宝石の製作現場。……でもって、このアジト自体は……」

　反はん抗こう組織リベーレのアジト。残念ながら、それが事実だろう。

　そしてフラテロは……

「まいったな……なんだよ、これ……俺は、何をどうすりゃいいんだよ……」

　室内を呆ぼう然ぜんと眺ながめて、立ち尽つくしたまま。

　真人は、まだ何も思いつかない。







　同じ頃ころ。

　なんの変へん哲てつもない山やま裾すそのように偽ぎ装そうされている、アジトの入り口前では。

「いくわよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・爆ボムバ・球スフェラ！」

　ワイズの魔法によって生み出された、特大のエネルギー体が放たれた。

　魔法は山裾に命中。猛もう烈れつな爆ばく発はつが巻き起こり、熱風が吹き荒あれて、周辺の岩が一いつ斉せいに飛び散った。「あたっ!?」岩が一発、ワイズのおでこに当たった。５のダメージ！　そんなことより。

　立ち込めていた土つち煙けむりが、風に吹き流されて消えていく。無残にえぐり取られた地面が露あらわになって……

　だが山裾は無傷。焼け焦こげた跡あとすらない。

「ちっ！　腹立つわね！」

「ワイズさん、次は私がやってみます」

　岩場の巨大ジャガイモの陰かげからメディが出てきて、選手交代。メディはにっこりと、美少女スマイルを浮うかべて、山裾に微笑ほほえみかけて。

　ガスガスガスガスッ！　と、連続でヤクザキックを叩たたき込む。「あだっ!?」蹴けりの風圧で飛び散った岩が、ワイズのおでこに命中。９のダメージ！

　魔法よりも威い力りよくがありそうな美少女ヤクザキックなら、あるいは……と思いきや。

　山裾は無傷。足あし跡あとすら残されていない。

「私の力をもってしても壊こわせないとは……悔くやしいですね」

「逆に壊せてたら、あたしとしてはショックすぎたんだけど……とにかく、破は壊かい工作は失敗ね。はぁ～、ムカつくわ～」

　ワイズは巨大ジャガイモに向けて合図を送る。

　退たい避ひしていた真々子とシラーセが出てきて、二人と合流した。

「二人とも、お疲つかれさま。頑がん張ばってくれたご褒ほう美びに、いい子いい子してあげようかしら」

「わーい、ありがとー……って、いい子いい子されたい気分だけど、失敗だからね」

「真人君とフラテロさんは、確かに、この場所から中へ入っていきました。ここに入り口があるのは間違いありません。……なのに……」

「やはり、特定の方法を用いなければ、道は開かれない、ということでしょうか……これは困ったことになりましたね……ここまで来て足止めとは、本当に歯は痒がゆい……」

　シラーセが俯うつむくと、その落らく胆たんが伝染したように、真々子たち三人も俯いてしまう。

　その傍かたわらで。

「何か特別な仕し掛かけがあるんでしょうか……自分の目で見ても、鑑かん定ていできなかったですけど……自分、もう一度しっかり見てみます！」

　ポータが一人で、ちょこちょこっと、山裾に駆かけ寄った。「……むむむ……」じーっと見つめる。じーっと。絶対に何か見つけようと、山裾の全面に目を走らせて……

　でも、何も発見できなかった。残念。

「あううう……自分、お役に立てませんでした……」

　ポータはがっかり。山裾に手をついて、俯いてしまう。「はふぅ」ため息も出ちゃう。

　と、その時だった。山裾の一部が消失して、洞ほら穴あなが姿を現した。

「ふぇ？……わわっ！　開きました！　開いちゃいました！」

「え、マジで？　おおっ、マジじゃん！　ポータ、グッジョブ！」

「あらあら、すごいわポータちゃん。どうやったの？」

「えっと、自分は触さわりました！　そうしたら開きました！」

「触っただけですか？……それでは、まるで……その……」

　メディが言いよどむと。

　すかさずシラーセが肩かたを叩いて、さりげなく発言を制した。

「まあいいではありませんか。道は開かれました。先を急ぎましょう。さあ行きましょう。ごーごー。いえーい」

「シラーセさん……その白々しい言い方……もしかして、何かご存知ですか？」

「はい。知っていて、うっかり失念していました。簡単な解決法があるにもかかわらず、焦あせるばかりに、思い付くことができなかったとは……私もまだまだです」

「私としては、是ぜ非ひともご説明いただきたいのですが……」

「ご容よう赦しやくださいませんか？……かなりショッキングな内容になりますので……私としても、どう伝えるべきか、迷っているのですよ」

　そう言って、シラーセはポータに目を向けた。「くすぐったいですぅ！」真々子とワイズに、ぎゅーっとされて、嬉うれしくて楽しくてたまらない笑顔がそこにある。

　メディもポータを見つめて、僅わずかに表情を曇くもらせて、小さくため息を吐ついた。

「……わかりました。では、シラーセさんのご判断にお任せします」

「ありがとうございます。お礼として、それとなく気付いてしまわれたメディさんには、何かとご協力いただくことにしますよ。フフフ」

「そ、それは……もし私の想像通りだとしたら、とても大変な協力になりそうな気がするのですが……」

「賢かしこい方は、苦労するものです。よろしくお願いいたします。ということで……真々子さん、ワイズさん、ポータさん。そろそろ出発しましょう。真人君の状況が気になります」

「ええ、そうね！　マー君のことが心配だわ！」

「あたしとしては、真人より、真人を心配しすぎて真々子さんがどうにかなっちゃいそうで心配ってことで！　敵のアジトに突とつ入にゆうするわよ！」

「はい！　行きます！」

　目が利きくポータを先頭に、一行は仄ほの暗ぐらい洞穴へ入っていく。

　それぞれ武器を手に、最上級の警けい戒かい態勢で。

「みんな、注意してよね……ここは組織のアジト……どんな罠わなが隠かくされているか、わからないわ」

「そうですね……それに、この薄うす暗ぐらさ……アンデッド系モンスターが配置されていても、おかしくありません」

「んー、ちょっといいかしら。思ったんだけど」

「ん？　どしたの真々子さん」

「ここは、アマンテちゃんやソレラさんたちが暮らしている場所なのよね。それなのに、罠やモンスターを配置しちゃうのは、おかしくないかしら。……奥まで一いつ瞬しゆんで行けちゃうような、便利な移動手段を用意しておくなら、話はわかるんだけど」

　真々子が小首を傾かしげて、率直な疑問を投げかけると。

　ワイズたちは立ち止まり、ちょっと考えて、いやそれはないわーと、首を横に振ふった。

「真々子さんが言いたいことはわかるわ。確かに、自分ちに罠とモンスター用意するなんて、あり得ないわ。頭おかしいわ。……でもＲＰＧって、そういうものだから」

「ＲＰＧを嗜たしなむ全すべての方が、一度は考えながらも、暗あん黙もくの了りよう解かいとして受け入れている部分かと思います」

「そして、たとえ自分の住処すみかであろうとも、便利な移動手段などは用意しておかないのが定番です。常識と言ってもいいでしょう。……間違っても、そのようなことは……」

「ないわね」

「ないです」

「ないですね」

「あ！　ありました！」

「「「えっ？」」」

　入り口から、ほんの数メートルほど進んだ地点で、ポータがビシッと指さした。

【いちいち説明しなくてもわかると思うけど、転送魔法円はこっちよ！】

　洞穴の土つち壁かべに、木板で作られた案内板が埋うめ込まれていて、矢印が描えがかれている。

　案内に従って進むと、小部屋があり、地面に魔法円が描かれている。

　真々子たちは、便利な移動手段を見つけた！

「そうよね。やっぱりそうよ。とっても助かっちゃうわ。うふふ」

「なんであるのよ……ああ、そっか……」

「ここは、あの四天王のアジトでしたね……」

「馬ば鹿かの巣そう窟くつというわけですか……」

「居住エリアに直行できるみたいです！　自分が操作します！」

　にっこり真々子と、にっこりポータと、なんか無む駄だに疲れた表情をしている三人が、身を寄せ合って魔法円に乗った。

「声で操作するみたいなので、自分が言います！　せーの、〝転送開始〟！」

　ポータの指示と同時に、光が一行を包み込んで。

　一瞬で移動が完かん了りようした。

「ほい、あっさり到とう着ちやくっと。……ここは……」

「あらまあ。とっても素す敵てきなところね」

　真々子たちがいるのは、まるで城や神しん殿でんのように格調高く整えられている通路の、ど真ん中。凝こった作りの魔ま法ほう石ランプが、前方から後方まで、几き帳ちよう面めんにずらりと並んで輝かがやきを放っている。

　通路には、左右に二つずつ、計四つの部屋がある。

　右側にある部屋のドアには、それぞれ【Ⅰ】と【Ⅱ】の表記。

　左側にある部屋のドアには、【男】と【Ⅳ】の表記がされている。

「ここが居住エリアで、この部屋は四天王たちの部屋、ということでしょうか」

「そう考えてよさそうですね……ただ、なぜ一つだけ【男】という表記なのか、理解に苦しむところですが……」

「まあいいじゃん。とりあえず、適当に見て回るわよ。間違っても、敵にばったり遭そう遇ぐうしたりしないように、注意して……」

　と、その時、【男】表記がされているドアが開いた。

「なんじゃ、騒さわがしいの。ワシの……をほんっ……私の部屋の前で騒いでいるのは、どっちの馬鹿だ？」

　可愛かわいらしいしゃべり方を、冷たい声こわ色いろと口調に修正しながら。

　袖そでも丈たけも長すぎる、一回り大きめの黒のコートを着用した、四天王モードのフラテロが通路に出てきた。

「……ん？」

　出てきた途と端たん、真々子たちとばったり遭遇。両者とも、きょとんと見つめ合って。

　ハッと気付いて！

「まずはご挨あい拶さつよね。フラテロちゃん、こんにちは。お邪じや魔ましてます」

「あ、ああ、こんにちは」

　真々子に挨拶されて、反射的に挨拶を返したフラテロだ。礼れい儀ぎができてる。

「じゃなくて……どうしてお前たちがここにいる？　これは一体どういうことだ？」

「うわヤバっ！　いきなり鉢はち合あわせとか！」

「よりによって、この子だなんて、最悪の展開ですね……シラーセさんとポータちゃんは、早く避ひ難なんしてください！」

「是非ともそうさせていただきます。ポータさん、行きましょう」

「は、はい！　戦いの邪魔にならないところにいます！」

　シラーセはポータを連れて、ひとまず、通路の反対側の部屋に隠れようとした。

　だが、さらに最悪な展開だ。

「ちょっとフラテロ！　何を騒いでいるのよ！　迷めい惑わくなんだけど！」

「こっちは～、隕いん石せき焼けの治ち療りよう中なんだから～、安静にさせてよ～！」

　ドアが同時に開いて、【Ⅰ】の部屋からはアマンテが、【Ⅱ】の部屋からはソレラが。体のあちこちに冷れい却きやくジェルシートを張り付けた姿で、二人の四天王が現れた。

「あたたた……やっぱりまだヒリヒリ……って、え!?　あなたたち!?」

「どどど、どうして真々子さんたちがここにいるの～!?　なんで～!?」

「ちょっ、どこまで最悪なら気が済むのよ！」

「四天王の三人と、同時に鉢合わせしてしまうなんて……！」

「あらあら。アマンテちゃんもソレラさんも、無理しないで、休んでいていいのよ？」

「いやいや真々子さん！　敵のことを気き遣づかってる場合じゃなくて……！」

「そう？　だったら休ませてもらおうかしら」

「実はさ～、普ふ通つうに動くだけでも痛いんだよね～」

　アマンテとソレラは部屋に戻もどる……

「え？　言うことを聞くのですか？　でしたらどうぞ」

「じょ、冗じよう談だんよ！　そんな見え透すいた策略に引っ掛かかるわけがないでしょう！」

「だ、だよね～！　引っ掛かるわけないよね～！」

　何気に本気で部屋に戻ろうとしていた二人が、慌あわてて踵きびすを返した。「「いたたた……！」」冷却ジェルシートをそぉ～っと剝はがして、四天王としての体てい裁さいが整った。

　フラテロ、アマンテ、ソレラ。三方向に敵の姿がある。

　一方の真々子たちは、三人で身を寄せ合って、相手の動きに備える。

「あら？　ポータちゃんとシラーセさんは……」

「こそこそっと、【Ⅳ】の部屋に入っていったみたいよ」

「飛び出してくる様子はありませんから、そこなら安全ということでしょう」

「そうなのね。だったら、まずはマー君の居場所を……」

「聞いたところで、素直に答えるとは思えないから！」

「素直に答えたくなるように、実力行使でお願いするべきですね！」

　ワイズは魔法書を手に、メディは杖つえを手に、早くも戦せん闘とう態勢。「えっと、まずは話を……」対話路線を提案する真々子を遮さえぎって、二人で一歩、前に出る。

　対する四天王たちは、武器を手にすることなく、平然と構えている。

「まさか、アジトへの侵しん入にゆうを許すとはな……とんだ失態だ……だが、ある意味、好都合かもしれん。ここには、大おお好すき真々子を倒たおすための秘策が揃そろっている」

「フラテロが言う通りだわ。……ここは私たちのアジト。マスターによって、母なる力が発動しにくくなるように調整されているから、大好真々子は本来の力を発揮できない……その上で、とっておきのアレを使用すれば……くっくっく……」

「ちなみに～、私の能力低下デバフがベースになってるんだよ～。私のおかげだよ～。ここは大事なところだから～、ちゃんと覚えておいてね～」

「どっちも黙だまれ。いちいち説明するな。……さっさと始めるぞ。地じ獄ごくを見せてやる」

「あらあら、なんだかよくない雰ふん囲い気きだわ。ワイズちゃん、メディちゃん、気を付けて！」

　身構える真々子たちを、四天王の三人が取り囲んだ。

　勝利を確信した悪が微笑ほほえみ、ただならぬ気配が漂ただよう。

　まずはアマンテが、そっと手を突つき出して唱えた。

「母に反逆せし者。母ぼ逆ぎやくのアマンテが命じる！」

　続いてソレラも同様に。

「母を侮あなどり蔑さげすむ者、母ぼ蔑べつのソレラが命じるよ～」

　最後にフラテロも。

「母を力で脅おびやかす者、母ぼ脅きようのフラテロが命じる」

　三人の呼びかけに応じて、真々子たちの足あし下もとに、突とつ如じよとして魔法円が描かれた。……どこかで見たような気がする模様だが……

　すかさず、四天王たちは魔法円の縁ふちに手を添そえて、一いつ斉せいに！

「「「〝転送開始〟！」」」

　魔法円の転送機能が発動した。

「ちょ、奥おう義ぎとかじゃなくて!?」

「ただの転送ですか!?」

「あらあら。どこに移動しちゃうのかしら……あ、マー君のところかしら！」

「真々子さんはポジティブに考えすぎ！　ああっ、ヤバい！」

　真々子たちは光に包まれて……







　こちらは【Ⅳ】の部屋の中。

　シラーセとポータが、ドアに耳を押し当てて、聞き耳を立てている。

「……何も聞こえませんね」

「部屋の外がどうなっているのか、全然わかりません！」

「気になるところですが……迂う闊かつに顔を出して、戦闘に巻き込まれるのは避さけたいところです。出てきてもいいと、真々子さんたちがお知らーせしてくれるまで、この部屋で大人しく待ちましょう」

　シラーセは部屋の中に目を向ける。

　ゆったりと広い室内には、ベッドや棚たな、ソファやテーブルなど、洒落しやれたデザインの家具が一通り揃えられている。

　ぬいぐるみがあちこちに置かれているところを見ると、まるで子供部屋のようだ。

「……あっ！」

　と、不意にポータが声を上げて、ソファに駆かけ寄った。そこに置かれていた、大きなクマのぬいぐるみを抱だき上げて、目をキラキラさせている。

「それが、どうかしたのですか？」

「このぬいぐるみは、自分が前からずっと欲ほしかった子です！　ゲームを始めた時から、すごく気になってて、でも入手方法がわからなくて……！」

「ふむ、そうですか……ポータさんが全力で喜んでしまうような物が、この部屋に……単なる偶ぐう然ぜんか、あるいは……」

「あっ！　す、すみません！　そういうこと言ってる場合じゃなかったです！」

「いえ、構いませんよ。おかげで私の中に、ふとした予感が芽生えました」

　漠ばく然ぜんとした予感だが、そうであってほしいと願いながら。

　シラーセは、ポータを自分の前に立たせて、呼びかける。

「反はん抗こう組織リベーレの首領をなさっている方、いらっしゃいますか？　少しお話したいことがあります」

　ポータが振ふり返って、きょとんと見上げてくるが、気付かないフリで。

「運営は、あなたの正体を既すでに把は握あくしています。その証しよう拠こは……」こしょこしょ

「はわわっ!?　ひゃうううっ！」

「これでもかと、証拠をご用意しています」こしょこしょ

「シ、シラーセさんんんっ！　くしゅぐったいですうううっ！」

　ほっぺと首の周りを、指でこしょこしょされて、ポータが身み悶もだえしまくっている。でもくすぐる。シラーセはくすぐり続ける。

　すると。

『……クダラナイコトハ、ヤメロ。用件ヲ言エ』

　シラーセの目の前に、突如として闇やみ色渦うずが出現して、性別不明の異質な声で呼びかけてきた。

「わわっ!?　な、何か出ました！」

「やはり監かん視ししていましたか。思った通りです」

『用件ヲ言エト言ッテイル』

「では手短に。……こちらは現在、反抗組織撲ぼく滅めつ計画を実行中です。間もなくそちらにも捜そう査さの手が回るでしょう。ですがその前に、私から一つ、ご提案させていただきます」

『……提案トハ？』

「あなたが引き起こした一連の事件は、親子の絆きずなを取り戻すために必要なものだった、ということにして、事態を上手うまく収拾しませんか？」

『……ッ！』

　闇色渦の中から、息を吞のむような音が聞こえた。

　提案に対し、相手は反応している。シラーセは続ける。押し切る。

「そのためでしたら、私はもちろんのこと、運営も協力を惜おしみません。どうか、ご一考ください」

『ソンナコトガ……』

「可能ですよ。幸いにも前例があります。あなたもご存知でしょう。事件の規模を考えると、軽くはないペナルティを課せられるかと思いますが……それでもやはり、親子の絆を第一に考えて……」




『ソンナコトガデキルナラッ、最初カラ、コンナコトニハ、ナッテイナイワヨッ！』




　突とつ然ぜん、張り裂さけそうな声が響ひびいた。

　圧あつ倒とうされて、シラーセが思わず口を噤つぐむと。

『……白しら瀬せサン。ソノ子ヲ連レテ、今スグ島カラ脱だつ出しゆつシテクダサイ。オ願イシマス』

　最後にぽつりと、そう言い残して、闇色渦は消えてしまった。

　交こう渉しようは失敗だ。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたシラーセは、失意のため息を吐はき出した。

「……踏ふみ込んではいけない部分に、うっかり踏み込んでしまったようですね。私としたことが、大失態です」

「あ、あの……シラーセさん……」

　ポータが酷ひどく困こん惑わくした様子でシラーセを見上げてくる。目は口ほどにものを言う。不安そうな瞳ひとみで、じっと見つめて、強く説明を求めている。

　だがシラーセは、また気付かなかったフリをする。

「私の、お仕事上の話です。気にする必要はありませんよ」こしょこしょ

「で、でも！　自分はわわひゃうううっ！　くしゅぐったいです！」

「気にする必要はありませんよ」こしょこしょこしょこしょ

「で、でもひゃうううっ！」

「気にする必要はありませんよ」こしょこしょこしょこしょこしょこしょこしょ

「わ、わかりましたっ！　自分、気にしません！　気にしないのでひゃわああっ！」

　実力行使で黙らせたわけではない。これは、いい子へのご褒ほう美びだ。「おまけです」「んひゃあああっ！」ポータも、とっても喜んで、笑い転げている。ご褒美だ。

　さて。悪い大人のやり方は、ここまでにして。

「とにかくこちらの用件は済みました。後は、真々子さんたちの状じよう況きようなのですが……」

　シラーセは、再びドアに耳を当てて、外の様子を探さぐってみるが……戦闘しているような音は聞こえてこない。部屋に隠かくれてから、今までずっと、廊ろう下かの方は静かなままだ。

「一体どういう状況なのでしょうか……少しだけ……おや？」

　そっとドアを開けて、隙すき間まから廊下の様子をうかがってみると。

　そこにはもう、誰だれの姿もなかった。

















第五章　誰だれでも持ってる、馬ば鹿かな俺でも持ってる、その力を見つけた。









　長かったようにも、短かったようにも思う。いずれにせよ、答え合わせの時間だ。

　適当な場所に腰こしを下ろして、闇やみ色の宝石が作られていく様子を眺ながめて。自分は今どうするべきなのか、ぼんやりと考えている間に。

　真まさ人との前に、答えが姿を現した。

「待たせてすまんの」

　フラテロが戻もどってきた。黒いコートを着用している。

　真人のところまで駆かけ寄って、体をくるっと反転させて。

　その背中に描えがかれている〝母〟の字を反転させたマークを見せつけてくる。

「ワシの一いつ張ちよう羅らじゃ。……これを着られるんは、反はん抗こう組織リベーレの、四天王だけじゃ。恰かつ好こういいじゃろ」

「……ああ、そうだな。恰好いいな」

　フラテロは、四天王の一人。三人目の四天王。

　ここは反抗組織リベーレのアジト。

　フラテロに続いて、入り口の扉とびらの陰かげからひょっこり姿を見せた二人も、その認にん識しきの正しさを肯こう定ていしている。

「誰かと思ったら、大おお好すき真人じゃないの」

「あれれ～、本当だ～。真人君だ～。やっほ～」

　アマンテとソレラだ。軽く驚おどろきながら、平然と歩み寄ってくる。

　真人が反応するより先に、フラテロがうろたえた。

「おどれら……をほんっ……お、お前たち。どうして私についてきた。ついてくるなと言っておいただろ」

「言われたけど、別にいいでしょ。ここは私たちのアジトなのだから、どこへ行こうと、私たちの自由よ。……それから……」

「もういい加減さ～、無理してそういうしゃべり方しなくていいよ～？　恰好つけたいのかなんなのか～、知らないけど～……素すの自分で勝負しないのは～、男らしくないんじゃないかな～？」

「そうね。男らしくないわね」

「男らしくないよね～。んっふふ～」

　その言葉に、フラテロのこめかみが、ピキッと。

「つまり、おどれらは、ワシに喧けん嘩かを売っとるわけか。よーくわかった。……おい、あんちゃん。この馬鹿共をぶちころがすぞ。ちょっと厄やつ介かいな相手じゃけぇ、手を貸してくれ」

　怒いかり心しん頭とうのフラテロが、真人の隣となりに並んで身構えた。敵はアマンテとソレラ。二人掛がかりで、本気でボコボコにしてやろうと……

　だが真人は、フラテロの肩かたを強く押し返して、拒こばんだ。

「……あんちゃん？」

「茶番はもう、お終しまいにしようぜ。もう充じゆう分ぶんだろ」

「茶番？　なんの話じゃ？」

「とぼけるなよ。もう、わかってるから。……俺とお前は、敵同士だったわけだ」

「敵、じゃと……？」

「ああそうだ。お前は反抗組織の四天王の一人。俺は、それに気付かないまま、母親を超こえる力に釣つられて、ほいほいついてきた大馬鹿野や郎ろう。まんまと騙だまされて、利用されるところだった。……そういうことなんだよな」

　真人がじっと見つめると、フラテロは。




「んゃ？　なんじゃ、それ」




　ふにゃっと、小首を傾かしげた。

　純真無む垢くすぎる、何もわかっていない顔している。

「いや、あの、フラテロ？　フラテロさん？　もっと詳くわしい説明が必要か？」

「ん。説明してほしいんじゃ」

「まず……俺は、普ふ通つうの勇者、大好真人。そしてフラテロは、反抗組織リベーレの、四天王の一人。よって俺たちは敵同士だ。この辺はＯＫだな？」

「そこからもうわからん。なんで敵同士なんじゃ？」

「え？　なんでそんな質問が返ってくる？」

　真人とフラテロが、仲良く小首を傾げていると。

　アマンテとソレラが一歩下がって、二人でひそひそと。

「……ねえソレラ。あなた、大好真人に関する情報を、ちゃんとフラテロに伝えた？」

「え～？　アマンテが伝えたんじゃないの～？　私は～、真人君のことをあんまり敵視してないから～、何も言ってないよ～？」

「ああ、そうなのね……実は私も、さして重要に思わなかったから、名前さえ伝えていなかったのだけど……黙だまっていた方がいいわね」

「内ない緒しよにしておこうね～」

「聞こえてるっつーの。つまり、お前らのせいか」

　真人はとりあえず、アマンテの頭のお団子と、骨の飾かざりがついているソレラの前まえ髪がみを、全力で引っ張ってやる。「「ひっ、鬼おにの形相!?」」「ホウ・レン・ソウ」「「いだだだっ!?」」「ホウ・レン・ソウ」「「ごめんなさいごめんなさいっ!?」」報告、連れん絡らく、相談。組織にとって重要な標語だ。

　まあとにかく、理由は判明した。

　真人はあらためてフラテロと向き合う。

「それじゃフラテロは、俺のことを敵だと知らなかったのか。俺が母さんの……大好真ま々ま子この息子むすこだと、知らなかったんだな」

「初耳じゃ。あんちゃんは、あの大好真々子の子供……でも別にそんな敵視せんでもええと、今、知った」

「お前までそんなこと言うの!?　まあいいけど！　いやよくないけど！　でももう慣れてるからいいけど！……とにかく、お前は、俺を騙すつもりはなかったんだな！　そういうことだな！」

　その問いかけに、フラテロは力強く頷うなずいた。

「ん。ワシには、あんちゃんを騙す理由がない。最初にちゃんと名乗らんかったんは、ワシの落ち度じゃけぇ、まずは謝る」

「それについては、俺も同じだ。お互たがい様ってことで、俺も謝る」

「ワシにとって、あんちゃんは……拳こぶしと剣けんで語り合い、心を通わせた、男同士の喧嘩仲間じゃ。そこに間ま違ちがいはない」

「そっか。そっかそっか。噓うそはなかったんだな。俺とお前は、心の友。男と男の友情で結ばれた、最高のライバル！　俺が信じたものに、間違いはなかった！」

　真人は安あん堵どして、歓かん喜きする……！

「……ねえソレラ。フラテロが、実は女だということは、黙っていた方がいいのかしら」

「ん～、そうだね～。真人君が誤解したままの方が～、面おも白しろいかもね～」

「そうね。わかったわ。じゃあ……フラテロは、私たちのことを毛け嫌ぎらいしていて、性別が同じという点すら不満に思っているから、男を自じ称しようしているのよ、なんて、いちいち説明しないようにしましょう」

「内緒にしておこうね～」

「だから聞こえてるっつーの……って……え？　は？」

「大たい概がいにせい。この馬鹿共が」

　またひそひそと話し合っているアマンテとソレラの、お団子と前髪を、フラテロが鷲わし摑づかんで引っ張り回す。「「ちょっ、もげるううううっ!?」」「もげろ」本気で引き千切ろうとしているが。そんなことより。

「お、おいフラテロ……お前、女の子なのか……？」

「違う。この馬鹿二人は、あんちゃんをからかっとるだけじゃ。ワシは男じゃ。……噓だと思うなら、ワシの体を調べてみい。胸でも、股またでも、触さわって調べたらええんじゃ」

「おお、男らしいな。じゃあ……」

　確認のため、真人が手を伸のばすと。

　フラテロは急に顔を真っ赤にして、一歩、下がった。

「……おい」

「ワ、ワシは男じゃけぇ、あんちゃんに体を触られても、別に何とも思わん。大事なところを触られたって、なんとも思わん……けども……あんちゃんが逮たい捕ほされる可能性があることだけは、一応、言っておく」

「早めに白状してくれて、ありがとう。おかげで助かった。……マジで女の子なんだな……そっか……俺が信じたものは、間違いだらけだったのか」

　母親、仲間たち、敵、ついでに謎なぞの修道女……女だらけの冒ぼう険けんの中で、初めて出会ったかに思えた、同性の心の友は……幻まぼろしだったわけだ。

　真人が、がっくりと肩を落としていると。

「こちらも大体の事情が把は握あくできたわ。二人の間にあった誤解は、さておくとして」

「真人の行動が～、私たちにとって～、上手うまく作用してくれた感じかな～。んっふふ～」

　アマンテとソレラが悪質に笑っている。

「……どういうことだよ」

「いちいち説明しないわよ」ふんっ

「いや言えよ！　今こそ説明しろよ！　お前そういう係だろ！」

「そういう係じゃないわよ！　そもそも、私は今まで一度たりとも……！」

「はいは～い。ここは教えてあげた方が面白そうだから～、私が説明してあげるね～」

　にやにやと妖あやしく笑うソレラが、その頭上に巨きよ大だい魔ま法ほう書を出現させた。ページが開かれて、昏くらい輝かがやきが壁かべに向けて照射される。

　さながらプロジェクターのように、映像が映し出された。

『ったく！　なんなのよ、ここは！……こうなったら、あたしの魔法で……』

『ワイズさん、魔法は控ひかえてください！　こんな狭せまい場所では危険です！』
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　場所は、薄うす暗ぐらい小部屋。酷ひどく苛いら立だった様子で、材質不明の黒壁を蹴けりつけているワイズとメディがいる。ガスガスと、容よう赦しやない音も聞こえてくる。

　真々子もいる。

『超ちよう特急でお料理するわ！　すぐに作るから、ちょっと待っていてね！』

　部屋の中央に、簡単な台所があり、真々子がせっせと大根を切っている。トントントントンッと、リズミカルに、超特急で。

　という映像なのだが。

「……おい。母さんたちは、何やってんだよ。これ、どこだよ」

「真々子さんたちは～、真人君を探してアジトに来たみたいなんだけど～、私たちとばったり鉢はち合あわせしちゃって～……素敵なお部屋に転送されちゃったんだよ～」

「なんで来たんだよ……いや、それより、素敵なお部屋って……」

「〝ＴＨＥ　ＥＮＤ　ＯＦ　母（Ｅｔｅｒｎａｌ　Ｈｏｕｓｅｗｏｒｋ　Ｅｄｉｔｉｏｎ）〟という名前の部屋じゃ」

「なっがい名前だなおい」

「まず〝ＴＨＥ　ＥＮＤ　ＯＦ　母〟とは、組織が開発した対母親用特とく殊しゆ設備のシリーズ名よ。その部屋は、世界から隔かく絶ぜつされた特殊空間に置かれていて、母なる大地や海の力を引き出して利用することができない仕組みで……」

「〝（Ｅｔｅｒｎａｌ　Ｈｏｕｓｅｗｏｒｋ　Ｅｄｉｔｉｏｎ）〟の仕様については～、見てもらった方が早いかな～。さあどうぞ～」

　その仕様とは……







　こちらは、ＴＨＥ　ＥＮＤ　ＯＦ　母（Ｅｔｅｒｎａｌ　Ｈｏｕｓｅｗｏｒｋ　Ｅｄｉｔｉｏｎ）と名付けられた部屋の内部。

　苛立ちを壁にぶつけるワイズとメディの傍かたわらで、真々子が引き続き料理をしている。

　大根を一口サイズに切って、鍋なべに入れて、出だ汁しで茹ゆでて。

　灰あ汁くを取って、味み噌そを入れて、調味料で味を調整して……完成！

「うふふ。いつもの味になったわ。これならマー君も、きっと喜んでくれるわね」

「真々子さん、できたのね！」

「でしたら、どこかに……！」

　料理の完成を確かく認にんして、ワイズとメディは四方の壁に目を走らせる。

　と、ワイズの左側の壁が、真ん中から左右にスライドして開いた。

「こっちに道ができたわ！　行くわよ！」

　ワイズの先導で、三人は壁の先へ進む。

　真四角の通路を駆かけ抜ぬけると、小部屋にたどり着いた。

「また部屋だし！　ああもう腹立つ！」

「そして、またしても、これですね」

　広さも、床ゆかや壁の質感も、それまでいた部屋とまったく同じに見える。

　ただし今度は、室内の中央に、ぐちゃぐちゃに山積みされた洗せん濯たく物ものが置かれていて……

【子供を預かった。返してほしければ、母親が洗濯物を全すべて畳たたみなさい】

　脅きよう迫はく的な指示が表示されている。

　真々子がさっそく、洗濯物の山の前に正座して、畳み始める。

「よいしょ！　それじゃ早く片付けて、マー君のところへ行きましょう！」

「ちょっと待って真々子さん！　これ、絶対におかしいから！」

「四つ前の部屋にも、八つ前の部屋にも、これと同じ状じよう況きようがありましたね……掃そう除じ、洗濯、料理、洗濯物……その四つの作業を要求する部屋が、ずっとループしているようです」

「そうね。そんな気がするけど……はい、終わったわ！」

　洗濯物をてきぱきと片付けて、条件をクリアだ。

　同時に、真々子の右手側にある壁が開いて、通路が露あらわになった。「行きましょう！」「ちょ、真々子さん！」「待ってください！」真々子が真っ先に走り出した。

　そうして、たどり着いた場所は、また小部屋。今度は中央に、箒ほうき、ちりとり、雑ぞう巾きんとバケツなどが置かれている。

【子供を預かった。返してほしければ、母親がこの部屋を掃除しなさい】

　続いての指示は掃除。

「それじゃ始めましょう！　レッツ、お掃除！」

「お掃除よー、じゃなくて！　真々子さん、ちょっと落ち着いて！……これ、完全に罠わなだから！　条件をクリアしたって、真人のところには行けないから！」

　必死の呼びかけに、床の雑巾がけをしている真々子の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　でもすぐに、動き出す。せっせと床を拭ふく。

「もしかしたら、ワイズちゃんの言う通りかもしれないわ。……だけど、なんとなく感じるの。マー君のところへ近付いてる感じがするの」

「いや、でもさ……！」

「たとえそうだとしても、このまま続けるのは、よくありません。これは間違いなく罠です。延々と家事をさせて、体力を奪うばうように仕組まれた罠です。ですから……」

「そうね。メディちゃんが言う通り、罠かもしれないわね。普ふ通つうに家事をしているだけのはずなのに、力をどんどん吸い取られていくような感覚がするから」

「でしたら……！」

「でもね、やめないわ。だって、罠じゃない可能性もあるから」

　バケツの水に浸ひたした雑巾を、力強く絞しぼって。

　頰ほおから伝い落ちる汗あせを拭ぬぐった真々子は、再び床を拭く。

「大だい丈じよう夫ぶよ。大丈夫。私は、お母さんだから。子供のためだったら、どんなことでも頑がん張ばるわ。どんなに辛つらくても、頑張れちゃうわ。だって、お母さんだもの。……だからここは任せておいてね。大丈夫だから」

　我が子と再会する瞬間を思い浮うかべて、嬉うれしそうに、幸せそうに微笑ほほえんで。

　真々子は汗水たらして、せっせと働き続ける。







　真人は、映像の中の真々子から目が離はなせない。

「大丈夫じゃないだろ……ふざけんなよ……そういうの、やめろよ。頼たのむから」

　呆あきれたように、怒おこったように、呟つぶやいてはみたものの。

　正直な気持ちは、そうじゃない。不覚にも、目め頭がしらが熱くなるような感覚が溢あふれてくる。

　だが、空気を読まない外野のおかげで、涙なみだを零こぼすには至らなかった。

「あらら～。ワイズちゃんとメディちゃんには～、気付かれちゃったみたいだね～。ざ～んねん。でも真々子さんは～、がっつり嵌はまってくれてるね～」

「当然よ。我が子のことを強く想おもう母親ならばこそ、あの罠からは逃のがれられないわ。延々と指示が出される無限ループの中で、自じ滅めつするしかないのよ。くっくっく」

「待つんじゃ。勝手に自滅させたら、つまらんけぇ、適当なところで出すんじゃ。自分の力で大好真々子に勝ちたいと思っとる者もんがいるけぇの。……な、あんちゃん」

　フラテロが真人のところに駆け寄ってきて、袖そでをくいくい引っ張ってくる。

「あんちゃん。今のうちに修しゆ行ぎようするんじゃ。力を手に入れて、その力で、大好真々子をぶちころがすんじゃ。な、あんちゃん」

　まるで遊びにでも誘さそう様に、喜々として引っ張ってくるフラテロの、その手を。

　真人は思い切り、振ふり払はらった。

「……あんちゃん？」

「やっとわかったよ。俺が求めていた力とは、なんだったのか」

　呆ぼう然ぜんとするフラテロには、目もくれず、真人は歩き出す。

　聖せい剣けんフィルマメントを抜いて、しっかりと握にぎりしめて、真々子の映像の前に立った。

「……なあ母さん。俺さ、わかったよ」

　我が子を助けようと必死になっている母親の姿が、教えてくれた。

　真人にとっての力とは。

「助けたいと思う誰だれかを助けるために、必要なもの……それこそが、力だよな」

　この期ごに及およんで、正直に〝母さんを助けるために〟と言えなかったのは、まだまだ至らないところだが。それでも見つけた。

　真人は、聖剣を大きく後ろに引き、構える。

「大いなる天空よ……母なる海と大地が、次々に何かを生み出していくのを、傍そばで見ているしかなかった天空よ……俺とお前は同じだ……だからわかるはずだ……今こそ、やってやりたいよな！　ああそうだ！　やってやるんだよ！　そのために、力を貸してくれ！」

　檄げきを飛ばして、吠ほえて、必ずできると信じ抜いて。

「な、なによ……大好真人は、何をする気なの!?」

「わからないけど～、とにかくすごい気き迫はくだよ～！」

「まさか、あんちゃんにも、何か特別な力が……？」

　四天王たちが圧あつ倒とうされて息を飲み、身動きできずに見守る中で。

　真人が放つ！




「究きゆう極きよく奥おう義ぎ……時じ空くう斬ざん！」




　聖剣フィルマメントが、全力で、水平に振り抜かれた！

　究極奥義・時空斬──それは天空に選ばれし勇者真人が、その大いなる力を得て放つ至高の一いち撃げき。日々の弛たゆまぬ鍛たん錬れんと、誰かを助けたいと強く願う心によって可能とされる、必殺技わざである。

　その一撃が、異なる空間を隔へだてる壁かべを切り裂さき、囚とらわれている仲間たちを救い出す！

「お、開いたじゃん！　よっし出られたーっ！」

　聞こえた。映像音声ではない、生のワイズの声が！

　真人の、ずっと後ろの方から聞こえた。

「……え？　後ろ？」

　真人が対面していた壁ではなく、後ろの方にある壁が、左右にスーッと開いて、ワイズたちが姿を現した。

「あれ……えっと……」

「あんちゃんの究極奥義で、空間が切られた……！」

「お、おう！　そういうことだ！」

「大好真人が見み据すえていた場所と、全然関係ないところから出てきているわ！　超時空的なアレなのかしら！」

「た、たぶん……いや、そう！　そういうこと！　狙ねらい通り！」

「しかも～、水平に切ったのに～、上下じゃなくて左右に開いてるよ～！　切り口も自由自在だなんて～、すごすぎるよ～っ！」

「そうだろそうだろ！　その通り！　すごいな俺！　俺はついに覚かく醒せいした……！」

　その時、仲間たちの声が。

「罠の方がギブアップするとか。さっすが真々子さんだわー」

「洗濯物に食材、掃除する箇か所しよ。その全てがネタ切れになるまで、やってしまわれるなんて……真々子さんの家事力には脱だつ帽ぼうです」

「なんとかなって、よかったわ。うふふ」

　だそうだ。

　アマンテも、ソレラも、フラテロまでも、黙だまって真人を見つめている。

　うん。

「えっと……できるかなって……できたらいいなって、思ったんですけど……妄もう想そうでものを言って、すいませんでした」

　泣かない。男だから、泣かずに。ちゃんと謝って、真人は剣を鞘さやに収めた。

　気持ちを切り替かえて。ここは何事もなかったように、元気よく、笑顔で仲間と再会だ。

「やあ、母さん、みんな！　久しぶり！　よくご無事で……！」

「はいはい、感動の再会は後回しよ。敵にほいほい付いて行ったことへの説教も、後にするとして」

「まずは四天王への対処……の前に、真人君は一仕事ですね」

「え？　一仕事って……」

「マー君！　ここにいたのね！　お母さん、とっても心配したのよ！」

「はっ！　来るっ!?」

　真人を目にした途と端たん、真々子が全速力で駆かけてくる。

　我が子のことが心配で心配で心配でたまらなかった母親に、ぎゅーっとされて、むぎゅむぎゅされて、安心させてやる。それが真人の仕事……

　そのはずだったが。

「下がれ」

　真々子が真人に飛びつこうとした瞬間、フラテロが間に滑すべり込み、真々子の腹部に手を添そえた。刹せつ那な、真々子の体が勢いよく吹ふき飛ばされる。

「きゃっ……!?」

「母さんっ!?」

　飛ばされた先にあるのは、闇やみ色の宝石を製造するための、石の台座だ。

「ちょヤバッ！　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうは、間に合わないっ！」

「でしたら、私たちの体で！」

　真々子が台座に激げき突とつする、その前に、ワイズとメディが飛び込んだ。「げふっ!?」「んはっ!?」二人がクッションとなって潰つぶれた代わりに、真々子への大ダメージは防がれた。

「ワイズちゃん!?　メディちゃん!?　ごごご、ごめんなさいね!?」

「き、気にしなくていいから！　あたしたち、真々子さんに頼たよってばっかだからさ！」

「お役に立てたのでしたら、何よりです！……それより！」

　激突によって、台座が震ふるえた。異常な振しん動どうが検知されて、安全装置が作動する。

　台座を中心に、魔法の檻おりが形成されて、真々子たちは囚われてしまった。

「こんなの、あたしの魔法でぶっ壊こわしてやるわ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……爆球ボムバ・スフエラ！……あれ？　魔法が発動しないんだけど!?」

「無む駄だじゃ。その檻の中では、魔法は使えん。母なる力も使えん」

「ワイズさん、よかったですね！　ワイズさんが残念賢けん者じやだからという理由ではないようです！」

「よかったー……じゃなくて！　全然よくないでしょ！　罠の部屋から、やっと脱だつ出しゆつできたと思ったら、またこれって！　あんまりでしょ！　ふんがーっ！」

「確かに、これは非常に不ふ愉ゆ快かいですね……とても鬱うつですよ……！」

　魔法の檻に摑つかみかかって、滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れるワイズとメディ（ダークパワー）を、アマンテとソレラが楽しげに眺ながめている。

「あっはっは！　お似合いの姿ね！　猛もう獣じゆうにでも転職したらどうかしら！　そのままサーカスに引き取られたら、もっと面おも白しろいわ！」

「連続で捕つかまっちゃうとか～、馬ば鹿かだよね～！　無様だよね～！……それにしても～、真々子さんは～、本気で〝ＴＨＥ　ＥＮＤ　ＯＦ　母〟の部屋に勝っちゃったの～？」

「本当に〝（Ｅｔｅｒｎａｌ　Ｈｏｕｓｅｗｏｒｋ　Ｅｄｉｔｉｏｎ）〟をネタ切れさせたのか、気になるわね。ちょっと確かく認にんしてみましょう」

　アマンテとソレラは、罠わなの部屋に入ってみた。

　壁に空いていた出口が、左右からスーッと、閉じた。もう跡あと形かたもない。

　絶望的な形相で壁を叩たたいているアマンテとソレラの映像が、しばらくの間、投とう影えいされていたが……巨きよ大だいな魔法書が消失すると同時に、映像は途と絶だえた。

「あの馬鹿共、どこまで馬鹿なら気が済むんじゃ……っ！」

　呆れ果てていたフラテロだったが、その時、異様な気配を感じて、思わず息を飲んだ。




「……ふぅ……」




　真人が、小さく息を吐はいて、ゆっくりと歩き出した。横顔をじっと見つめてくるフラテロの脇わきを、さっさと通り過ぎていく。

　囚われの仲間たちのところへ歩み寄り、檻越ごしに話しかける。

「二人とも、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫じゃないわよ！　思いっきり捕まってるし！……って……あれ、真人？」

「ダメージはありますが、瀕ひん死しというわけではありませんから……えっと……真人君？」

　ワイズとメディは、妙みように穏おだやかな表情をしている真人を見て、言葉に詰つまった。

「えっと……真人？　あんた、真人よね？」

「普ふ段だんと感じが違ちがいすぎる気がしますが……」

「俺は俺だよ。俺以外の誰でもない」

　二人の様子を確認したら、次だ。

　ワイズとメディの後ろで座り込んでいる、まだ汗あせだくの真々子に目を向けた。

「母さん。大丈夫か？」

「ええ！　お母さんは大丈夫よ！　大丈夫！　こうしてマー君と会えたおかげで、お母さんはもう元気一いつ杯ぱいだから……！」

「はいはい。噓うそだな」

「そんな、噓なんかじゃ……」

「噓だな」

　真人の冷静な一言と、真っ直すぐな視線を受けて、真々子が思わず口を噤つぐんだ。

「……なあ、母さん。話がある」

「は、はい！　何かしら！」

　真々子は驚おどろいて、急いで姿勢を正して、正座した。

　𠮟しかられるとでも思っているのか。その通りだ。

　もしかしたら、これが人生で初かもしれない、ちょっと不思議な怒いかりの感情を込こめて、真人は真々子に物申す。

「おい母さん。母さんはすぐに『大丈夫よ』なんて言うけどな……それ、やめろよ」

「え？……で、でも、大丈夫だから、大丈夫って……」

「本当に大丈夫な時は、それでいいよ。でも大丈夫じゃない時に大丈夫って言うのはやめろ。……母さんは、滅茶苦茶な力を持ってて、なんでもできるけどさ……でも、疲つかれる時は疲れるだろ」

「それは、そうだけど……」

「そういう時にな、噓を吐つかれて、大丈夫って言われると、逆に不安になるんだよ。……母さんは、俺を不安にさせて楽しいのかよ」

「そ、そんなことはないわ！　お母さんは、マー君を不安にさせちゃいけないと思って、それで……」

「その結果として不安にさせてたら、意味ないだろ。そう思わないか？」

　じっと見つめ返すと、真々子がしょんぼりと項うな垂だれた。

「それは……そうね……そうだわ」

「だからさ。ちょっと考えてくれよ。そういう時は、どうしたらいいか。……俺は、母さんにとっては、どこまでいっても子供だろうけど……でも、できることがあるかもしれないだろ？」

「マー君……」

「だからな、その……つまり……母さんが俺を心配するように、俺だって、母さんのことを心配してるんだから、その辺を理解してくれってことだ。以上」

　思ったことを、そのままに、息子むすことしてビシッと𠮟りつけてやると。

　真々子が、俯うつむいたまま、こっそり微笑ほほえんだ。

「そうなのね……マー君は、お母さんのことを心配してくれているのね……うふふ」

　その体が徐じよ々じよに光を「喜ぶとこじゃない」「は、はい！」お説教中である。

　真人の気持ちが、ちゃんと届いているように。願って。

「それじゃ母さん。正直に答えてくれ。母さんは今、疲れているよな？」

「……そうね。ちょっと疲れちゃったわね」

「だったら、そこでしばらく休んでいてくれ。何もしなくていいからな。……俺が、今度こそ、必ず、助けるから」

　ゆっくりと告げられた言葉に、真々子が深く頷うなずいた。

「わかったわ。ここに座って、お休みしているわね。お母さん、何もしないわ」

「ワイズとメディも、しっかり休んでいてくれ。ついでに母さんのことを見張っておいてくれると助かる。後のことは、俺に任せてくれ」

「ああ、うん、わかった……言われた通りにする」

「わかりました。後は真人君にお任せします」

　真人のことを不思議そうに見つめたまま、ワイズとメディが腰こしを下ろす。

　真々子は、台座に背中を預けて、しっかり休む姿勢になった。

　すかさず、母親特とく殊しゆスキル【母の休日】発動！

　それは、その名の通り、母親が休む時間。子供からの気き遣づかいであれば、なおのこと、何もしてはいけない。何もかも、強制的にお休みだ。

　その効果が、真々子が背中を預けている台座へ、台座に連結されているコードへ、コードから床ゆかに描えがかれている魔法円へ流れていって……

　魔法円の中央に安置されている、ゲル状の球体にも効果が及および、データ送信がピタッと止まった。

　闇色の宝石の製造が、完全に停止した。

「あ、あれ!?　真々子さんが何かしたっぽい!?」

「何もしていないはずなのですが……」

「マーくーん。お母さんは、マー君が心配しなくていいように、何もせずに、ちゃんとお休みしているわよー。うふふ」

「何もしなくて、それかよ……ったく……やっぱ母さんは、母さんだな」

　真々子が暢のん気きに手を振ふってくる。そんな様子を眺めて、軽く笑って。

　真人は向かう。心の友と信じた相手のところへ。







　真々子たちの視線を背に受けながら、真人はフラテロと向き合う。

　フラテロは、ぼんやりとした目で、非難するように真人を見つめている。

「……あんちゃんほどの男が、母親にあんな態度を取るとはの。おかしな話じゃ」

「何かおかしかったか？」

「説教したいことがあるなら、拳こぶしで教えたらええじゃろ。それが男のやり方じゃ。力で母親を屈くつ服ぷくさせるんが男じゃ」

「そういうのは、男とは言わない。〝クズ〟って言うんだよ」

「違う」

「違わない」

　しばらく睨にらみ合って……真人は軽く嘆たん息そくして、剣けんを抜ぬいた。

「要するに、それがお前の力ってことだな」

「そうじゃ。ワシの力は、母親をぶちころがすための力じゃ。それこそ、あんちゃんが欲ほしがってた力じゃ」

「折角だが、その話はなかったことにしてくれ。俺が求めていたのは、それじゃない。そんな力は要いらない」

　きっぱり言ってやると、フラテロは口をへの字に曲げた。不満そうだ。

「……あんちゃんは、母親と仲良しがええんか。いちゃいちゃベタベタしたいんか」

「んなわけねーだろ。俺は普ふ通つうに、ごく普通に、母さんと、それなりに仲良く冒ぼう険けんしていきたいだけだ」

「頭おかしいんじゃ」

「かもな。ある程度は否定しない。……母親同どう伴はんで、母親無む双そう。子供は圧あつ倒とうされるばかり。そんな状じよう況きように、俺はもう何回、絶望したかわからん……でもな。俺は、その滅め茶ちや苦く茶ちやが面白いかなと思ってる。滅茶苦茶で、こんなもん誰だれもクリアできねーだろって思うから、俺がクリアしてやりたいと思ってる」

「正気とは思えん」

「上等だよ。正気の沙さ汰たじゃない冒険なんて……それこそ男として、燃えるだろ？」

　挑ちよう発はつ的に、笑いかけてやる。

　呆あつ気けに取られていたフラテロは、深いため息を吐いて……

　不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵を見る目で、真人を見返してきた。

「男の覚かく悟ごじゃったら、もうなんも言わん。ワシも男じゃけぇ、覚悟を決める」

「そうしてくれ。こっちも、もう覚悟ができてる。……あと、ついでに……もう限界だ」

　真人は、揺ゆるぎない切っ先をフラテロに向ける。

「なあフラテロ……うちの母親に……何してくれてんだよお前はっ！」

　冷静を心がけて、全力で内側に押し込んでいた怒りが、一気に爆ばく発はつした。

　真人は、フラテロの首を狙ねらって、横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを放つ。

「んゃっ」

　フラテロは、高く跳とび上がって回かい避ひした。

　いい位置だ。

「そこにいろ！　一撃で終わらせてやる！　おらあああっ！」

　聖剣フィルマメントに力を込めて、全力で振り抜く。

　怒りに燃える斬撃波が放たれて、フラテロに……

「いい攻こう撃げきじゃが、まだまだじゃ」

　フラテロは、斬撃波の側面を転がるように、体を回転させて回避して。

　着地した途と端たん、一気に間合いを詰めてくる。

「んゃっ」

「見え見えだぞ！」

　フラテロの正せい拳けん突づき。それに合わせて、真人は左手を突つき出す。

　防ぼう御ぎよ障しよう壁へきが展開されて、拳を受け止めた瞬しゆん間かん、ガギンッと、硬かたい音が響ひびいた。

　一瞬だけ見えた、厳いかついメリケンサックのような金属部品が、すぐに袖そでの中に引っ込んで見えなくなった。

「……お前、何か妙な武器を隠かくし持ってるだろ」

「ワシは拳けん闘とう用の武器を装備しとる。腕うでに装備して殴なぐると、ずどんと飛び出るようなやつじゃ」

「なるほど。暗器使いって感じか」

「普通の武器じゃ。コートの袖が長すぎるけぇ、なかなか見えんだけじゃ。こそこそ隠しとるわけじゃないけぇの」

「そうだな。お前は、そういう奴やつじゃないからな」

「ついでに言っておく。ワシの攻撃は、母親が相手なら超ちよう強力じゃが、それ以外の相手には普通のパンチにしかならん。じゃがこの武器があれば、普通の相手にも、たまにすごい攻撃ができる」

「ラッキーパンチがあるわけか。正々堂々、説明してくれてサンキュな」

「どういたしまして、じゃっ」

　フラテロがまた間合いを詰つめてくる。だがアマンテのような素す早ばやさはない。真人は冷静に観察して……

　正拳突きが放たれるタイミングに合わせて、左手を突き出す。防御障壁を展開。「んゃっ」「ふんっ！」瞬間的に袖の奥から飛び出してきた、厳ついメリケンサックの一撃を、片手で難なく受け止められた。

「残念！　ハズレだな！」

「次は当たりじゃ。……んゃああああっ……」

　腰を落として、全身を強こわ張ばらせて、フラテロが力を溜ためている。山のように巨きよ大だいな角カエルを吹ふき飛ばし、ジャングルに大穴を空けた、必殺の一撃がくる。

「（これがラッキーで当たったらヤバそうだな……避よけるか？……いや、受ける！）」

　フラテロが誇ほこる力を、真正面から否定してやりたい。

　その気持ちで、真人はその場に踏ふみ止とどまった。

「来い、フラテロ！」

「あんちゃん、覚悟せえよ。んゃっ」

　フラテロの必殺正拳突き！　真人は防御障壁を展開させて！

　ぺちっと、軽く受け止めた。

「くっ。不発か」

「ほら、お返しだ！」

　真人は聖剣を振り上げる。大上段からの一撃を……！

「んゃっ」

　その瞬間、フラテロが、両手で頭を抱かかえて、ぎゅっと目をつぶって、ん～～～って、必死に防御する姿勢になった。見るからに可愛かわいい、女の子ガード！

　攻撃したら、絶対に、間ま違ちがいなく、真人が悪者に見える。

　真人は咄とつ嗟さに攻撃の手を止めた。

「ちょっ、おまっ、それはズルくね!?」

「なんじゃ、攻撃してこんのか。じゃったらワシの攻撃じゃ。んゃっ」

「その掛かけ声も、何気に可愛くてズルいんだけど！　くっ！」

　再び放たれた正拳突きを、防御障壁でガードする。

　そして今度こそ、真人が攻撃を……！

「んゃっ」女の子ガード！

「だからそれやめろって！　やめて!?」

「なんじゃ、また攻撃してこんのか。じゃったらワシの攻撃じゃ。んゃっ」

「ああもう！　こいつ、やりづらい……えっ……」

　軽く受け止めようと、突き出した防御障壁が、徐じよ々じよに押し返される。

　押し返す力は止まらず、防御障壁が破られて、小さな拳が真人の腹部に触ふれた瞬間。

　真人は猛もう烈れつな勢いで吹き飛ばされた。

「んぐっ……!?」

　一気に後方まで飛ばされて、受け身なんて取れるわけもなく、勢いよく壁かべに激げき突とつした。

　戦せん況きようを見守っていた真々子たちが、慌あわてて立ち上がる。

「あらやだ、マー君!?」

「ちょっ、何やってんのよ！　メディ、やるわよ！」

「はい！　どうにかして回復魔ま法ほうを……！」

「これは俺の戦いだっ！　手出しするなっ！」

　真人の気き迫はくに押されて、真々子たちの動きが止まった。

　正直、きつい。背中が熱い。熱くて痛い。肺の空気が一気に吐はき出されて、胸まで痛い。回復してもらわないとヤバい状態だと、自分でもはっきりわかっている。

　だが、ここは絶対に、真人がやり遂とげたい。

「（俺にだって、意地がある！）」

　勇者として、男として。ただの恰かつ好こうつけであることも承知の上で。

　目の前で、自分の母親を吹き飛ばされた……その瞬間に込こみ上げてきた衝しよう動どうに従う。

　何がなんでも、借りを返してやるのだ。

　真人は痛みを無視して立ち上がり、構えた。

　フラテロが、威い嚇かくするように、手をポキポキと鳴らしながら、徐々に近付いてくる。

「あんちゃん。大好きな母親に助けを求めんで、ええんか？」

「しねーよ。『母親なんざ、頼たよってんじゃ、ねええええっ！　ぶるああああっ！』って、即そく死し級の大おお技わざをぶっぱされたら、たまらないからな」

「なんじゃそれ」

「独り言だよ。気にするな」

「ふーん……じゃが、いいこと言ったのう。体が温まってきたけぇ、ワシの、本気の本気を出すのにええ頃ころ合あいじゃ。覚悟せえよ、あんちゃん」

「覚悟なら、とっくにできてるぞ。……来いよ」

　二人は距きよ離りを置いて対たい峙じする。

　フラテロは、右の拳こぶしを深く引き絞しぼり、力を溜めていく。渾こん身しんの一撃を放つための力を蓄たくわえて、蓄えて、さらに蓄える。

　周囲の空気が震ふるえるほどの、力の凝ぎよう縮しゆくを見つめながら、真人は何気なく声をかけた。

　まだ、心のどこかで、心の友だと信じている部分が、そうさせたのかもしれない。

「なあ。お前はさ、どうしても母親を……ぶちころがす、だったか？　そうしないといけないのか？」

「ん。ぶちころがす」

「なんでだよ。そうしないといけない理由があるのか？　母親に恨うらみでもあるのか？　そういうことなら、俺だって、少しはわかってやれる部分があると思う。どうなんだ？」

　尋たずねると。

　フラテロは、真人をぼんやりと見つめて、言った。




「理由は、特にない」




「……は？」

「ワシには、母親に対して強い力があるけぇ、使っとる。母親が相手なら、絶対に勝てる。勝つと気持ちええ。そういうことじゃ」

「なんだよそれ……特に理由はないのに、母親が相手なら勝てるから、暴力を振ふるうなんて……ただ暴れたいだけの、反はん抗こう期のガキじゃんか」

「ガキじゃない。男じゃ」

「いや男じゃねーよ。身も心も、男じゃなさすぎだろ。ったく。……はぁ……俺が信じてたものは、本気で間違いだらけだったわけか……散々だな。くそっ！」

　呆あきれて脱だつ力りよくしそうになるところを、ぐっと堪こらえて。

「信じるなんて、もう馬ば鹿か馬ば鹿かしくてやってられん……なんて、言いたくなるけどな……でも俺は、それでも信じてやる」

　真人も剣けんを構えた。

「こういう馬鹿を、放ほうっておくわけにはいかない……母さんを、母親たちを守るために……そのための力が、俺にはあると、信じる！」

　気持ちをはっきりと言葉にして、真人は精神集中する。

　すると、聖剣フィルマメントに変化が表れた。透とう明めい色の剣身に、ぽつぽつと、光の粒つぶが浮うかび上がってくる。

　まるで星のように輝かがやく光たちが、剣身に天の川を描えがいた。

「これは……ああ、そうか……ついに力を貸してくれるんだな。頼たのむぜ相棒。……俺はこの、守る力で、お前に勝つ！　いくぞフラテロ！」

「ん。ワシはこの、倒たおすための力で、返り討うちにしちゃる」

　両者が同時に地面を蹴けった。

「おおおおおおっ！」

「んゃああああっ！」

　切り上げる力と、真っ直すぐに突き出された力が、激突する。

　オーラをまき散らすフラテロの拳が、剣に触れた。必殺正拳突きの威い力りよくが膨ふくれ上がり、剣もろともに、真人を吹き飛ばそうとするが……

　突き抜ぬけようとする力を、守る力が受け止めて、弾はじき上げた。

「んゃっ……!?」

「俺の勝ちだ。説教の代わりに、受け取れ。馬鹿ガキ」

　大いなる力が宿る剣の腹で、頭にズゴーンッと一いち撃げき。

　フラテロは、くるっと白目をむいて、べちゃっと突つっ伏ぷした。







　戦いは終わった。

　フラテロは白目をむいたまま、完全に気絶している。

　敵が戦せん闘とう不能であることを確かく認にんした真人は、仲間たちが囚とらわれている檻おりに目を向けて、剣を構えた。

「今、助けるからな。今の俺ならできる。今度こそできる。……究きゆう極きよく奥おう義ぎ……！」

　それは真の力に目覚めた勇者真人が放つ必殺技。異なる空間にある物体さえも切り裂さく究極の斬ざん撃げきが、魔法の檻を容易たやすく切断する……！

　と、その前に、ワイズとメディが檻の隙すき間まを、片手で軽く押し広げて出てきた。

「あれ、普ふ通つうに出られるじゃん。何これ、どゆこと？」

「真々子さんの特とく殊しゆスキル【母の休日】の影えい響きようを受けたのだと思います。人を捕とらえておく機能が、お休みしているようです」

「なーる。そゆことね」

　だそうだ。仲間たちは既すでに解放されている。「今さ、俺がさ、こう、ズバッと……まあいいけどさ」ぶつぶつ言いながら、剣を鞘さやに収める真人だった。

　自由の身となったワイズとメディが、真人のところへ大急ぎで駆かけ付けてくる。

「ちょっと真人！　あんた大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「まずは手当てをしましょう！　話はそれからです！」

「二人とも、落ち着いてくれ。俺は大丈夫だ。かなりダメージを受けたけど、装備の自動回復機能があるから、ＨＰは回復する……」

「そういうことじゃなくて！」

　ワイズとメディは、真人の額に手を当ててくる。

「あんた、頭は大丈夫!?」

「おい。なんで頭の心配されてんだよ」

「先ほどの真人君は、真人君らしくありませんでした！　母親のために怒いかり、母親を守るための力を掲かかげて、四天王との一対一の勝負に勝ってしまうなんて！」

「あんた、なんかちょっと恰かつ好こよかったわよ!?　いやマジで！　真人のくせによ!?　あり得ないでしょ!?　そりゃ心配するでしょ！」

「素す直なおに俺に惚ほれるルートはないのかよ」

「やぶさかではありませんが、それよりも心配の方が大きいですから！」

「はいそうですか。心配かけてすみませんね。ったく。……でもって」

　そろそろ真々子が、思いっきり抱だきしめに来る頃かなーと思って、真人は軽く身構えたのだが。

　真々子は来ない。

「……あらやだ、何かしら……なんだか、ちょっと変な感じね……」

　真々子は台座の前に座ったまま、妙みようにそわそわして、きょろきょろと、周囲に目を走らせている。すごく落ち着かない様子だ。

「何やってんだか。まあいいけど」

　別に、ご褒ほう美びのぎゅーっが欲ほしかったわけじゃない。絶対にそんなことない。

　そんなことより。

「っと、そうだ。二人とも、俺の心配は不要だから、ちょっと離はなれていてくれ。やらなきゃいけないことがある」

「やらなきゃいけないこと？」

「ここは闇やみ色の宝石の製造場所だ。部屋の真ん中に、ぶよぶよした、でかい球があるだろ。あれが大本だ。この世界を守るために、そいつを破は壊かいして、もう二度と使えないようにさせる」

「またしても真人君が、まるで本当に勇者のようなことを……ワイズさん！」

「わかったわ！　頭を回復するための連続魔まね！」

「お前らもういいよ」

　真人は一人、剣の柄つかを握にぎりしめて、ゲル状の球体の前へ向かう。

　その時だった。真人の前に、闇が激しく吹ふき上がり、渦うずを巻いた。

「な、なんだこれ……？」

『知ル必要ハナイ。オ前タチハ、タダ聞ケバイイ』

　闇色渦の中から、得体の知れない声が響ひびいてくる。

『モハヤ計画遂すい行こうハ不可能。不快ダ。非常ニ不快ダ。……原因ハ、オ前タチダ。オ前タチノセイダ。オ前タチガ、イタカラダ』

「俺たちのせい、って……」

『原因トナッタオ前タチニ罰ばつヲ与あたエル。私ノ力ニ屈くつシ、オ前タチガ築キ上ゲタモノヲ全すべテ失エ。命令ヲ遂行デキナイ失敗作モロトモニ、海ノ底ニ沈しずメ』

　呪のろうような言葉を一方的に吐いて、闇色渦は消失した。

　それと同時に、周囲が激しく震え始めた。続け様に、ガクンッと、床ゆかが数十センチほども落下したような感覚に襲おそわれて、その場にいた全員が膝ひざをついてしまう。

「ちょっ、何これ!?　何が起きてるのよ！」

「あの奇き妙みような渦が何かしたのですか！　真人君、説明を！」

「いや俺に聞かれても、わからんけど……！」

「マー君、上よ！」

「えっ？」

　反射的に見上げると、天てん井じよう材の破は片へんが落下してくる。頭に直撃したら余よ裕ゆうで死ぬサイズの破片だ。「マジかよっ！」咄とつ嗟さに横へ転がって、ギリギリのところで回かい避ひできた。

　足元の揺ゆれに翻ほん弄ろうされながら、真々子が駆け寄ってくる。

「マー君、怪け我がはなかったかしら！」

「あ、ああ、大丈夫だ！　助かった！……とにかく、ここにいたらヤバい！　急いで脱だつ出しゆつしよう！」

「そうね！　そうしましょう……あ、待ってマー君！　四天王の子たちも逃にがしてあげないと！」

「あいつらの心配をしてる場合じゃないだろ……！」

「この子たちなら、大丈夫よ」

　突とつ然ぜん、ＴＨＥ　ＥＮＤ　ＯＦ　母（Ｅｔｅｒｎａｌ　Ｈｏｕｓｅｗｏｒｋ　Ｅｄｉｔｉｏｎ）の出口になっていた壁かべが開いて、ＨＡＨＡＫＯが姿を現した。

　洗せん濯たく物ものや雑ぞう巾きんを手に、ぐったりしているアマンテとソレラを、小こ脇わきに抱かかえている。

「ＨＡＨＡＫＯさん!?　来てたんですか!?」

「なんだか、嫌いやな予感がしたから。様子を見に来て正解だったわね。こちらは私が引き受けるわ。そちらは真々子さんにお任せして大丈夫よね？」

「ええ！　マー君たちのことは任せて！　お休み中だけど、緊きん急きゆう事態だから、なんとかしちゃうわ！」

「それじゃ……またいつか、会いましょう」

　真々子と笑え顔がおを交かわしたＨＡＨＡＫＯは、浮ふ遊ゆう状態でスムーズに移動して、フラテロを拾い上げた。「この子が、三人目の子供候補ね」四天王の三人を抱えて、床にスーッと沈み込んで消えていく。

「ＨＡＨＡＫＯさんが来てくれて、助かったわ。……それじゃ、マー君！」

「おう！　俺たちも脱出だ！」

「おーっ！　って言っても、どこからどう逃げればいいの!?」

「脱出経路は……！」

「こちらですと、お知らーせします！　シラーセなだけに！」

　部屋の大扉とびらの方から駆け付けて、大きく手を振ふっている人がいる。こんな時でも基本スタイルを崩くずさないその姿勢は、シラーセに違ちがいない。

「ポータさんは先に避ひ難なんしていただきました！　皆みなさんも、お早く！」

「よし！　みんな、走れ！」

　激しい振しん動どうにより、天井の資材が剝はがれ落ちてくる。闇色の宝石を生み出していた球体が直撃を受けて破は裂れつした。柱が倒れて、台座に置かれてた宝石も粉々に。止まらない破壊が、真人たちにも襲い掛かかる。

　頭上に注意を払はらい、急に襲ってくる足元の落下感に翻弄されながら、真人たちは全速力で部屋から飛び出した。







　アジトの建物を走り抜けると、その先は入り組んだ洞ほら穴あなエリア。迷めい路ろのような構造になっているが、分かれ道には必ずぬいぐるみが置かれていて、進むべき方向を示している。

　可愛かわいい案内に従って、洞穴を抜ければ、その先は外。島が一望できる高台だ。

　ぬいぐるみよりも可愛い目印が、飛び跳はねながら手を振っている。

「真人さーんっ！　こっちですーっ！」

「おっ、ポータ発見！　無事でよかった！」

　ポータとも合流できた。ここまで来れば安心、と言いたいところだが。

　外に出ても、頭上からの落下物の心配がなくなっただけでしかない。地面は振動を続けていて、足元の落下感は断続的に発生している。

　おまけに、予想以上に深刻な事態を見せつけられている。

「ねえマー君……なんだか、島が小さくなっていないかしら……」

「小さくなっているんじゃない……沈んでいるんだ……島が、そっくりそのまま、沈んでいるんだよ！」

　高台から眺ながめる島の全景に、あったはずの砂すな浜はまがない。島の沈ちん下かに伴ともない、海面が相対的に上じよう昇しようして、海中に沈んでしまったのだ。桟さん橋ばしは完全に水すい没ぼつ。水上コテージも床ゆか上うえ浸しん水すい状態。砂浜にあった小船は、流されてしまったのか、どこにも見当たらない。

　海と陸の境目は、陸側にどんどん進んでいる。その侵しん攻こうから逃げるように、観光客たちが一いつ斉せいに内陸部を目指して走っている。

　おかげで遊歩道は大混雑。繁はん華か街がいエリアも、荷物を抱えて逃げようとする人たちでパンク状態だ。身動きが取れなくなっている。

「そこの人！　こっちよ！　早く高台へ……！」

「ワイズさん待ってください！　こちらへ集めたところで、助かるとは限りませんよ！」

「何言ってんのよメディ！　こっちの方がまだマシでしょ！」

「それはそうですが、根本的な解決方法がなければ意味がないと……！」

「二人とも落ち着け！　喧けん嘩かしてる場合じゃないだろ！　冷静になって、なんとかする方法を考えるんだよ！　まずは冷静に……おわぁっ、また沈んだ!?」

　真人たちは、互たがいに支え合って、やっと立っている状態だ。真々子は真人の腕うでを抱きしめて離さない。ワイズとメディは喧嘩まがいの摑つかみ合い。ポータもあわあわして、シラーセにしがみついている。こんな状態では冷静なんて無理……

　いや、シラーセは普ふ段だん通りだ。冷静に状じよう況きようを眺めている。

「島の基き盤ばん部分から、段階的に消去されているようですね……島から脱出しろとは、そういうことでしたか」

「シラーセさん!?　なんですかそれ!?」

「実は先ほど、反はん抗こう組織の黒幕さんとお話しする機会がありまして、その時に言われたのです。この事態を引き起こしているのは、おそらく、その方でしょう」

「反抗組織の黒幕……そういえば、変な渦が目の前に現れて『築き上げたものを全て失え』とか『海の底に沈め』とか言われましたけど……もしかして、あれが？」

「それが闇色の渦でしたら、間違いないかと。捜そう査さを妨ぼう害がいするための証しよう拠こ隠いん滅めつ、皆さんへの報復……あるいは嫉しつ妬と心……様々な理由から、行こう為いに及およんだようですね。困ったものです」

「ホント困ってますよ！　でもその辺の話は、後にしましょう！　それより！」

　沈みゆく島。逃げ惑まどう人々。どうするか。

「あたし思い付いた！　転送魔ま法ほうがあるじゃん！」

「私たちだけなら、ともかく、観光客の方が大勢いらっしゃいます！　全ての方を移動させるとしたら、ＭＰ量も、時間的にも、到とう底てい、間に合いませんよ！」

「でしたら運営の技術的な力で……いえ、ダメですね。こちらのサーバー世界はオープンしたばかりで、運営の反則技わざがまだ実装されていません……となると、ここはやはり……」

　シラーセがその名を口にする前に。

　真々子が真人の腕を離して、ポータのところへ駆かけ寄った。

「ポータちゃん。私の剣けんを出してもらえるかしら」

「は、はい！　すぐに出します！」

「おい母さん、何を……！」

「マー君、大だい丈じよう夫ぶよ。マー君がお休みをくれたおかげで、お母さんはすごく元気になったわ。だからね、ちょっと頑がん張ばってみてもいいかしら」

　実際問題、この窮きゆう地ちをどうにかできるものがあるとしたら、それは真々子の力。これまでいくつもの奇き跡せきを起こした、不可能なんてないと思える、圧あつ倒とう的すぎるその力に期待するしかない。

　無理するな、なんて言える状況じゃない。心配も、かなり悔くやしい気持ちも、全部飲み込んで、真人は黙だまって首しゆ肯こうした。

「ありがとう、マー君。……それじゃ」

　右手に母なる大地の聖剣。左手に母なる大海の聖剣。

　二振りの聖剣を掲かかげて、真々子が願う。

「母なる力よ……お願いよ……危ない目に遭あっている人たちを助けたいの……どうか力を貸して！」

　人々を救いたいという願いが、届く。

　陸地と人を飲み込もうとしていた波が、ピタリと止まった。

　同時に、ジャングルがせわしなく動き出す。

　巨きよ大だいブロッコリーが、その茎くきを自ら裂さいて、板状になり、船の形に集まっていく。すかさず蔦つたが張り付いて、全体を固定。さらに大量の葉っぱが、細かい隙すき間まに入り込んで、隙間を完全に埋うめて……

　小さな集落なら丸ごと載のせられそうな、巨大な箱はこ舟ぶねが完成した。

「おおおおっ！　真々子さん、やっぱすごい！」

「お見事です！　今後は、真々子さんと書いて〝ノア〟と読むことにしましょう！」

「うちの母親をキラキラネームにしないでくれ。……にしても、やっぱ母さんか。はぁ」

「じゃあ次は、観光客の人たちを船に乗せて……あ、あら？……」

　と、その時いきなり、真々子の膝がガクンと折れた。「っと！」傍そばにいた真人が、とっさに支えて、転てん倒とうは免まぬかれたが……

　真々子は汗あせびっしょりだ。呼吸も荒あらい。

「おい母さん！　大丈夫か……って、どう考えても大丈夫じゃないな！」

「ご、ごめんなさいね。ちょっと眩暈めまいがして……やっぱり、まだ疲つかれていたみたいで……あらやだ、大変！」

　真々子の力が抜ぬけてしまった。それと同時に、止まっていた波が再び動き出した。

　遊歩道の入り口近くに横付けされていた巨大箱舟が、波に揺られて、じりじりと移動し始めている。

「わわっ！　船が流されちゃいそうですっ！」

「波を操あやつって、なんとかこちらへ……いいえ、ダメですね。真々子さんは疲ひ労ろう困こん憊ぱい。もう力は残っていないように見受けられます」

「ちょっと真人！　ヤバいって！　これヤバいから！」

「なんとかしなければいけません！　真人君！」

「お、おう！　俺に任せろ！　今の俺なら、できる！」

　疲れ果てた真々子の体を支えつつ、真人は片手で聖剣を構えて集中する。

　剣身に星の輝かがやきが浮うかび上がり、真人の体に力が満ちてくる。

　だが、それだけだ。

「くそっ！　何か起きろよ！　誰だれかを守るために！　俺の力で、たくさんの人たちを守るんだよ！　守らせろよ！」

　真々子がやってみせたような奇跡は、いつまで経たっても発生しない……

　と。

「真人君、真人君。誰かを守るだなんて、そんな似合わないことを言ってはいけませんよ。ちゃんちゃら可お笑かしいですよ」

「シラーセさん!?　俺を弄いじって遊んでる場合じゃないと思うんですけど!?」

「いえいえ、そんなつもりはありません。私はただ、真人君の誤解を解きたいのです」

「誤解って……」

「思い出してください。この世界で最も大事なものは、なんなのか……普ふ通つうの勇者である真人君は、何を求められているのか……そこに気付くことができれば、奇跡は起きます」

　この世界で最も重要とされているものは、親子の絆きずな。

　普通の勇者に求められたものは、世界を救うなんて大それたことではない。普通に仲が良くて、普通に幸せという、その姿を体現することこそ、普通の勇者である真人が目指すべきもの。

「（フラテロと戦った時、俺は……母さんたちのためを思って……そうしたら力が……）」

　ふと思い出すと。

「あら、なんだか明るいわ……あらあら！　マー君の剣が！」

「……へ？」

　星が点々と輝いていた聖剣フィルマメントの剣身が、余すところなく光を放った。まるで月のような、優やさしい光で満ちている。

「おおっ、パワーアップしたっぽい！　よしよし！　これなら、俺の力で奇跡を起こすことができる……！」

　と思ったのだが、いきなり、聖剣の光がフッと消えた。「あれれぇ!?」なんか間違えたらしい。

　そうじゃなくて、もしかして。

「あの、聖剣さん？　大いなる天空さん？……まさかとは思うけど、母さんに関係してないとダメなのか？　例えば……〝母さんを手伝うために力を貸してくれ〟とか頼たのんだら、力を貸してくれるのかな？　そうなのかな？」

　真人が丁てい寧ねいに問いかけた刹せつ那な。

　天空の聖剣フィルマメントが、太陽の如ごとき眩まぶしい輝きを発して、その偉い大だいなる力を解放した。

　輝きが島の全域を照らし、その光を浴びた観光客たちが、突とつ如じよとして空中に浮かび上がる。人々は安全に空を飛び、一人残らず箱舟の方向へ移動していく。

　さらには島の建造物も浮かび上がった。コテージに、ホテルに、商業施し設せつに、真々子の石像まで。子供たちが楽しいひとときを過ごせるようにと、真々子が苦労して作り上げたものが、全すべて箱舟に収容された。

　そうして、真人たちも。

「わわっ！　自分たちも浮いてます！　飛んでます！　すっごいです！」

「母親のことを強く想おもう真人君が発揮した力、すなわち、真々子さんに由来する力で、私たちは助けられるわけですね。フフフ」

「真人の活かつ躍やくは、そういうことだったのね。あーよかった。めっちゃ安心したわー」

「それでこそ真人君です。そうでなくてはいけません。ホッとしましたね」

　ポータとシラーセがふわふわと、ワイズとメディはクロールで。仲間たちは空を泳ぎ、楽し気に箱舟へ向かっていく。

　楽しんでいただけているなら、何よりだけど、がっくり凹へこんでいるのが約一名。

「母親のためだったら、最大出力になるって……なんだよ、この力……はぁ……」

　真人が期待していたものと、明らかに違ちがいすぎるのだけど。

「マー君のおかげで、とっても助かったわ。ありがとう」

「……はいよ。どーいたしまして」

　そっと寄り添そってきた母親の笑え顔がおから、ぷいっと顔を背そむけて。

　まあそこそこ悪くない気分で空を飛ぶ、選ばれし息子むすこ勇者だった。
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　獣じゆう人じんたちが暮らす新エリア〝ゴボドーランド〟。そのスタート地点であるゴボドー大集落から、はるか南へ向かったところに、この世界でも有数のリゾート地がある。

　温かな南の海に浮かぶその島は、まさに楽園。空と海と太陽と、カラフルに咲さき誇ほこる熱帯性の花たちに囲まれて、遊ぶもよし、食べるもよし、寝ねるもよし。三さん拍びよう子しそろった極ごく上じようのバカンスを堪たん能のうできる。

　参考までに、島の人気ランキング。

　第三位は、獣人ビーチバレー。耳や尻尾しつぽが生えた、魅み力りよく的な体つきの女性たちが、獣人特有の高い身体能力を駆く使しして、岩石ボールで相手を倒たおすゲームだ。血の気が多い獣人たちに大人気の、もはや格かく闘とう技ぎである。

　第二位は、獣人ファイアーダンスショー。腰こしミノを装備した屈くつ強きような獣人たちが、炎ほのおを操り、炎を吐はき、最後は全身を炎に巻かれて、それでも無傷なところを披ひ露ろうするという、非常にエキサイティングなショーだ。

　そして現在の一番人気は、こちら。

「ねえ見て！　勇者様たちが作った船って、これよね！　大きいわね！」

「どこかの島から脱だつ出しゆつする時に使ったんだよな……どこの島なんだろう……」

「噂うわさによると、その島は一夜にして栄えて、瞬またたく間まに沈しずんだらしいぞ。伝説の島だな」

「マジ伝説。で、そこには、勇者様たちがうっかり落としたレアアイテムがあるらしくてさ！　トレジャーハンターたちが、すっ飛んでいったぜ！」

　最も観光客を集めているのは、沖おきに浮かぶ巨大箱舟の雄ゆう姿し。

　まるで島のように大きな船体に、ホテルや商業施設を搭とう載さい。船首には、女め神がみの如き真ま々ま子この像が添えられている。母なる大海と大地の祝福を受け、絶対的な安全航海が約束されている船だ。

　なお船名は、造船主の意見により、【マー君お手伝いありがとう号】とされた。船首の側面に刻まれたその名が、太陽の光を浴びて誇らしく輝いている。

　さて。

　こちらは砂すな浜はま。

「……は？　反はん抗こう組織撲ぼく滅めつ計画？」

　適当に寝転んで、苦々しい顔つきで箱舟を眺ながめていた真まさ人とは、慌あわてて飛び起きた。

　隣となりには、ビーチチェアがずらりと並び、水着姿の真々子、ポータ、ワイズ、メディ、シラーセがゆったり寝そべっている。

　大山、平原、平原、山、山。見える乳ち形けいはさておき。

　用があるのは、一番向こうの山の主、シラーセだ。

「その計画のためにシラーセさんが来て、実行したって……どういうことですか？　そんな話、俺は聞いてないんですけど……」

「私は確かにお知らーせしましたよ」

「あんたはフラテロのことに夢中で、聞いてなかったのよ。あたしたちはちゃんと聞いてたから」

「先日の島で起きた出来事は、その計画にも関係していて、組織のアジトが水すい没ぼつしたことにより、完かん了りよう扱あつかいとなった、ということです。とにかく終わったということだけ理解できれば問題ありませんよ」

「あ、はい……そうですか……じゃあ、その……みんな、お疲れ様でした」

　知らない内に重要目的を達成していた、と言えば、ちょっと恰かつ好こういい気がするが、なんか申し訳ない。真人はその場に正座した。反省。

　その様子を見て、シラーセが薄うすく笑って……すぐに表情を引き締しめた。

「では、その計画に関連して、一つお知らーせしておきたいことがあります」

　言って、シラーセがメディに目配せをする。

　メディは、ふと気付き、ビーチチェアから起き上がった。

「ポータちゃん。よければ一いつ緒しよに泳ぎませんか？　ワイズさんは来なくていいですけど」

「はい！　自分、泳ぎに行きます！」

「あたしを仲間外れにするんじゃないわよ！　あたしもいくわよ！」

　メディたちが連れ立って、波打ち際ぎわへ走っていく。三人でキャッキャとはしゃぐ、波打ち際の少女たち。眼福だ。

　眼福だけど、どうして誘さそってくれないのかと、真人はしょんぼり……

「真人君。少女たちではなく、私という母親に注目してハァハァしてください。真ま面じ目めなお知らーせがあります」

「言い方が真面目じゃないんですけど。すいません。どうぞ」

「反抗組織のアジトを破は壊かいする計画に続いて、全ての元げん凶きようである黒幕を押さえる、という計画も進行しています。そちらの計画についてなのですが……」

「……なんですか？」

「そちらは、確実に、全面的に、一から十まで全て、真人君たちの協力が必要となります。私が何をするまでもなく、確実に巻き込まれますから、そのつもりでいてください」

「マジですか……というか……シラーセさんが先に説明してくるのって、珍めずらしすぎですよね……いつもなら、なんやかんやで巻き込もうとするくせに……」

「そうですね。ですが今回ばかりは、先にお知らーせしておきます。なかなか難しいことになりそうですので。……さて、私はこれで失礼します。仕事がありますから」

　シラーセは立ち上がり、楽し気に水かけっこして遊んでいる少女たちをしばらく眺めて、去っていった。

　そうして、静かになった。

　いるのは真人と真々子だけ。女子たちの笑い声と波の音が遠くに聞こえる。

「シラーセさん、なんかいつもと様子が違ったな……一応ふざけてたけど、ちゃんと緊きん張ちようしてたような……母さんもそう思うだろ？」

「……」

「母さん？……寝てるのか？」

　穏おだやかな表情で目を閉じている真々子を、そっと覗のぞき込むと、ぱちっと。「おわっ」真々子の目が開いた。

「起きてるのかよ。びっくりさせるなよ」

「うふふ。ごめんなさいね。お話に参加したい気持ちもあったけど、今日は絶対にお休みするって、マー君と約束したから。寝たフリしちゃったわ」

「よしよし。ちゃんとわかってるな。今日は母親の休日だ。……だから、その……どうしてもやらなきゃいけないことがあるなら、俺に言えよな。俺が手伝ってやるから」

「あら嬉うれしい。それじゃ、さっそくお願いしようかしら」

「おう、任せろ！　まずは何を……って……はあ!?」

　真々子は、うつ伏ぶせになって、水着の背中部分を解ほどいた。瑞みず々みずしい背中と、脇わきからむにっと零こぼれている胸を晒さらして……ビーチチェアの下をごそごそ探さぐって……

　サンオイルを手て渡わたしてくる。

「今日は、お母さんのお休みの日。マー君に、たっぷり甘えていい日。だからお願いね、マー君。うふふ」

「はっはっは。調子に乗るな母親」

「ひゃんっ!?」

　普ふ通つうの手伝いならともかく、甘えは許しませんと。

　温めていないサンオイルを、真々子の背中にべちゃっと叩たたきつけてやる真人だった。
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　同じ頃ころ。ゴボドー大集落の近くにある森の中。

　四天王の三人が、ＨＡＨＡＫＯと対たい峙じしている。

「つまりあなたは……私たちが、マスターに捨てられたと、そう言いたいのかしら」

「そういうことに、なってしまうと思うの。あの時、アマンテちゃんたちがいることを知りながら、全部まとめて、沈めてしまおうとしていたから……」

　苛いら立だった様子で尋たずねたアマンテに対して、ＨＡＨＡＫＯは申し訳なさそうに首しゆ肯こうした。

　ソレラは鼻で笑っている。

「私は違うと思うな～。マスターは～、私たちが自力で脱出できるとわかってたから～、そうしたんだよ～。むしろ信しん頼らいしてくれてたんだよ～。そういうことだよ～」

「アマンテちゃんとソレラさんは、特とく殊しゆな罠わなの部屋にいたのよ？　それでも自力で脱出できたと思う？」

「うっ……そ、それは……」

「うぅ～……ちょ～っと、難しかったかもだけど～……」

「だったら決まりじゃ。アマンテとソレラは、役立たずじゃけぇ、捨てられたんじゃ」

「ちょっとフラテロ!?　何を言っているのよ！　そんなわけないわよ！」

　摑つかみかかってくるアマンテを、ぼんやりとした目つきで眺めて、フラテロは余よ裕ゆうでひらりと回かい避ひした。

「ワシは、馬ば鹿か二人とは違ちがう。大おお好すき真々子をぶっ飛ばして、ちゃんと成果を上げたけぇ、捨てられとらん。信頼されとる」

「本当にそう思うの？　気を失った状態で、水没したアジトの部屋に取り残されても、無事でいられたと、本気でそう思っているの？」

「無理ね。フラテロは、対母親用に特化された力を持っているだけで、基本的な身体能力はそれほど高くないもの」

「最も敵じゃない真人君に負けちゃうくらいだもんね～。ぶっちゃけ～、私たちの中では一番の雑魚ざこだよね～。真っ先に捨てられる候補だよね～」

「あんちゃんに負けたことについては、事実じゃけぇ、認める。……じゃが……」

　一番の雑魚呼ばわりは、腹に据すえかねたようだ。フラテロはソレラに対して身構えた。

　だがＨＡＨＡＫＯが間に割り込んだ。

「お願いよ。喧けん嘩かしないで。どうか落ち着いて。悲しいことになってしまったけど……でも大だい丈じよう夫ぶだから」

「何が大丈夫なのか、わからん」

「私は、絶対に、みんなのことを見捨てたりしないわ。良くないことをした時は、思い切り𠮟しかっちゃうけど。でもやっぱり、心から愛して、ぎゅーぎゅー抱だきしめて、いつまでも放さないわ。だから……」

「抱きしめられる前に、逃にげなければならないわね！」

「フラテロ～！　後のことは～、よろしく～！」

「んゃ？」

　フラテロの背中を、ぽんっと押して、ＨＡＨＡＫＯに抱きしめさせて。

　アマンテとソレラは脱だつ兎との如ごとく逃げる……つもりだったのだが。「ひぃいいいっ!?」「うひゃあああっ!?」地面から、無数の白い手が生えて、二人もしっかりと抱きしめられた。

「さあ、これがお母さんの抱っこよ。素す敵てきでしょう？　うふふ」

「んゃっ、んゃっ、んゃああああっ……ダメじゃ、振ふり解けん……むぐぐ……」

「ＨＡＨＡＫＯは、まだ完全な母親ではないから、フラテロの力は通用しないのよ、なんて！」

「説明してる場合じゃないよ～！　もしも～し、マスタ～！　早く助けて～っ！」

「マスター！　ねえマスター！　聞こえないの!?　応答して！」

「むぐぐ……マスター、頼たのむ……助けてくれんと、胸で窒ちつ息そくさせられ、る……」

　何度も何度も呼びかけるのだが。闇やみ色渦うずはどこにも現れない。完全に音信不通だ。

　それでも呼び続ける四天王たちを、三人まとめて、しっかりと抱きしめて。

「本当に見捨ててしまったの？……マスターさんは、ちょっと許せない人のようね」

　空よりも、もっと遠い場所……ここからでは見えない現実世界を見み据すえる目に、かすかな怒いかりを滲にじませて、ＨＡＨＡＫＯがため息を零した。








あとがき









　お世話になっております。井い中なかでございます。

　おかげさまで七巻。偏ひとえに皆みな様さまのご支し援えんの賜たま物ものであります。ありがとうございます。

　本作は、なんと、まさかの、あの人が活かつ躍やくしてしまう巻です。

　ついにこの時が来たかと、興奮する一方で、本当にそれでいいのかと、疑問に思うこともありました。……本来であれば、活躍して当然のはずなんですけどね。

　お母さん無む双そう、息子たちの奮ふん起き、そして新たな敵。無人島で繰くり広げられる物語を、お楽しみいただけたら幸いです。




　出版に際し、飯いい田だぽち。さん、担当編集Ｋさん、編集部並びに出版社の方々、販はん売ばい店の皆様など、この度も多くの方のお世話になっております。心より御おん礼れい申し上げます。

　冥めい茶ちやさんによるコミカライズも、続々と更こう新しんされております。原作者といたしましても、ＷＥＢ版とコミックス共々、応おう援えんをいただけたら励はげみになります。何なに卒とぞよろしくお願いいたします。




　さて。

　どうにも気き恥はずかしいのですが、この場をお借りして、あらためてご報告させていただきます。

　拙せつ著ちよ〝通常攻こう撃げきが全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？〟のアニメ化が決定いたしました。

　先日、本件が発表されたファンタジア文庫大感謝祭２０１８の会場にて、足を運んでいただいたプロデューサーさんにご挨あい拶さつした時のこと。

「本当にアニメ化なんですね……」

「本当ですよ。ここまでやっておいて、ドッキリとか、ないですから（笑）」

　どうやら本当のようです。

　でもまだ密ひそかに疑っている自分がいます。（野生の獣けものにも勝る警けい戒かい本能）

　あるいは胡こ蝶ちようの夢。夢オチという可能性も否定できません。むしろ有力。

　仕方がないのです。井中はそういう性分なのです。

　いい年までフリーターだったラノベ作家志望の男が、大賞を受賞し、受賞作がアニメ化という……作家物のラノベ展開をリアルに与あたえられた身として。

　いい夢を見させてもらっているのだと、そう思うようにしている次第です。




　余談ですが、担当編集さん曰いわく、ラノベ作家に年ねん齢れい制限はないとのこと。

　ラノベ黎れい明めい期きより今に至る、同世代の皆様。道は常に、目の前に開けていますぞ。




　アニメ情報に関しまして。

　制作は着実に進行しており、大声で言いたいお宝情報が山のようにあるのですが……コンプライアンス等々ありますので、公式発表された内容のみに限らせていただきます。

　また、お世話になっているアニメ制作の関係者、全ての方のお名前を挙げて、ご挨拶させていただきたいところですが、右記の事情により、公式ホームページにて発表された方のみとさせていただきます。悪あしからず、ご了りよう承しようください。

　監かん督とく：岩いわ崎さき良よし明あきさん、キャラクターデザイン：八や重え樫がし洋よう平へいさん、シリーズ構成：赤あか尾おでこさん、音楽：井い内ない啓けい二じさん、アニメーション制作：Ｊ．Ｃ．ＳＴＡＦＦさん。

　お世話になっております。お忙いそがしいことと存じますが、どうかお体を大切に。引き続きよろしくお願いいたします。

　大おお好すき真ま々ま子こ役：茅かや野の愛あ衣いさん、大好真まさ人と役：石いし谷や春はる貴きさん。

　茅野さんについては、これまでに行われたキャンペーンに続き、真々子役を引き受けてくださるということで、本当にありがたい限りです。

　石谷さん……主人公のはずなのに、あまり活躍できない役やく柄がらでごめんなさい……先日うかがった、お歳暮のエピソード、大事に使わせていただきます。

　何事も、どうか無事に進み、喜ばしい結果へと結びつきますように。

　関係者の皆様へ、そしてお母さんアニメを待ち望んでくださる皆様へ、そっと手を合わせて祈いのる井中でございます。




　最後に。

　お袋ふくろ様さまに、著作のアニメ化を報告したところ……

「大ヒットしたら、うちに取材とか来るかねぇ。子供の頃ころの写真なら、アルバムにいくらでもあるから、見せてやらないと」

　再び手を合わせ、そこまでの事態にはならないように祈る井中でございます。





二〇一八年・暮秋　井中だちま
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